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岡山
ー
福
岡
県
老
農
高
原
謙
次
郎
の
京
都
府
農
事
巡
回
に
つ
い
て
ー

京
都
府
で
は
明
治一
九
年
(一
八
八
六)
に、
は
や
く
も
林
遠
里
を
招
轄
し、
府
下
全
域
を
巡

回・
演
説
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り、
遠
里
改
良
法
の
導
入
を
企
図
し
た。
翌
年
に
は、
福
岡
県
よ
り

彼
の
門
弟
を
実
業
教
師
と
し
て一履
い
入
れ、
府
下
五
O
O
力
所
(
明
治
二一
年
に
は一
0
0
0
カ

所
に
増
設
さ
れ
た)
に
設
置
し
た
試
験
田
で
の
指
導・
伝
習
に
従
事
さ
せ
た。
明
治
二一
年
(一

八
八
八〉
に
は、
ふ
た
た
び
遠
里
を
招
聴
し
た。

さ
ら
に、
京
都
府
は、
明
治
二
O
年
(一
八
八
七)
に
遠
里
と
は
別
に、
府
下
を
巡
回・
演
説

さ
せ
な
が
ら、
こ
の
試
験
田
の
監
督
の
た
め
に、
福
岡
県
よ
り
あ
ら
た
に一
人
の
老
農
を
招
抽付
し

た。
御
笠
郡
乙
金
村
の
高
原
謙
次
郎
で
あ
る。
彼
は、
こ
の
巡
回・
演
説
の
節
に
見
聞
し
た
京
都

府
下
の
農
事
景
況
と、
と
く
に
山
城
地
方
に
設
置
さ
れ
た
試
験
田
の
状
況
を、
細
か
な
調
査
項
目

を
定
め
な
が
ら、
「
京
都
府
農
事
筆
記』
と
し
て
克
明
に
記
録
し
た。
本
章
は、
こ
の
「
農
事
筆

記』
を
素
材
と
し
て、
高
原
の
京
都
府
下
で
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
第一
の
目
的
で
あ

守令。

彼
の
そ
の
後
の
来
し
方
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て、
当
時、
遠
里
農
法
に
代
表
さ
れ
る

老
農
農
法
と
横
井
時
敬
ら
の
学
理
農
法
と
が
並
存・
競
合
の
関
係
に
あ
っ
た
福
岡
県
に
お
い
て、

老
農
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
っ
た
か
を
示
す
こ
と
に
も
な
っ
た。
そ
れ
は、
「
老
農

時
代」
以
降
の
老
農
た
ち
の
身
の
処
し
方
の一
つ
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た。

高
原
謙
次
郎
の
略
歴
お
よ
び
事
蹟
は、
次
節
で
明
ら
か
に
す
る
が、
彼
は
明
治
八
年
(一
八
七

五)
六
月
時
点
で、
居
村
の
乙
金
村
と
近
隣
村
の
筒
井・
中
両
村
に、
八
町
九
反
七
畝
二
六
歩
の

田
畑
を
所
有
し
て
い
た
手
作
地
主
で
あ
っ
巧o
彼
に
つ
い
て
は、
幕
末
期
か
ら
社
会
的
に
多
岐
に

円

2
v

わ
た
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら、
種
々
の
面
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が、
彼
の

明
治
期
の
勧
業
篤
志
家
H
老
農
時
代
の
活
動
を
浮
き
彫
り
に
し
た
研
究
は、
管
見
の
か
ぎ
り
み
ら

れ
な
い。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と、
本
章
の
も
う一
つ
の
意
義
は、
彼
の
こ
の
面
を
は
じ
め
て
正

面
か
ら
と
り
あ
げ
た
こ
と
に
あ
る。

そ
し
て、

第一
節

高
原
謙
次
郎
の
略
歴
と
事
蹟

高
原
家
は、
先
祖
が
「
水
城
の
関
守」
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ、
初
代
平
兵
衛
が
慶
長
期
に
御
笠

郡
乙
金
村
庄
屋
役
を
仰
付
か
つ
て
以
降、
代
々
同
役
を
世
襲
し
て
い
っ
た
と
い
う。
本
家
七
代
和

作
美
清
が
嫡
子
の
善
四
郎
に
乙
金
村
庄
屋
役
を
譲
っ
た
の
ち
に、
後
妻
と
そ
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ

た
善
七
郎
と
と
も
に
隠
居
家
に
移
り、
善
七
郎
九
歳
の
と
き、
父
和
作
美
清
の
残
に
よ
り、
議口
七

郎
が
分
家
を
し、
初
代
と
な
る
の
で
あ
碍グ
同
人
が
謙
次
郎
の
祖
父
に
あ
た
る。

内a守
V

同
人
お
よ
び
そ
の
子
和
作
美
成
に
つ
い
て
は、
謙
次
郎
の
筆
に
な
る
「
履
歴
書」
が
あ
る。
そ

れ
に
よ
る
と、
善
七
郎
は
文
化一
一
年
(一
八一
四)
普
請
方
を
拝
命
し
て
以
降、
同一
二
年

(一
八一
五)
夜
須・
御
笠
両
郡
紙
方
兼
帯、
文
政
二
年
(一
八一
九)
御
笠
郡
観
世
音
寺
村
庄
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屋
拝
命、

同
八
年
(
一

八
二
五
〉

筒
井
村
庄
屋
に
転
役、

こ
の
時
点
で
紙
方
と
普
請
方
も
兼
務
し

て
い
た
。

天
保
四
年
(
一

八
三
三
〉

二
月
に
は
大
庄
屋
格
を
命
ぜ
ら
れ、

同
年
一
一

月
に
御
笠
郡

立
明
寺
触
大
庄
屋
と
な
る
。

同
九
年

ご

八
三
八
)

御
笠
郡
武
蔵
触
大
庄
屋
に
転
役
す
る
が
、

同

一

O
年
(
一

八
三
九
)

の
大
庄
屋
の
一

斉
罷
免
で
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

以
降、

同
一
一

年
(
一

八

四
O
)

下
大
利
村
庄
屋、

同
年
六
月
筒
井
触
大
庄
屋
助
役、

同
一

二
年
(
一

八
四
一
)

三
月
以
降

筒
井
触
、

武
蔵
触
、

乙
金
触
、

観
世
音
寺
触
大
庄
屋
を
歴
任
し
、

慶
応
二
年
(
一

八
六
六
)
一

二

月
八
O
歳
に
し
て
依
願
免
役
と
な
る
。

謙
次
郎
の
父
和
作
美
成
は
、

天
保
一

O
年
(
一

八
三
九
)

六
月
に
筒
井
村
庄
屋
役
に
命
ぜ
ら
れ
、

以
降
弘
化
二
年
(
一

八
四
五
)

ま
で
、

中
村
庄
屋、

畑
詰
触
普
請
方
兼
務、

瓦
田
村
庄
屋
を
歴
任

し
ザ

嘉
永
六
年
(
一

八
五
三
)
一
一

月
に
普
請
方
を
免
ぜ
ら
れ
、

乙
金
触
大
庄
屋
助
役
と
な
る
。

安
政
二
年
(
一

八
五
五
)

七
月
瓦
田
村
庄
屋
依
願
免
役、

同
三
年
(
一

八
五
六
)

四
月
大
庄
屋
助

役
を
免
ぜ
ら
れ
、

同
年
五
月
に
国
分
村
庄
屋、

文
久
二
年
(
一

八
六
二
)

九
月
に
は
観
世
音
寺
触

大
庄
屋
助
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

慶
応
元
年
(
一

八
六
五
)

五
月
に
五
六
歳
に
し
て
病
死

す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
子
謙
次
郎
は
、

母
を
御
笠
郡
武
蔵
村
松
尾
与
十
郎
長
女
と
し
、

天
保
八
年
(
一

八
三
七
)

一

二
月
に
乙
金
村
で
生
ま
れ
た
。

以
降
の
彼
の
略
歴
及
び
事
蹟
を
以
下
に
記
し
冴グ

高
原
謙
次
郎
略
歴
お
よ
び
事
蹟

天
保
八
年

(
一

八
三
七
)
一

二
月

筑
前
国
御
笠
郡
乙
金
村
に
生
ま
れ
る

年
一

月
三
日
生
ま
れ
)
。

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
役
命
ぜ
ら
れ
る
(
満
二
一

歳
〉
。

御
笠
郡
大
庄
屋
拝
命
(
満
三
三
歳
)
。

戸
長
本
務、

大
庄
屋
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
(
同

右
)
。

第
二
四
区
戸
長
拝
命
(
満
三
四
歳
)
。

第
一

三
大
区
戸
長
拝
命
(
満
三
五
歳
〉
。

第
一

二
大
区
戸
長
拝
命
(
同

右
)
。

第
一

二
、

二
ニ
大
区
三
等
戸
長
拝
命
(
満
三
七
歳
)
。

第
一

二
、
一

三
大
区
二
等
戸
長
拝
命
(
満
三
八
歳
〉
。

第
七
大
区
七
小
区
戸
長
拝
命
(
同

右
)
。

病
気
依
願
退
職
(
満
三
九
歳
)
。

第
八
大
区
調
所
一

級
書
記
拝
命
(
同

右
)
。

福
岡
県
御
笠
・

那
珂
・

席
田
郡
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
る

(
満
四
O
歳
)
。

農
商
務
省
に
対
し
上
申
(
満
四
三
歳
)
。

(
明
治
一

四
j
同
一

八
年
ま
で
、

那
珂
・

御
笠
・

席
回

三
郡
聯
合
米
苗
生
糸
共
進
会
審
査
長
委
嘱
せ
ら
る
)
。

那
珂
・

御
笠
・

席
田
郡
競
整
会
審
査
長
委
嘱
せ
ら
る

(
満
四
八
歳
)
。

安
政
六
年

明
治
四
年

(
一

八
五
九
)
一
一

月

(
一

八
七
一
)

三

月

一

二
月

(
一

八
七
二
)

六

月

(
一

八
七
三
)

二

月

二

月

(
一

八
七
五
)
一

二
月

(
一

八
七
六
)

四

月

一

二
月

一

月

一

二
月

一

O
月

明
治
五
年

明
治
六
年

明
治
八
年

明
治
九
年

明
治
一

O
年
(
一

八
七
七
)

明
治

一

年

ご

八
七
/
〉

明
治
一

八
年
(
一

八
八
五
)
一

O
月

明
治
一

九
年
(

ノ
八
六
)

(
西
暦

ノ
三
八
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明
治
二
O
年
(
一

八
八

七
〉

明
治一

二

年
(
一

八
八
ノ
)
一

二
月

明
治
二
二
年
(
一

八
八
九
)

三

明
治
二
三
年
(
一

八
九
O
)

二七

明
治
二
四
年
(
一

八
九
一
〉

三

月

一
一

月

明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
)

四ト】

明
治
二
六
年
(
一

八
九
三
)

五

月

明
治
二
七
年

ご

八
九
四
)
一
一

月

明
治
二

八
年
(
一

八
九
五
)

明
治
二
九
年
(
一

八
九
六
)

明
治
三
五
年
(
一

九
O
二
)

明
治
三
ノ
年
(
一

九
O

四

明

治
四

年
(
一

九
0.
ノ
〉

五 四守八

月

一

二
月

四

月月 月

九
州
沖
縄

八
県
聯
合
共
進
会
委
員
委
嘱
せ
ら
る
(
二
月

一

0
日
開
催 、

於
福
岡
)

。

九
州
沖
縄

八
県
聯
合
共
進
会
に
お
い
て

、

米
種
出
品 、

四
等
賞
を
う
け
る

。

郡
書
記
依
願
免
職 、

任
京
都
府
属 、

叙
判
任
官

八
等

。

病
気
依
願
免
職

。

福
岡
県
勧
業
試
験
場
幹
事
拝
命

。

那
珂
・

御
笠
・

席
田
三
郡
米
種
共
進
会
に
お
い
て

、

五

等
賞
を・
つ
け
る
(
満
四
九
歳
〉

。

同

前
(
満
五
O
歳
)

。

櫨
樹
栽
培
篤
志
者
「
高
橋
善
蔵
小
伝
」

を
選
び

、

公
衆

に
頒
布 。

糟
屋
郡
尾
仲
村
九
郎
左
衛
門
そ
の
他
三
名
の
小
伝
を
選

御
笠
郡
筒
井
尋
常
小
学
校
建
設
に
つ
き 、

金
七
円
寄
付

↓
賞
書 。

那
珂
郡
雑
飼
隈
警
察
署
建
設
に
つ
き 、

金
一

円
五
O
銭
寄
付
↓

賞
書
(
満
五
一

歳
)

。

県
勧
業
試
験
場
職
務
勉
励
に
つ
き 、

金
五
円
賞
与

。

内
国
勧
業
博
覧
会
に
て
米
種
出
品 、

褒
状
授
与
(
満
五

二
歳
)

。

県
勧
業
試
験
場
幹
事
依
願
免
職

。

那
珂
・

御
笠
・

席
田
郡
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
満
五
三

歳
)

。

郡
書
記
依
願
退
職

。

御
笠
郡
県
会
議
員
に
選
出
せ
ら
る
(
満
五
四
歳
)

。

筑
紫
郡
大
野
村
長
に
選
出
せ
ら
る
(
満
五
五
歳
)

。

那
珂
・

御
笠
・

席
田
郡
米
種
共
進
会
に
て
六
等
賞
を
受

け
る
(
満
五
六
歳
)

。

同

前
(
満
五
七
歳
〉

。

大
野
村
長
満
期
退
職

。

一
官
公
一

千
年
祭
に
つ
き 、
一
官
公
会
長
黒
田
侯
爵
の
委
嘱

に
よ
り 、

「
太
宰
府
史
鑑
』

を
編
輯
す
る

。

「
太
宰
府
各
区
一

覧
』

を
選
ぶ

。

太
宰
府
神
社
委
嘱
に
よ
り
「
太
宰
府
神
社
由
緒
帯

編
輯
す
る
(
満
六
四
歳
)

。

岩
屋
城
祉
の
麓

、

観
世
音
寺
に
お
い
て

、

百
年
祭
典
を
挙
行
す
る
(
満
六
七
歳
)

。

大
日
本
農
会
よ
り
有
功
章
贈
与
せ
ら
る

月月月月月月月月

』

を

月

国
岡
橋

紹
運
三

月

(
満
七
O
歳
)

。

107 



大
正
二
年
(
一

九
一

三
)

大
正
五
年
(
一

九
一

六
)

七

月

春
に
「
太
宰
府
史
談
会
」

を
設
立
(
同
会
は
翌
三
年
三

月
に

、

「
福
岡
史
談
会
」

と
合
併
し
、

「
筑
紫
史
談
会
」

と
な
る
)

(
満
七
五
歳
〉

。

乙
金
の
自
宅
に
て
逝
去
(
享
年
満
七
八
歳
)

。

(
「
事
蹟
』

の
内 、

明
治
二
二
年
四
月
と
明
治
二
四
年

一

O
月
と
の
記
事
の
聞
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
の
で
記

し
て
お
く
。

)

て

稲
作
に
注
意
し
、

穂
先
三
歩
選
種
・

寒
水
浸
し
・

畑
苗
・

塩
水
選
・

土
囲
等 、

選
種
の
方
法
自
家
の

田
畑
に
試
験
す
る
事
数
十
年 、

市
し
て
塩
水
選
之

簡
易
に
し
て
効
益
あ
る
を
知
り 、

郡
内
へ

誘
導
す

る
事
数
十
年
に
及
べ

り
。

一
、

水
田
を
乾
田
に
改
良
す
る
そ
の
効
益
あ
る
世
人
の

知
る
所
な
る
も
、

こ
れ
を
自
家
の
水
田
に
試
験
し
、

そ
の
効
益
あ
る
事
を
計
算
し
、

郡
内
に
励
誘
す
る

事
数
十
年
に
及
べ

り
。

一
、

農
業
教
師
と
し
て

、

郡
内
の
功
労
者
を
他
県
に
周

旋
す
る
事
数
十
人
に
及
べ

り
。

一
、

大
字
乙
金
字
桑
ノ
浦
に
荒
れ
地
あ
る
を
買
求
め

、

開
拓
の
上

、

櫨
樹
を
植
付
け 、

多
少
の
利
益
を
得

る
も
、

櫨
実
代
価
下
落
し
、

改
良
を
図
り
、

自
今

筑
後
田
主
丸
村
清
水
某
へ

貸
渡
し
、

一

町
七
反
余

の
地
よ
り
各
種
の
樹
百
を
仕
立
つ

。

一
、

山
林
凡
そ
一

八
町
歩
買
求
め

、

樹
苗
を
植
付
け 、

追
々

繁
殖
を
図
る

。

近
年
伐
採
多
少
利
益
あ
り
。

彼
の
全
生
涯
を
考
え
た
場
合

、

幼
年
期
を
除
い
て
大
き
く
四
つ
に
区
分
で
き
る

。

第
I

期
日

村

役
人
・

戸
長
時
代
(
安
政
六
年
j

明
治
一

O
年
頃
)

、

第
E
期
H

勧
業
篤
志
家
時
代
(
明
治
一
一

年
j

明
治
二
四
年
頃
)

、

第
E
期
川

県
会
議
員
・

村
長
時
代
(
明
治
二
五
年
j

明
治
二
九
年
)

、

第
W
期
H

郷
土
史
家
時
代
(
明
治
三
O
年
j

大
正
五
年
頃
)

で
あ
る

。

同
区
分
は

、

各
期
ご
と
の

き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
抽
出
し
て
性
格
づ
け
を
お
こ
な
っ

て
い
る
の
で

、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
区
分
の

特
徴
が
重
複
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る

。

第
I

則
及
び
第
W
期
に
お
け
る
そ
の
お
も
な
活
動
に
つ
い
て
は

、

武
谷
水
城
や
筑
紫
豊
ら
の
研

究
(
注
2
参
照
)

が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い

。

第
E
期
に
関
し
て
は

、

彼
が
明
治
二
0
年
代
か
ら
同
四
0
年
代
に
か
け
て
種
々
の
「
日
記
」

を
残
し
て
お
り
、

そ
れ
が
こ

の
時
期
の
彼
を
研
究
す
る
子
断
り
と
な
ろ
う
。

本
節
に
お
い
て
は

、

第
日
期
H

勧
業
篤
志
家
時
代

に
つ
い
て
前
記
の
略
歴
を
お
ぎ
な
う
意
味
で

、

京
都
府
農
事
巡
回
を
相
前
後
す
る
時
期
の
彼
に
つ

い
て
少
し

触
れ
て
お
こ
う
。
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明
治
一
一

年
(
一

八
七
ノ
)

い
わ
ゆ
る
三
新
法
の
成
立
に
よ
っ

て
郡
制
が
施
行
さ
れ
る
と

彼

は
満
四
O
歳
に
し
て
郡
書
記
(
勧
業
主
任
郡
書
記
〉

に
任
ぜ
ら
れ
た
c

明
治
一
一

年
は
福
岡
県
に

お
け
る
勧
業
行
政
の
大
き
な
画
期
を
な
す
年
で
、

明
治
政
府
に
よ
る
勧
業
政
策
転
換
の
画
期
H
明

治
一

四
年

ご

八
八
一
〉

の
門店
商
務
省
の
創
設
に
先
が
け
て
、

勧
業
掛
の
設
置、

勧
業
大
小
集
会

の
開
設、

m一民
事
通
信
員
制
度
の
設
置
と
、

矢
継
ぎ
早
に
勧
業
行
政
機
構
が
形
成
さ
れ
、

郡
村
に
お

け
る
行
政
機
捕
を
フ
ル
に
活
用
し
な
が
ら
、

老
農
的
地
方
名
望
家
層
を
勧
業
行
政
遂
行
の
担
い
手

と
し
て
位
置
づ
け
た
年
で
あ
っ
た
。

明
治
一

三
年
(
一

八
八
O
〉

の
秋
期
勧
業
大
集
会
に
お
い
て
、

彼
は
御
笠
・

那
珂
・

席
田
郡
書

記
と
し
て
参
加
し
、

第
一

号
議
案
「
節
倹
共
約
法
ヲ
施
行
ス
ル
議
一
、

第
二
号
議
案
一

養
蚕
生
徒

派
出
之
議
」
、

第
五
号
議
案
「
千
歯
扱
製
造
之
議
」
、

第
一
一

号
議
案
「
農
学
校
生
徒
食
費
給
与

ノ
議
」

の
討
論
で
発
言
し
て
い

勾o

明
治
一
一

年
(
一

八
七
八
)

の
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、

明
治

二
ハ
年
(
一

八
八
三
)

の

「
福
岡
県
勧
業
月
報
』

に
は
、

郡
区
庁
通
信
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
、

郡
書
記
を
明
治
二
O
年

(
一

八
八
七
)

依
願
免
職
し
、

京
都
府
属
に
任
ぜ
ら
れ
る
四
月
ま
で
、

同
通
信
委
員
で
あ
り、

明

治
一

八
・
一

九
年
に
県
勧
業
課
に
お
こ
な
っ
た
通
信
の
控
が
現
存
し
て
い
訂♂
そ
れ
に
よ
る
と
、

一

八
年
に
は
質
問
案
も
含
め

二
一
回、
一

九
年
に
は
一

七
回
の
通
信
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

彼
は
こ
の
明
治
一

0
年
代
に
は
勧
業
主
任
郡
書
記
と
し
て
、

郡
勧
業
行
政
推
進
の
中
核
を
な
し

て
お
り、

略
歴
に
も
あ
る
よ
う
に
、

共
進
会
や
競
整
会
な
ど
で
は
、

審
査
長
を
も
務
め
て
い
る
。

郡
の
勧
業
行
政
の
推
進
に
と
ど
ま
ら
ず、

県
下
農
事
改
良
の
た
め
の
団
体
結
成
に
も
参
画
し
た
。

ま
ず
明
治
一

六
年
(
一

八
八一
ニ
〉

六
月
に
は
、

大
日
本
農
会
の
福
岡
支
会
の
創
立
に
、

小
山
改

蔵
、

葦
津
磁
夫、

横
井
時
敬、

林
遠
里
と
と
も
に
創
立
委
員
の
一

人
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。

同

支
会
は
明
治
一

七
年
(
一

八
八
四
)

六
月
お
よ
び
一
一

月
時
点
で
、

四
三
七
名
の
最
大
会
員
数
を

示
し
た
が
、

結
果
的
に
は
明
治
二
二
年
(
一

八
八
九
)
一

月
二
六
日
の
菓
告
に
よ
り
閉
会
し
て
い

る
が
、
一

時
的
に
せ
よ
県
下
各
地
の
老
農
を
結
集
し
た
そ
の
意
義
は
無
視
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、

「
筑
前
各
郡
農
家
の
名
望
あ
る
輩
を
集
め
て
、

同
業
即
ち
農
業
家
に
関
す
る
経
済
、

法
律、

交
際
等
一

般
の
務
を
議
す
る
ム

ヨ
と
し
て
、

明
治
一

七
年
(
一

八
八
四
)
一

二
月
七
日
に

創
立
さ
れ
た
「
筑
前
農
家
同
業
会
」

の
御
笠
郡
代
表
と
し
て
創
立
大
会
に
参
加
し
て
い
勾w

以
上
の
よ
う
な
実
績
を
も
と
に
し
て
、

時
あ
た
か
も
林
遠
里
稲
作
改
良
法
導
入
の
全
国
的
気
運

の
た
か
ま
り
の
な
か
で
、

明
治
二
O
(
一

八
八
七
)

年
四
月
に
京
都
府
属
に
任
ぜ
ら
れ、

同
年
五

月
か
ら
七
月
に
か
け
て
府
下
を
農
事
巡
回
す
る
こ
と
に
な
る
。

同
年
八
月
に
は
「
病
気
依
願
免
職
」

と
い
う
形
で
帰
福
す
る
と
す
ぐ
に
、

同
年
四
月
に
福
岡
農
学
校
を
引
き
継
ぐ
形
で
開
設
さ
れ
た
福

岡
県
勧
業
試
験
場
の
幹
事
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、

翌
年
に
は
横
井
時
敬
ら
が
主
宰
す
る
福
岡
農
事
協

会
に
加
入
し
て
い
る
。

内叫』

福
岡
県
勧
業
試
験
場
の
「
職
制
」

に
よ
れ
ば
、

「
幹
事
ハ

場
長
ヲ
補
ケ
、

庶
務
ヲ
整
理
ス
」

る

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ、

「
職
務
心
得円
イ
に
は
、

「
第

て

場
内
ノ
取
締
ヲ
ナ
ス
事

第
二
、

場
長
不
花
ノ
時
代
理
ス
ル
事

第
三
、

定
額
金
ノ
出
納
ヲ
監
査
ス
ル
事

第
四
、

諸
帳
簿
整
頓
ス

ル
ボ

第
五
、

♂
符
認
械
ノ
修
理
及
用
品
購
求
ノ
件
ヲ
監
査
ス
ル
事

第
六
、

試
験
物
品
を
監
査

ス
ル
事
」

と
そ
の
つ
か
さ
ど
る
べ
き
職
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
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同
場
運

営
上
、

幹
事
が

重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
で

あ

ろ
う
。

福
岡
農
事
協

会

員
と
し
て
の

彼
は
、

老
農
と
し
て
の

知
識
と

経
験
に

も
と
づ

き
、

「

故

高
橋
善

戸

川H
M

蔵
履
歴
」
、

「

旧

福
岡
落
夫
役
法
」
、

「
抱
持
立

翠
ノ

拡
張
ヲ

謀
リ

併
テ

牛
馬
ノ

蕃
息
ヲ
望
ム
」

の

論
説
を
「

福
岡
農
事
協

会
雑
誌
』

に

燭
載
し
て
い

る
。

こ

れ
ら
の

論
説
は
、

老

農
と
し
て
の

彼

の

面

白
を
施

す
も
の

で

あ

り
、

同
協
会
内
で
の

彼
の

役
割
(

同
協

会
に
と
っ

て
の

老

農
的
基
盤
の

形
成
〉

を
示
す
も
の

で

あ
っ

た
。

以
上
、

第
E

期
の

彼
に
つ

い

て
の

略
歴
と

事
蹟
に

肉
付
け
を
し
て
み
た
。

次
節
で

は
、

同
期
の

彼
の

勧

業
篤
志

家
H

老

農
と
し
て
の

象
徴
的
な

出
来
事
で

あ
る

京
都
府
農
事
巡

回
を
と

り
あ

げ
た

第
二

節

明
治
二

O
年
(
一

八

八
七
)

京
都
府
農
事
巡

回
に
つ

い

て

資

料

「

京

都

府

農

事

筆

記

」

に

つ

い

て

高
原
は
、

明
治
四
四

年
(
一

九
一
一
)

七

月
二

八
日
調
査
の

「

高
原
謙
次
郎
著
述

目
録
」

の

な

か
に

「

京
都
府
農
事
筆
記
三

巻
』

を
あ

げ
て
い

る
。

そ
の

な
か
で
、

現

在
み
る
こ

と
の

で

き
る

資

2C

会U
M

料
は
、

「

京
都
府
巡

回
筆
記
一
」

と
「

京
都
府
巡

回
日

誌
=
こ

で

あ
る
。

「
=
ご

と

番
号
を
付
し
た
「

京
都
府
巡
回
日

誌
」

は
、

彼
の

巡

回
の

先
々

で
そ
の
つ

ど

書
き
つ

づ
っ

た

も
の

で
、

彼
の

覚
書
的
色

彩
が

強
く
、

走

り
書
状
の

も
の

で

あ
る
。

そ

れ
に

対
し
て
、

「
一
」

と

番
号
を
付
し
た
「

京
都
府
巡

回
筆
記
」

は
、

体
裁
が
一

応
整
い
、

目
次
と
し
て
、

①

「

山

城
巡
回
日

誌
」
、

②
「
両

丹
巡

回
日

誌
」
、

③
「

麦
・

菜
種
改
良
法
」
、

④
「

農
事
巡

回
参

考
書
」

が
あ

げ
ら
れ
て
い

る
。

し
か

し
、

実
際
の

順
序
は
、

④
③
②
①
と

逆
に
な
っ

て

お

り
、

記

載

自
体
、

加
筆
・

修
正
・

削
除
が
い
た

る

と
こ

ろ
で
み
ら
れ
、

全

体
は

清
書
の

体
を
な
し
て
い

な

い
。

ま
た
、

「
三
」

は

京
都
府
と

印
刷
さ
れ
た

罫
紙
を
使
用
し
て

お

り
、

「
一
」

は

福
岡
県
勧
業

試

験
場
の
そ

れ
が

使
わ
れ
て
い

る
。

以
上
か
ら

判
断
し
て
、

「
一
」

と
「
=
ご

と
の

関
係
は
、

高

原
が
巡

回
中
に

見
問
、

視
察
、

ま
た

思
い
つ

い
た
こ

と
を
「
三
」

に

書
き
と
め
、

そ

れ
を

素
材
と

し
て
、

帰
福
後
「
一
」

の

形
に
ま

と
め
た

と
い

う
こ

と
に
な
る
。

た
だ

し
、

「
一
」

が

清
書
と
い

う
に
は
ほ
ど

遠
い
こ

と
か
ら
、

清
書
本
の

存
在
を
推
察
さ
せ
る
が
、

今
の

と
こ

ろ
発
見
で

き
な
い

で
い

る
。

本
章
で

は

お

も
に
「
一
」

に
よ

り
、

適
宜
「
三
」

を
利
用

す
る

形
で

論
を
進
め
た
い
。

京

都

府

の

当

時

の

農

事

景

況

(

稲

作

を

中

心

と

し

て

〉

高
原
は
、

京
都
に

お

け
る
民
事
改
良
(

稲
作
改
良
)

に
つ

い

て
、

「
一
」

所
収
の

④
「

良
事
巡

回

参
考
書
」

(

以
下
、

「

参
考
書
』

と

略
す
)

で

総
論
的
に
述
べ

て
い

る
。

ま

ず
、

京
都
府
下
全

般
の

農
事
お
よ
び

山
林
の

景
況
が
述
べ

ら
れ
た
の

ち
、

牛
馬
耕
の

奨
励
と

牛
馬
蕃
息
の

奨
励
、

リ雄
淑
万
法
の

改
良
H

乾
田
化
の

奨
励
、

稲
作
改
良
の

必
要
性
、

宇
治
製
茶
の

長
況
、

京
初
府
下
物
産
の
こ

と
、

厩
肥

利
用
法
H

灰
屋
造

作
の

奨
励
、

良
稲
品
種
導
入
の
こ

と
、

人

糞
肥
施
用

法
の

改
良

道
路
辺

輸
条
件
の

改
善
、

由
良
川

利
用
法
の

改
善
が

順
を
追
っ

て

述
べ

ら
れ
て
い

る
。

2 
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農
事
景
況
、

物
産
、

製
茶
景
況
、

運
輸
手
段
の

改
善
な
ど
の

記
述
を
の
ぞ

け
ば
、

彼
の

主
張
の

要
点
は
、

乾
田
化
に
よ
る
牛
馬
耕
の

導
入
、

良
稲
品
種
の

導
入
(
こ
こ
で
は
良
稲
品
種
の

導
入
、

松
子
交
換
に
と
ど
ま

り
、

品
積
改
良
に
つ
い

て
は
述
べ

ら
れ
て
い

な
い
)
、

さ
ら
に
、

肥
料
作
と

施
肥
法
の

改
良
を
お
こ

な
い
、

そ

れ
ら
の

結
合
に
よ
っ

て

京
都
府
下
で
の

稲
作
改
良
(
二

毛
作
の

改
良
・

普
及
も
含
め
て
)

が

可
能
だ
と
い

う
こ

と
で
あ
る
。

そ

れ
で
は
、

本
項
で
は
、

高
原
が
改
良
を
意
図
し
た

京
都
府
下
の

当
時
の

稲
作
の

実
態
に
つ
い

て
、

稲
作
生

産
力
の

地
域
的
特
質
、

牛
馬
耕
普
及
の

実
態
、

稲
品
種
の

特
質、

肥
料
作
、

施
肥
法

に
つ
い

て
概
観
し
て
お
こ

う
。

ま

ず
稲
作
生

産
力
の

地
域
的
特
質
で
あ
る
が
、

第
5
1
1

表
お
よ
び

第
5
1
1

図
を
か
か

げ
た
。

稲
作
反
当
収
量
の

全
府
的
水
準
は
、

第
5
1
1

図
に
よ
れ
ば
、

全

国
的
水
準
以
上
に
あ
る
が
、

大
阪
・

奈
良
な
ど
の

近
畿
高
位
生

産
力
府
県
に
比
す
れ
ば

低
い
。

し
か
し
、

府
下
を
各
郡
区
別
に

み
た

場
合
、

地
域
的
に

大
き
な
較
差
が

存
在
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

全
府
反
当
を
基

準
と
し

た

場
合
、

山
城
全
域
が
そ
れ
を
超
え
、

丹
波
地

方
が
各
郡
ぱ
ら
つ

き
な
が
ら
、

ほ
ぼ
そ

れ
と
同
一

レ
ベ

ル

を
示
し
、

丹
後
地

方
が
そ

れ
以
下
を
示
す
。

全
国
的
に
は
、

山
城
地

方
が
大
阪
・

奈
良
と

肩
を
な
ら
べ

高
位
生

産
力
地
域
を
形
成
し
、

そ
れ
に

丹
波
地

方
が

続
き
、

丹
後
地

方
が
全
国
水
準

よ

り
も
か
な

り
低
く
位
置
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

高
原
の

地
元
福
岡
と
比
較
し
た

場
合
、

山
城
地

方
は
常
に
そ
れ
以
上
で
、

丹
波
地

方
は

同
一

水

準
も
し

く
は

少
し

高
い
。

そ
れ
に

対
し
、

丹
後
地

方
は
常
に
そ

れ
以
下
で
あ
る
。

以
上

要
約
す
れ
ば
、

府
と
ほ
ぼ

同
一

水
準
を
示
す
丹
波
地

方
を
は
さ
み
、

南
の

山
城
地

方
が
全

国
的
に

高
位
に
位
置
す
る
大
阪
・

奈
良
と

同
一

水
準
に
あ
り
、

北
の

丹
後
地
方
が

低
レ
ベ
ル

に

位

置
す
る
と
い

う
、

歴
然
と
し
た
地
域
間
較
差
を
示
し
な
が
ら
、

こ
の

時
期
の

京
都
府
下
の

稲
作
生

産
力
は

構
成
さ
れ
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

次
に

牛
馬
耕
普
及
の

実
態
に
つ
い

て
み
て
み
た
い
。

資
料
と
し
て

直
接
牛
馬
耕
率
を
示
す
も
の

が
こ
の

時
期
に
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、

牛
馬
頭
数
及
び

二
戸
当
の

農
用
牛
馬
頭
数
を
み
る
こ

と
に

よ
っ

て
そ

れ
に
か
え
た
い
。

第
5
1
2

表
を
か
か

げ
た
。

ま

ず
府
下
全

体
の

特
徴
を
述
べ

れ
ば
、

牛
馬
頭
数
を
比
較
し
た

場
合
、

牛
二

八
二

O
二

頭
、

馬

一

O
一

二

頭
で
、

馬
は

牛
の

約
四
%

弱
の

頭
数
に
過
ぎ
な
い
。

農
用
牛
馬
頭
数
を
み
て

も
、

牛
が

九
三
・

八
%

を
占
め
る
の
に
対
し
、

馬
は
六
六
・

五
%

を
占
め
、

牛
よ

り
も
馬
の

方
が

農
用
と
し

て
の

利
用
度
が
低
い
。

農
用
牛
馬
の

農
家
所
有
の

状
態
を
み
て
み
る
と
、

牛
は
一

O
O
戸
に
三
二

頭
の

割
合
に

対
し
て
、

馬
は
一

O
O
戸
に
一

頭
の

割
合
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
こ

と
か
‘
り
す
れ
ば
、

四一周
用
家
畜
と
し
て
は
、

牛
が
主
体
で
、

若
干
馬
が

利
用
さ
れ
て
い

る
と
い

う
状
態
で
あ
る
。

以
上
全
体
の

特
徴
を
ふ

ま
え
て
、

牛
に

限
定
し
て
地
域
的
(

山
城
・

丹
波
・

丹
後
)

に
と
ら
え

直
す
と

次
の
よ

う
に
な
る
。

ま

ず
店
周

二
戸
当
所
有
頭
数
が

府
水
準
を
下
回
る

郡
区
は
、

丹
後
地

方
の

加
佐
郡
を
除
い

て
は

全
て

山
城
地

方
で
あ
る
。

綴
点
・

相
楽
・

宇
治
各
郡
が
、

そ
れ
ぞ
れ
0
・

二
三

頭
、

0
・
一

九
頭
、

0
・
一

七
頑
と

少
し

高
い

が
、

他
の

諸
郡
区
は

0
・
一

j
O
頭
と

低
く
、

そ
の

中
で

も
下
京
区
・

紀
伊
都
で
は

O
顕

0
・

0

・
切
と
短
め
て

低
い
。
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第町長京都府下各郡区稲作反当収量表
l 郡区 名 lド叫8邸組 81州� )Iド18白 l 州叫18邸必釧8ι初i白山山1 1川1凶附8

l (M 1 4凶叫叫心引叩)1lバ(rv鈴M叩I口l日ω叫叫5日刊 )1ド|ド (M叫 (M1口 7)1 (M1ゆ峨申引; (M 1凶削叫川9ω叫州)l引iパ(M2却幻Oω)(釣M叩Iロ21υ)'(恥M凶Iロ22)叫2幻引仰)，引1バ(M2幻3)川(恥M叩Iロ2剖4心ザ山)'れ'(ω(伽恥M叩Iロ25) (d;z誌6ω ) 
上M 京 区引1 -12 叫 引 1 11 -! 一 2川ω似配11山11. 8ωω'2.7η7252 

| 一ベ:2.48幻2，2.49珂6i \ I : 
愛宕郡 11 吋1 叫 l 叫 \ 1 I 1 1. 846' 2. 05い912 1. 615 2.374 1的1.9お2.124
耳野郡12.119' 2. 20れ 叫 i 川 i221つつMm1 悶256722552m2 -

城 | 紀伊都12. 075，2. 15512. 1801 \ 川 1 ;: ;ぷ: ぉ九m M62 0臼1.973 1. 977 2. 3伺
乙 訓 郡 12 叫2 叫 l 叫 i川 l作2.06臼的5
字治郡 !ド円lω 9叩 9叩 ?何2幻労:1 \川 lドl 叫 96訂叩7久世郡 i凶2 .0閃50' 1. 9幻75 1.8…971 \川 | 一

1 - _ __
!
. ___ _ ， _ . 

- --- 1 

国 | 綴耳郡l l 叫9361 ; zl V l ;;;; | ; ;:: ; : ;;;J15 22;: ;;;;;;::;25 

1守さ当!4さ;:2
7
7 i -;-1器tlfzjfZJfiトト三:ifziiiifij;12;芦3ささj;竺!竺;竺史?3竺竺 !13町

8
但巳巳i止巧
1.
止主当

一 l 北桑田郡 !ド1 叫 3却O山 叫 /1\ I �: ��� � 叫 1. 618ム 刈;:\ jjらぶjU;:; ぷi;;: iぷi返ii ;:: ;二;;J! 
波 | 船井郡;トl 叫1 何 1.4吋 l ハ |い1.5別別ωω， 1 吋 1. 666め 358山 692 1臼o 1 臼似刷ll1l 5;辺; 
間 1 何 鹿 郡 |ドl 却iH〉μ1.口.273 0 叫 l 川 lい1.174 1.5州 6臼66; 1.刈 1.477 1. 556 1 白山���I

二l三旦竺|三担当出1_/ よ_11. 0151�小 叫ωol 1 706 1 U31 1M l 4閃;

丹 | 加佐郡11 叫1ω2;o 叫 I 1 \ / 1 叫l叫弓元!日三!弓;日云百五' 1.1411 
与謝郡 i 1. 10叫11 1.0ω87判: 1. 10叫41 1 \ 11. 15珂 9: 1. 3お3Od1 l263j! O929!hlL .?山1. 104μ丘Jl 1 叫?' 1 1 弓Qd1 

後|中 郡 lい 0. 9拘蛾8位2れ966， 0.9111 1 \ / 1凶1. 345ム2お�;I �: ;�;i � : ;云 以 i ;;: ;;i;;:ιぷZ不; 1 ;;:1;ニ;;ニ;ニ; l
田 l 竹野郡 |い O吋 l ω0.8部671 1 1 \ I � . ;;� �: ��ム吋0 977 1 468 1269 1 475 1;辺

二I ..!..ff 郡10.8791 0. 975， o. 8451 1 1 1. 067' 1 川 町 78211山田山町o d

全J1111ー-zliL777ii111J13i;77iil;五1.710' 1. 763! 

(注) 各年『京都府勧業統計報告Jより作成. M17. 18年;土未見。 。単位;石。
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稲作反当収量図第5伺
(有)

3.0 

2.5 

全国，京都
大阪

ー

内
i
\
\
\

t

1893 
(M2G) 

J892 
(M25) 

1891 
(M2'1) 

1890 
(�123) 

1889 
(M22) 

0.5 

o 1883 1884 1885 1886 1887 
(M16) (M17) (M18) (M19) (M20) (M21) 

(注)民加用信文督修f都道府県勝基礎統計』及びお汁表よリ作為。



第5味京都府下各郡区牛馬頭数表

山

域

地

方

丹

波

地

方

丹

後

地

方

l郡区名 I A I B I ; I B/A I D I A I B I .� I B/A I D 

上京区
下 京 区
愛宕部
I!野郡
紀伊郡

乙:!111郡
字治郡
久世郡
認否郡
相楽郡

01 01 0 

割
5171 2891 2沼
4671 2981 169 
831 191 64 

3121 1591 153 
3421 2511 91 
1731 1521 21 

1. 0051 9601 45 
1. 3041 1. 2031 101 

32.21 0.08 
01 0 

55.91 O. 10 
63.81 0.09 
22.91 0.01 
51 .

4
q 1 0.07 

73.41 0.17 
87.91 0.06 
95.51 O.お
92.31 0.19 

3 
40 

お6
1 
3 
。
。
1 
3 

99 
一一

南桑田部

北桑田郡

船井郡
何鹿郡

19 勺記明1. 8941 1. 627; 267 
4.1201 3，8091 311 
3， 1531 3， 0561 97 

天田郡 4， 401 

加佐郡 2，246 
与謝郡 2，315 
中 郡 1，327
竹野郡 1.お5
熊野郡 1. 002 

計 平均 1 28，202

4，304 97 
一

2，236 10 
2.3111 4 

26

1

1

，

.

.

4

田

3

5

2

6

2

7

1 τ46

0 

0 

98.81 0.41 329 
85.91 0.59 49 
92.51 0.51 96 

96.91 0.45 47 
97.8 0.54 36 

一 一

98.6 0.28 22 
99. 81 O. 391 15 

99.8 
1佃1U

。
。

160 
。
。
。
。
1 
1 

26 

320 
39 
74 
32 
16 

3 
40 
76 
1 
3 
。
。
。
2 

73 

9 
10 
22 
15 
20 

。 。
。 。

67.81 0.06 

77.11 0.01 
68.11 0.00 
44.4 0.00 

一 一

17 5 77.3 0.00 
5 10 33.31 0.00 

15 2 部.21 0.01 
1 2 

fjtf 9 3 

716 お6

く注〉 資料『京都府勧業統計報告Jにより， 18部(明治19)年から1890 (明治お)年までのそれぞ
れの平均値をとった。
A=総牛馬頭数， B=内農用牛馬頭数 c=内運殿用その他牛馬頭数. D=B/各郡区農家
戸数=1戸当農用牛馬頭数。 但し， 各部区農家戸数ば1888 (明治21)年から1890 (明治23)

年までの3ヶ年平均である。
単位;頭， M。
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こ

れ
に

対
し
、

府

水
準
を
う
わ
ま
わ
る
諸
郡
は
全
て

丹
波
・

丹
後
両
地

方
で

あ
る
。

両
地

方
を

比

較
す
れ
ば
、

丹
波
地

方
が
そ
の

う
ち
で

も

高
く
、

北
桑
田

郡
の

0
・

五

九
頭
を
先
頭
に
、

南
桑

田

郡
が

0
・

四
一

一政
を

示
し
、

ほ
ぼ
二

戸
に
一

頭
の

割
合
で

牛
が

所
有
さ

れ
て
い

る
こ

と

を
示
し

て
い

る
。

要
す
る
に
、

山
城
地

方
で
は

腹
用
と
し
て

牛
は

少
し
み
ら
れ
る
に

過
ぎ

ず
、

丹
波
・

丹
後
両
地

方
で
三

分
の
一

か

ら

半
数
程
度
の

農
家
で

農
用
と
し
て

牛
が

飼

育
さ

れ
て
い

る
こ

と

を
示
し
て
い

る
の

で

あ
る
。

こ

の

農
用
と
し
て
の

牛
の

使
用
は
、

苗
代
作
り
、

本
田

耕
起
(

役
畜
用
)
、

厩
肥
作
(

糞
畜
用
)

と
し
て
み
ら
れ
た

で

あ
ろ

う
が
、

耕
転
用
と
し
て

牛
を
使
役
す
る

場
合
、

い

ま
だ

抱
持
立

翠
の

普

及
が
み
ら
れ
な
い

段
階
で

あ
っ

た

が
た

め
に
、

そ
こ

で

使
用
さ
れ
る

翠
は
「

専
ら
「
底

型
』

及
び

24
v

 

「
ノ

ギ
サ
キ
』

と

称
さ

れ
る
長
床
型
」

で

あ
っ

た
。

高
原
は
「

参
考
書
』

の

中
で
、

京
都

府
下
で
の

牛
馬
耕
に
つ

い

て

次
の

よ

う
に
述
べ

て
い

る
。

田

畑
耕
転
ノ

方
法
、

山
城
ハ

精
ナ
レ

ト
モ
、

両
丹
ハ

粗
ナ
リ
。

旦

両

丹
ハ

牛
馬
耕
少
シ

様
、

牛
馬
耕
ノ

有
効
ナ
ル

論
ヲ

侠
タ
ス

(

中
略
)
。

管
内
山
城
ハ

人

耕
・

牛
馬
耕
相

半
ス
。

両
丹

ノ

如
キ
ハ
、

人

耕
八

歩
ニ

シ

テ
、

牛
馬
耕
二

歩
ナ
ル
ヘ

シ

こ

れ
に
よ

れ
ば
、

山
城
地

方
で
の

牛
馬
耕
率
が
五

O
%
、

両

丹
地

方
が
二

O
%

と
い

う
こ

と
に

な
る
。

両
丹
地

方
で
は

後
述
の

よ

う
に

稲
作
の

肥

料
と
し
て
厩
肥
が

多
用
さ

れ
て
い

る
こ

と
か

ら

考
え

合
せ

て
、

同
地

方
で

は

厩
肥
作
り
用
と
し
て

牛
の

飼

育
が
み
ら
れ
、

耕
転
用
と
し
て
は

主
に
は

飼

育
さ

れ
な
か
っ

た

が
た

め
に
、

そ

う
い
っ

た

事
実
か
ら
前
述
の

表
現
と
な
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

山
城
地

方
に

関
し
て
は

旧
来
か

ら
牛
馬
耕
の

少
な
い

地
域
と
さ

れ
、

「

京
都
近

傍
の

村
々

を

見

る
に
、

古
来
踏
鍬
を

用
ひ
て
田
地

を
耕
し
起

す
こ

と
が

習
い

に
て
、

更
に

牛
馬
耕
を

試
み
た

る
こ

と
な

き

も
の
、

如
し
(

間
々

馬
耕
を

為
も
の

な

き
に
あ
ら
ざ

れ

共
、

自
身
も
之
を
他
人
に

奨
め

ず
、

他
人

も
之
を

見
習
は
ざ
る

姿
に
て
、

該
地

方
一

般
を

評
言
せ
バ

此
の

如
し
)
、

今
該
地

方
の

農

民

に

就
て

其
理

由
を

尋
ぬ

る
に
、

牛
馬
よ

り
も
踏
鍬
の

方
、

土

を
起

す
深
き
が

故
に
、

古
来
踏
鍬
の

円n
M

み

を

使
用
し
て

牛
馬
耕
を

為
ざ
る

も
の

也
と
云
へ

リ
」

と
い

わ
れ
て
い

る
。

ま
た
、

第
5

1
2

表

の

農
用
牛
馬
頭
数
の

僅

少
性
か
、
り
し
て

も
、

山
城
地

方
で
の

牛
馬
耕
の

普
及
率
を
五

O
%

と
す
る

高
原
の

認
識
は

誤
ま
っ

て
い

る
と

考
え
ざ
る

を
得
な
い
。

次
に

稲
品
種
に
つ

い

て
み
て
み
よ

う
。

「

京
都
府
下
各
郡
に

於
け
る

明
治
初

年
以

来
米
作
変
遷

円

叫
》

調
査
』

に
よ

れ
ば
、

明
治
元

年
(
一

八
六
八
)

頃
に
は
、

丹
後
地

方
で
三
五

種
、

丹
波
地

方
で
三

四
種
、

山
城
地

方
で
=
二

種
の

稲
品
種
が
み
ら
れ
る
。

山
城
地

方
で

は

千
本
が

高
い

分
布
率
を

示

し
、

当

時
の

山
城
地

方
の

代
表
品
種
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
に

対
し
て
、

両
丹
地

方
で
は
、

特
に

代

表
的
と
い

え
る

も
の

は
あ
ら
わ
れ
て
い

な
い
。

明
治
三
八

年
(
一

九
O
五
〉

頃
ま
で
の

品
種
の

変
遷
を
み
た

場
合
、

山
城
地

方
が

千
本
↓

播
州

lv

神
力
へ

と

明
確
な
二

度
の

大
き
な

交
替
が
み
ら
れ
る
の

に

対
し
、

両
丹
地

方
で
は
、

そ

れ
ほ

ど

明

確
で

な

く
、

明
治

二
二

年
(
一

八
八

O
)

頃
に
、

丹
後
の
二

郡
で
比

較
的
速
や
か

な

交
替
が
み

ら
れ
る
が
、

全

体
と
し
て
、

代
表
的
と

目
さ
れ
、

全

般
に
大
き
く
分
布
を

示
す
品
種
は
み
ら
れ
な

い
。

高
原
の

巡

回

則
に
は

山
城
地

方
で

千
本
が

代
表
品
種
で

あ
る

以
外
は
、

両
丹
地

方
で
、

他
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種

類
の

品
種
が

交
錯
し
て

栽
培
さ

れ
て
お
り
、

種
子
交
換
な
ど
が

随
時
お
こ

な
わ
れ
な
が

ら

も
、

品
種

統
一

化
の

動
き
は
い

ま
だ

み
ら
れ
な
か
っ.
た

と

考
え
て
よ
い
。

ハ
お》

古
河
原
は

同
人
の

著
わ
し
た

「

農
業
坐

右
筆
記
』

の

な
か
で
、

「

白
玉
・

満
作
・

今
長
者
・

白
藤
、

上

等
の

稲
ナ

リ
。

早
良
白
・

井
尻
ホ
ウ
・

万
蔵
、

中
ナ

リ
、

小
庭
・

セ

キ
ト
リ
ノ

類
、

下
等
ナ

リ
」

と

記
し
、

「

参
考
書
』

の

中
で
、

「
山
城
二

丹
ト
モ
、

稲
ノ

種

類
甚
タ
悪
シ
(

中
略
)
、

是
ハ

稲

ノ

良
種
ヲ

求
メ
テ

播
種
ス
レ
ハ
、

改
良
ノ

効
ヲ

奏
ス
ル

ナ

リ
、

稲
ノ

種

類
多
キ

内
、

福
岡
県
辺
二

唱
ル

万
作
坊
主
・

白
玉
・

八
ツ

倉
・

暁
ナ
ト
唱
フ
ル
モ

ノ
ハ

皆
良
稲
ナ

リ
、

故
一一

此

等
ノ

種
子
ヲ

求
メ
テ

播
穏
ア
ラ
ン

事
ヲ
望
ム
」

と

記
し
て
い

る
。

高
原
自
身
、

こ
の

「

良
品
種
」

の

導
入
は

山

域
よ

り
特
に

両
丹
で

急

務
で

あ
る
こ

と
に
は

気
づ
い

て
い

た

よ

う
で
、

「

故
ニ

此

等
ノ

種
子
ヲ

求

メ
テ
・
:
:・
」

の

前
に
「
二

丹
辺
ニ

テ
ハ
」

が

書
き
加
え
ら
れ
な
が

ら
、

山

城
へ

の

導
入

も
必

要
と

の

認

識
か

ら
か
、

抹
消
さ

れ
て
い

る

点
か

ら

も

窺
え
よ

う
。

高
原
が
「

良
品
種
」

と
し
て
あ

げ
た

白
玉
・

白
藤
・

万
作
・

今
長
者
な
ど
は
、

穂
重
型

大
粒

系

中

稲
品
種
で
、

西
日

本
に
お
け
る

統
一

品
種
神
力
種
導
入

以
前
に
、

い

わ
ゆ
る

「

関
西

市
場
大
粒

内
Mm》

米
時

代
」

を

画
し
た

品
種
で

あ
っ

た
。

彼
の

立

場
か
=
り

す
れ
ば
、

多
種
類
の

錯
綜
し
た

品
種
か
ら

多
収
穫
の

穏
重
型

大
粒
中
稲
品
種
へ

の

交
換
は
、

い

ま
だ

神
力
種
の

導
入
が
み
ら
れ
な
い

段
階
で

は

最
良
の

手
立
だ
っ

た
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、

丹

波
地

方
で

は
こ
の

品
種
が

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

か

ら
明
治
二

五

年
(
一

八

九
二
)

頃
に
は
、

何
鹿
郡
で
「

万
作
」

「
白
玉
」

が
、

船
井
郡
で

「

白
玉
」

が
み
ら
れ
る
の
で

あ

スu
o

次
に

肥

料
に
つ

い

て

み
て
み
た
い
。

当
時
の

両
丹
地
方
で

は
、

山

野
草
・

厩
肥
の

施

用
が

多
く

み
ら
れ
る

が
、

前
述
の

よ

う
に

農
用

牛
馬
頭
数
の

あ
る
程

度
の

水
準
か

ら
み
て

も
う
な
ず
け
る

点

で

あ
る
。

ま
た
、

山
城
地

方
で
は
、

愛
宕
郡
以
外
は
人
糞
尿
が

主
流
で
、

こ
の

ほ
か

粕
類
(

菜
種

・

棉
実
・

焼
酎
粕
な
ど
)
、

魚
肥
(
に
し
ん

粕
)

な
ど
の

金
肥
が

多
用
さ
れ
て
お

り
、

明
治
二

O

年
(
一

八
八

七
)

前
後
か

ら
は
、

石
灰
も
漸
増
し
て
い

る
。

高
原
は
、

「

参
考
書
』

の

中
で
、

府
下
で
の

肥
料
作
の

改
良
に
つ

い

て
、

厩
肥
利
用
法
の

改
良

と
人

糞
尿
利
用
法
の

改
良
の
二

点
を
あ

げ
て
い

る
。

ま
ず
前
者
に
つ

い

て

次
の

よ

う
に
述
べ

て
い

す匂
。

二

丹
地

方
株
多
キ

村
落
ア
レ

ト
モ
、

厩
肥
ヲ

作
ル

ノ

方
法
ナ
シ
。

改
良
セ

ス
ン
ハ

ア
ル
ヘ

カ

ラ
ス
、

之
レ

ヲ
造
ル

ノ

方
法
ハ
、

第
一

灰
屋
ト
云
フ
ヲ

築
キ
、

土

塀
ニ

テ
凡
長
三

間
・

横
二

間
・

高
サ
一

間

半
家

ヲ
造
リ
、

種
々

ノ

肥

料
ヲ
此

内
ニ

テ
造
ル
、

筑
前
辺
ニ

テ

灰
屋
ト

唱

フ
、

口
口
口
口

厩
肥
ヲ

時
々

積
置
キ
、

秋
ニ

至
リ
之
レ

ヲ

切
リ

崩
シ
、

肥
土
ヲ

交
セ
、

肥
水

ヲ

施
シ
、

灰
屋
ニ

造

リ
置
、

麦
蒔
付
巳
前
三

度
程
切
リ

崩
シ
、

肥
料
ヲ
施
シ
、

之
レ

ヲ

小
肥

ト

唱
工
、

肥

料
中
ノ

第
一

等
ト
ス
、

之
レ

ヲ

麦
種
ニ

交
セ

テ

麦
種
ヲ

播
種
ス
、

斯
ク
ス
ル

ト

キ
ハ
、

麦
ノ

肥

料
而
己
ナ
ラ
ス

稲
作
ニ

モ

肥

料
ト
ナ
ル

ナ

リ
、

然
ル
ニ

山

城
・

二

丹
ト
モ

灰

屋
ノ

設
ケ
ア
ル

ナ
シ
、

故
ニ

此
ノ

肥
料
ヲ
造
ル

能
ハ

サ
ル
ハ
、

実
ニ

遺
憾
ト
ス
ル

所
ナ

リ

こ

れ
に
よ

れ
ば
、

両
丹
地

方
で

は
厩
肥
作
り
の

方
法
な
し
と

断
定
し
て

お
り
、

前
述
の

主

要
な

稲
作
肥
料
と
し
て
の

厩
肥
焔
用
と

矛
盾
す
る
よ

う
で

あ
る
。

し
か
し
、

高
原
が
こ
こ

で
い

う
厩
肥

と
は
、

堆
厩
肥
(

厩
肥
+

肥

+

肥
水
お
よ
び
そ
の

他
の

肥
料
の

混
合
に
よ
る

完
熟
堆
肥
)

の
こ
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と
で
、

彼
は
灰
屋
造
作
に
よ
る
そ
れ
の
製
造
と
、

そ
の
効
率
的
施
用
の
山
城
地
方
を
も
含
め
て
の

必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
糞
尿
・

金
肥
施
用
が
主
流
で
あ
る
山
城
地
方
で
は
、

そ
の
主
張
は
当
然
な
も
の
と
し
て
も
、

厩
肥
施
用
が
多
い
と
さ
れ
る
両
丹
地
方
で
は
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
c
一

つ
考
え
ら
れ
こ
と

ハ

河川
V

は
、

両
丹
地
方
で
広
く
み
ら
れ
た
厩
肥
が
、

天
田
郡
で
「
厩
肥
(
未
熟
〉
」

と
あ
る
よ
う
に
、

完

熟
し
た
堆
厩
肥
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、

す
な
わ
ち、

未
熟
厩
肥
の
直
接
的
施
用
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
、

推
測
の
域
を
で
な
い
が
、

少
な
く
と
も

高
原
の
演
説
を
聴
い
た
当
時
の
両
丹
地
方
の
農
民
が
、

彼
の
主
張
す
る
灰
屋
造
作
に
よ
る
完
熟
推

厩
肥
の
製
造
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を、

次
の
「
参
考
書
』

の
記
述
は
窺
わ
せ
る
の
で

あ
る
。

巡
回
中
此
ノ
造
リ
方
ヲ
演
述
ス
ル
ニ
、

各
所
ト
モ
其
良
法
ヲ
賛
成
ス
レ
ト
モ
、

灰
屋
ヲ
造
ル

ノ
手
数
ヲ
厭
フ
ノ
気
味
ア
リ
、

此
灰
屋
ヲ
造
ル
ハ

農
家
ニ
テ
各
自
ニ
造
作
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
、

手
数
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
、

此
等
ハ

農
事
改
良
第
一

ノ
要
点
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
ム

ま
た
、

両
丹
地
方
で
の
人
糞
尿
利
用
法
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
糞
を
施
用
ル
福
岡
県
辺
ニ
テ
ハ
、

雪
隠
ヨ
リ
運
搬
シ
テ
之
ヲ
糞
坪
ニ
入
レ
置
キ
、

時
ヲ
見

合、

浴
水
ニ

交
セ
植
物
ニ
施
用
ス
、

今
二
丹
ヲ
巡
回
ス
ル
ニ
、

雪
隠
ヲ
人
家
ノ
門
ト
口
ニ
設

ケ
、

此
ニ
テ
直
ニ
浴
水
ヲ
混
シ
施
用
セ
リ
、

小
水
ノ
如
キ
モ
同
様
ノ
手
段
ナ
リ
、

故
ニ

臭
気

家
屋
ニ
口
口
、

第
一

衛
生
上
ニ

障
害
ヲ
ナ
シ
、

第
二
肥
料
ノ
効
能
薄
シ
、

彼
是
大
ナ
ル
損
失

ア
レ
ハ
、

速
ニ
改
良
シ
、

雪
隠
ト
糞
坪
ト
ヲ
別
ニ
シ
、

灰
屋
ヲ
造
作
シ
、
一

ツ
ニ
ハ

衛
生
ノ

害
ヲ
免
レ
、

二
ツ
ニ
ハ

肥
料
ノ
効
用
ヲ
失
ス
ル
ナ
キ
事、

奨
励
ア
ラ
ン
事
ヲ
望
ム

ま
ず
第
一

に
衛
生
上
、

第
二
に
肥
効
上
、

雪
隠
と
糞
坪
と
を
別
に
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

当
時
の
京
都
府
下
で
も
そ
の
改
良
は
問
題
と
な
っ
て
お
り、

明
治
二
四
年
(
一

八
九
一
〉
一

月

の
「
農
工
商
』

第
一

五
号
に
「
農
家
糞
筈
の
改
良
」

と
題
す
る
論
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ

で
は
、

ま
ず
農
家
糞
筈
の
改
良
上
で
心
得
る
べ
き
箇
条
と
し
て
、
一
、

衛
生
に
注
意
す
る
こ
と
、

一
一
、

廃
物
利
用
に
注
意
す
る
こ
と
、

三
、

運
搬
の
便
利
に
注
意
す
る
こ
と
を
あ
げ
、

更
に
改
良
策

と
し
て
、

て

田
畑
ご
と
に
糞
筈
を
設
け
る
こ
と
、

二
、

大
使
下
の
体
裁
を
改
め
、

す
べ
て
硬
糞

の
ま
ま
で
取
運
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
、

三
、

屋
敷
中
な
る
べ

く
隔
た
っ
た
適
宜
な
場
所
に
少
し
大

き
め
の
糞
筈
を
設
け
、

そ
こ
へ
小
便
も
風
呂
水
も
厩
下
も
す
べ
て
の
下
水
を
誘
導
注
入
さ
せ
る
こ

と
、

四
、

屋
敷
内
の
適
宜
な
場
所
に
堆
積
所
を
設
け
、

糞
筈
の
お
よ
は
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
こ
と

を
あ
げ
て
い
る
。

四
の
肥
料
堆
積
所
は
、

高
原
の
い
う
「
灰
屋
」

に
あ
た
る
も
の
で
あ
り、

全
体

と
し
て
「
参
考
書
』

で
の
彼
の
主
張
と
一

致
す
る
点
が
多
い
。

京
都
府
下
の
地
域
的
稲
作
生
産
力
較
差
を
加
味
し
て
考
え
た
場
合、

人
耕
を
中
心
と
す
る
深
耕、

人
糞
尿
及
び
金
肥
の
多
投、

あ
る
程
度
の
統
一

品
種
の
形
成
な
ど
が
み
ら
れ
る
山
城
地
方
で
は
、

一侃
岡
県
の
稲
作
生
産
力
水
準
を
凌
駕
し
、

全
国
的
高
水
準
地
帯
を
形
成
し
て
い
た
た
め
に
、

こ
の

時
点
(
明
治
二
O
年
前
後
)

で
の
前
述
の
改
良
法
に
よ
る
際
立
っ
た
増
収
は
、

少
な
い
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
の

こ
れ
に
対
し
て
、

改
良
法
普
及
可
能
地
域
は
、

と
り
あ
え
ず、

門店
周
牛
馬
頭
数
の

あ
る
口
五
度
の
水
準
を
示
し
な
が
ら
、

そ
の
耕
転
利
用
が
少
な
く
、

多
品
種
の
播
種
、

肥
料
作
の
非
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効
率
な
ど
に
よ
っ

て
、

稲
作
生

産
力
の

低
レ
ベ

ル

を
示
す
両
丹
地

方
で
あ
ろ
う
。

こ

れ
は

高
原
自
ら
も
、

ま
た

彼
を
招
聴
し
た

京
都
府
の

勧
業
当
局
も
認
識
し
て
い
た
よ

う
で

、

良

事
巡

回
の

重
点
が

、

両
丹
地

方
で
は

、

改
良
法
普
及
の
た
め
の

演
説
会
に

置
か

れ
て
い
た
の

に

対
し
、

山
城
地

方
で
は

、

「

京
都
府
巡

回
筆
記
一
」

を
み
る
か

き
り
、

演
説
会
は
一

度
も
お
こ

な

わ

ず
、

試
験
田
の

丹
念
な

視
察
と
記
録
に

置
か
れ
て
い
た
こ

と
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

3

丹
波
・

丹
後

両
地

方
の

巡
回

高
原
を
京
都
府
属
と
し
て
任
用
し
、

農
事
巡

回
を
担
当
さ
せ

よ

う
と
し
た

府
勧
業
当
局
の

意

図

は
、

彼
に

、

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

に

京
都
府
下
で

林
遠
里

稲
作
改
良
法
に

も
と
づ

き
設
置

さ
れ
た

約
五

O
O
カ

所
の

試
験
田
を
視
察
・

指
導
さ
せ

、

さ
ら
に
は

演
説
会
で
の

改
良
法
の

奨
励

に
よ

り
勧
業
篤
志

家
H

老

農
を
鼓

舞
し
、

そ

れ
に
よ
っ

て
改
良
法
を
点
か
ら

面
へ

普
及
さ
せ
る
こ

門
知山hu

と
に
あ
っ

た
。

彼
が

赴
任
し
て
か
ら
ほ
ぼ
一

カ

月
後
に

、

「

両
丹
地
方
農
事
実
現
ト
シ

テ
巡

回
命
セ

ラ
レ
、

五

月

十
日

府
庁
ヲ

発
シ
」

た
。

以
降
の

日

程
、

巡
回
経
路

、

集
会
人

員
等
に
つ
い

て
は

、

第一
3
1
3

表
お
よ
び

第
5

1
2

図
に
し

め
し
た

。

彼
の

丹
後
・

丹
波
両
地

方
の

巡

回
を
通
し
て

、

試
験
田

視
察
は
七
カ

所
に
過
ぎ
な
い

。

そ
れ
に

対
し
て

集
会
(

演
説
会
)

は
、

三

四
カ

所
で

開
催
さ

れ
、

計
一

四

O
二

名
の

聴
衆
が

参
集
し
て
い

る
。

こ
の

集
会
で
の

演
説
内
容
に
つ
い

て
は

、

「
京
都
府
巡

回
筆
記
一
」

で
は

、

舞
鶴
に
て
「

米

麦
改
良
ノ
談
話
ヲ
ナ
ス
」

、

さ

ら
に
「

京
都
府
巡

回
日
誌
=
こ

で
は
「

舞
鶴
町
寺
ニ

而
人

民
ヲ

召

集
シ

、

稲
作
改
良

、

麦
、

菜
種
ノ

事
ヲ

示
談
ス
」

と
あ
る
だ

け
で

、

詳
細
は

不
明
で
あ
る

。

し
か

し

前

項
に
み
た

「

参
考
書
』

に

示
さ

れ
た

改
良
法
の

要
点
が
演
説
さ

れ
た
こ

と
は
想

像
に

難
く
な

ま
た

、

改
良
法
を
技
術
的
に
さ
さ
え
る
も
の

と
し
て

、

改
良
農
具
の

普
及
に

も
意

を
は
ら
っ

た
。

彼
は
五

月
二

O
日
に

丹
波
国
宮
津
よ

り
福
岡
県
御
笠

郡
の

郡
役
所
に

対
し
て

、

加
佐
郡
分
と
し
て

、

「

雁
ノ

爪
」

二

三

挺
を
京
都
府
庁
宛
に

郵
送

す
る

事
を
依
頼
し
て
い

る
(

同
記

事
が
「

京
都
府
巡

回
日
誌
=
ご

に
み

ら
れ
る
)

。

ま
た

、

六
月
二

九
日
に
は

、

「
一

、

雁
ノ

爪
五

丁

加
佐
郡

、

同

拾
五

丁

与
謝
郡

、

同
一

丁

中
郡

、

同
一

丁

熊
野
郡

、

同
一

丁

竹
野
郡

、

右
之
通

、

通
運

ヨ

リ

配
達

受
取
候

事
」

と
あ

り
、

さ
ら
に

、

七

月
六
日
に
は

、

「
一

、

型
五

挺
、

鋤
先
ト

モ
ニ

、

一
、

雁
ノ

爪
拾
丁

一

箱
ニ

入
ル

。

右
熊
野
郡
之
分
ニ

候
」

と
あ
る

。

こ

れ
ら
の

記

事
か
ら
わ
か

る
よ

う
に

、

巡

回
先
各
郡
で

演
説
会
の

の

ち
、

府
下
各
郡
か
ら
の

要
請
に

も
と
づ

き
、

改
良
法
普

及
の
た

め
の

農
具
の

注
文
を

、

福
岡
県
の

彼
の

出
身
郡
役
所
に
お
こ

な
い

、

運
送
さ

れ
て

き
た

分

を
配
布
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る

。

要
す
る
に

、

丹
波
・

丹
後
両
地

方
で
の

巡

回
は

、

各
地
で
の

改
良
法
の

演
説
会
に

重
点
を
置
き

勧
業
篤
志
家
と

懇
談

、

試
験
田
の

視
察

、

指
導

、

さ
ら
に

改
良
法
普
及
の

技
術
的
条
件
と
し
て
の

改
良
農

具
の

配
布
と
い

う
こ

と
が
一

体
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
の
で
あ
る

。

山
城
地

方
の

巡
回

一

日
よ

り
は
じ
ま
る
山
城
地

方
の

巡

回
で
は

、

4 

両
丹
地

方
で
の

よ

う
な

演
説
会
な
ど
は

七
月

1 1 5 



第子3表明治20年高原謙次郎丹波・丹後巡回日程表
月日 |天候 記

5/10 1雨 京都府庁宅一 泡同一国 部着。
11 1 m 国部f喜一 福知山→大江山→宮津若.
12 I 同 天間地方良市の実況を視る。
13 I 同 宮津鬼一由良→舞鶴若。
14 \ 同午後2時焼却にお いて農事篤志者集会。郡長小野新氏に面会。
îs 1 同 ' -J.;;) (市場)村にて符志者集会。
16 1 同 河守 付 ;こて 集会。
17 1 同 桑飼上怖こて始。蹴おわり清道村矢原作右衛門試験田を視る. 生立宜

| し。
18 I 同 由良村にて集会。
19 1 同 惣村Jこて集会。
20 1 同 加悦村iこ て 集会。
21 1 同 p 宮津にて 休息。
22 1 同 日ヶ谷村にて集 会。
231雨宮:1!iこて休息。
24 I 同 ロ大 野 村;こて集会。 峰山に 至る。
ぉ | 晴 峰 山 iこて集 会 . 赤坂村田中源右衛門試験 田を視る。
26 1 同 蒋谷村にて集会。
21 1 同 竹宮f 部網野部役所にて集会。
28 1 雨久美浜;こて集会，奥村三木蔵 ・ 同訟蔵試験田を視る。
29 1 ff青野中村iこて集会。
30 1 岡 野中村-Zf-U。
31 1 雨宮洋一 福知山。

6/î I 晴 呼村 Jこて悠会 新圧村足達与三右衛門試験回を視る。
2 \ 同 宮村 ; こて集委;
3 1 同 額田村iこて 集会， 額田村衣 ) 11枯衛門試験田を視る。

4 1 同 天田郡御舟こ出 ， 郡財閥氏に出 会す。
5 i 雨福知山を 発 し ， 長田村にて集会。 長田村高 橋源之助試験田を視る。
6 1 晴綾部iこて集会。
7 1同 物 部 ;こ て 集会 。

8 1 同博迫村iこて集会。
9 1雨八出合 付 Jこて集会。

�? I 晴八出合付完工山家→中村。
I 47 11 1 問中村にて1寝室

12 1 同 情爪村;こて込 ， 和田村太田源問試験田を視る。 充分生長す。 如斯苗田I 73 1 . ;土符liこ見る所なり。
13 同 宍人材;こて集会。
14 : 同 悶部泊井部役所にて集会。
同 | 同午後 3 時 よ り 鳥羽村にて集会。
15 I雨殿田村;こて集会。
16 ， 向 [�部完→ {U Jlij岩 ， 郡 街 に出部書記熊谷永久氏に面す。 午後3時馬路村にて

I if!é-_ 
17 1 暗 駕認知発→周山村清 ， 郡長石川 氏に面 会す。
18 1 同 比賀志(江)村tこて集会。
19 1 雨 島村;こて集会ι
21 1 晴 島村亮- �ß.岡否。
22 1 同 法賀村Jこて集会。
23 1 同 佐伯村にて集会。
24 同市来田 部役所にて集会。

| 集会 人員事

70(*74) 
61 
62 
40 

50 
40 

150 

55 

nu

ワ臼

FD

nu

nu

nU

5
2
4
3
7

叩

お

9
m

FHu
n
y

--
p
b
n
o
 

円ノL】

句Eム

句1.

‘E4

2
8
9
2
 

ワ】

ワL

qd

円L

29 

39 
14 

35 
27 
54 

1 計 11 ， 402(1， 4侃)

(叫 資料「京都府巡回筆記ー」所収「両丹巡回日誌」より作成。不明な点は適宜「京都府巡回日
詑三J ;こより補足した。
本文京尾iこ以下の文章がある。 r本臼(6/24)ニ市両丹州巡回全ク終ル。五月十日ヨリ六月
二十五日(ママ)迄日数回十六日， 集会ケ所三拾四ケ所. 集会人員千四百拾三名(ママ)ナ
リ(後Ytí) J。 集会人員の合計と合わないがそのままとした.
*:ヱ「京都府巡回日誌三」の数値. それ故， 計も( )内はその数値によるものである。
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。
蛍
w伊豆
斗
「
描出
回
調
R
E」
当
医
「
1
尉
掛
回
調
陸
橋
桜」

八
組)



一

度
も

開
催
さ

れ

ず
、

「

京
都

府
巡

回

筆
記
一
一

所
収
の

①
「

山
城

国
巡

回
日

誌
」

自
体
も
、

冒

頭
よ
り
「
葛
野
郡
谷
口

村
大

田
与
吉

試
験

回
ヲ
視
ル
」

と
あ
る

よ
う

に、

視
察
し
た
試
験
田
を
逐

一

書
き

と
ど
め

、

そ
こ
で

の
稲
作
法

を
丹
念

に
記
録
す

る

こ
と

に
終
始

し
て

い
る

。

二
尽
都
府

巡

回
日
誌
三
ご

に
は

、

彼
の

同
地

方
試
験
田
視
察

に
当
つ

て
の
調
査
項
目
と

し
て
次

の
も

の
を
あ
げ

て
い

る
。

字

てよい
おりち視
こ 彼お察一一一

うの うし
。 巡 「た娯己肥茎籾播牛播月寒撰試

回山試虫来料 ヨ 量種馬種 目 水種験何
経城験ノ注 ノ リ ノ ノ耕迄ノ浸方田村
路国 田事意事何事月欺 日 事 ・ 法何

を巡す ノ 茎 日 人数 土上畝
示回べ 事 ナ ノ カノ 四中歩何

し 日 て ヲ ル 事欺事 欺 ノ 某
た 誌 に 示 ヤ 事何

o L__ わ ス 等

第に た 田
5 も つ
! と て
4 づ以
表き上

よ第 の
り 5 項

! 日
彼 4 が

の 表記
視を録

察作 さ
し成れ
たし て
試たい
験 。 る
田更わ
の に け
景第 で
況 5 は

を ! な
概 3 い
観図が

しに

ま
ず

試
験

回
の
反
別
で
あ
る

が
、

一

町
二
反

歩
の
紀
伊
郡
伏
見

村
梅
野
藤
次
郎

試
験
田

同
番
号
は

第
5
1
4
表
に
掲
載

し
た
試

験
回

の
番
号
で
あ
る

。
以
下
同
じ
)

を
上

限
に

、

二
畝

歩

の
綴
喜
郡
内
里

村
長
村
小
左
衛
門

試
験
田
(
4
1

)

ま
で
幅

が
あ

り、

個
々

の
担
当
者

に
ま
か
せ

ら
れ
て

い
た
よ

う
で
あ
る

。
品

種
は

、

前
述

の
よ

う
な
統

一

的
と
み
ら

れ
る
も

の
は

、

記
述
さ

れ

て
い

る
か
ぎ

り
み
ら

れ
な

い
。

た
だ

し
、

紀
伊
郡
吉
祥
院

村
の
安

田
助
之
丞

の
試
験
田
で
奥

田
穂

向
ド一
二
カ
所
(
2
8
1
1
、

2
8
1
2
、

2
8
1
3
)

播
種
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

神
力

種
が

(
4
)

で
、

さ
ら

に、

安
田
助
之
丞

の
品

種
試
験

と
し

て
(
2
8
1
5
)

で
み
ら

れ
る

。

採
種
法
で
あ
る

が
、

林
遠
里
稲

作
改
良
法
で
は
穂
先
三

歩
選

が
奨
励
さ

れ
て

お
り、

改
良
法

に

も
と
づ
く
未
記
載

の
試
験
田
で
は
そ

れ
が
お

こ
な

わ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う

が、

記
載

の
あ
る
場
合 、

通
常
法
(
通
常
法
と
は
穂
先
五

歩
選

の
こ
と

の
よ

う
で
あ
る
)

が
、

六
カ
所
(
2
2

〉

(
2
9
)

(
3
2
)

(
3
7
)

(
4
8
)

(
5
0

〉

で
み
ら

れ
る

。

選
種
法
は

、

林
述
里
稲

作
改
良
法
で
は

浸
種
法
と

し
て

の
寒

水
浸

法
・

土
囲

い
法

が
そ

れ
を
兼

ね
る

の
で
特
記
さ

れ
て

い
な

い
場
合

が
多

い
が

、

簸
に
よ
る
選
種

が
二
カ
所
で
み
ら

れ
る

。

浸
植
法
は
ほ
と
ん
ど

が
寒
水

浸
法
・

土
囲

い
法
で
行
な

わ
れ
て

い
る

。
し

か
し、

注
意
し

て
み

る
と
そ

れ
以
外

の
浸
極
別
問

を
示

す
試

験
田
が
何

カ
所
か
み
ら

れ
る

。
(
i

)

(
3
)

(
1
0

)

(
1
1

)

(
1
3
〉

(
i
6
)

(
2
3
)

(
2
9
)

(
4
8
)

な
ど

が
そ

れ
で
あ
る

。

(
8
、

116 



系5-佳 明治2咋7月高原謙次郎山畑巡回開図表

池辺回目 m!名 付 名 l1l当.(;名 反別(鉱) 品 樋
1 1 X. �野郎 谷口付 大 図 与 さ 3∞ 次郎兵iti
2 同 同 悔ヶ(lJ付 � ;R � il 

3 同 同
[大北正山

大
J
山

:.1!l
付

ヲl 1字国休之助 ヨ71シ干事

41 Jil 問 上経織付 井上与一郎 1 15
お lrz 

5 問 同 千代原村 長 � n� I 12∞ 婦層
5 1 Jil 紀11m! 12�'庁図付 木付五郎右衛門

7 同 同 rr 図 H 河 Jf .fll八 85∞ 

8 向 問 伏 見 付 徳野維次郎 120∞ 

9 同 問 ぷ1J.村 大久保泊O�店街門

101 X. 宇治tII M刷付 高田i源右ISi門 2.15 

11同 同 小寝嶋HI山田忠右直1門
t i9m.】'6 四国

12同 問 石回付 休安次郎 3.18 

13問 同 8 !f It 字u �主右fti門
は ，.5d3 029Z 3 

141 Jil 同 字軍(Uう111 西村丑之助 12∞ 一本 Itt
15 同 同 'Hz，!1川H 武内太左衛門
15同 同 池足付 上栄字右ltir' l uo

17 同 同 二尾村 松図係古川|
181 x; 同 炭山付 ;15:谷竹 次郎 30∞ 

19問 同 同 飯田栄次郎

20問 同 同 � 図 [j 兵 :Si

21同 同 東ff村 土 It j号 '!.

221 J(， 同 ロ岡村 �， iR JIi次l!II
23問 同 制限付 山本勇次郎

24問 同 竹a村|伊東庄太郎 千本

25問 同 川田村 吉岡忠次郎

25向 同 上花山村 I�兵太郎|
271 x; 葛ffm! 壬C主付

手段取田助之丞 |
同 同 問 同 奥田信

トー2 röl 同 同 同 ヲ7'ホ

1-3 同 同 向 同 -.j;I，r 

ト4問 同1 同 r.ïl 戊り�

-5 問 向 同 応1 神力陥

同 同 同 同 大同偲

同 問 伊! f'il 一本惚

同 同 同 同 大:.t\1!

-9 同 同 信i 同 労t助偲

;-10 同 同 同 同 タヲレス陥

!itt・週団法 r貴国期間及び方法 播種目及ぴ量(坪当)
��-. 18慣. x 
束中より楠浸し。

�-. iI量百:t. %、1.0(升)

三回廠 )\-、t荒ホ;畳， 3仏0.4(・)

K.. 0.3(φ) 

.K;- � 
3聖水if. 0.7(・)

買聖水r受@

}i;-
1岳

){-(凡そ50日間) 3仏0.8(・)

x;-
).(-(22、3日浅す) 3色
バ~

f昔、0.5(・)

通i度成より八十八夜まで.求。 x 

3寒4中引上よげり.清水没し、

軍中ょっ;r.:れ川凌し。 %、0.8(・)

束中ょっ水浸し。

向上. K 1.5(什

){，-� 3舌
通常 >7-�)， J岳、0.4(・)

20日間水没しs 0.5(・)

，li;-li<dL-砂[i!fp， %. 0.5(・)

寒中ょっ水没し。 八十八�t:li

弁*4尺:'Rの析に水没し.

通常より早〈 潟水d地にて寒の明より75日
刈ワ取り。 L， �(lJ碍{1. 0.5(・)

3車水，-1.. X. 0.4(今)

役回

一 1/6 - /ー

得校日及び除:t !E 科
人民、 1J. IE

E人E JRH E「苔水にとき

%、!1:
B
45

E
拍水

、. 叫石史灰、 1，1!E. 

)G 草間賞、 .由伯
� 4由泊‘ 人尿

油相、 小[哩�E

3. 4 1s:充tt!{t 牛合�E(石灰a合)

人 康、 石 灰
% 人.
% ちl長、 人民

人流、!羽巴火活柏

人.

K、河501章 I，r�E. .!."Jlll: 

入賞

% 
同上 牛含!E. ;由柏

x キ各 S々E ，.昆 合母UE、 人民

l除耳3、4本 人lIt

人liI:

Þ+'351章 f1tt!図へ小水

z
干
n
約
E

.tR』E.土!E.

a由Iù. 米緑、 子抱

t由拍

子約
カリンザン

人.

子伯

小{曹

平柏

多て倒分にれIず巴nを用い

僻伝法及ぴその他

牛絡

キ時

同併

牛併

!.'\J井

!II It 

7.81j1失敗.残勺1茎より15韮姥�.

Rl 本�H
よ
F の

り
た
6本
め
3
9
長

8
生

，.，8子、7歩先主 .

'-!{寸i量洪水のため成長撃し。
�笥腐敗したつ.
主立立し.

主人他行にで浮かならず.

引上げ後10日間日干し.

戸何暗れ号もη。舵〈成長す.沼田中同に見る

11i床にて凡そS本となる。

1 �r砂余のIt千、!5皆忽敗す，
2 人と も '"敗す.

氏困J1 1E 4EE
.
事 作Rさ人.J1Et に

付
金で

本
511

年
7

下
門

:e の ;点 峨

京l号 n逮霊法.
来2号壬(FT)笠谷氏の法.

第3号 取18t寄主せ'It .関山県安田伶ーより

i'iI4号

1115号 l日法.

111 5�' 滋法.賀県大岡村左衛門の必僅
京7号 三1寄 量 る 県のJ団� 1子事会な にり .

て-'$買を

高耳S号 大阪府品』事会にて優等の分.
高町9号 兵庫県.

第10号 果当

6

笠
村

年

崎

前
付

tよ
ょ

重与りっ収
左f寺崎
f
JEE 門る1-

、分� :乙訓5邸. 



多5・4哀のヲフゴ
:i>1ì1!回目

ーII1 � 

一12同

-1 問
1-14 問

-15 問

同

29 向

30 問
311 x; 

321 '.Jí， 

33 問
34 問
35 同
36 問

3 71 ]i; 

J8 向
39 同
40 同

41 問

421 � 

43 問
44 同

45 問

46 問

47 問

481 J<' 

49 問

501 � 

51 同

52 問

53 問

54 同

551 JÆ， 
56 問
5 7 問
58 問

mI .g 村 名 III当者名 反別(畝) DD 組 篠種 選笹ü; 浸僧期間及び方法
紀f1m1 11 ，.，. �付 1i 図 助 之 丞 キスæ

同 同 同
同 同 同 一本径メ
同 同 同 岡思想

同 同 同

同 同 同 ヲクタホ

乙.!1lImI 寺 戸 村 谷 川 市次郎 (I�下回) 通常 }イ-�、 }b-?ft包し.5.12 
問 大山崎村 Ili本宗 五郎 I z --7F0田03 下々図にIIる。 }岳-7イ

樋lJmI 八 縛 町 1i 図 貞 吉 i月来入より砂図。
同 御 牧 村 中村孫 三郎 7.28 1旧2 に慣ての度通々 Eりi �. )1;-、砂四.{主冒・"IIJlJ

久世郎 r官 図 村 芳 川 太 平 土四-�掴品、=JjI過�?f，
問 住 吉 村 高 村 JJi 遺 t.:池に浸す.
同 高 野 村 中 川 析 二郎

同 同 ;;- 川 松之助

樋�mI 岩 田 村 山 村松之助 通(!!常先五111) }寒色 引中上流げ水 、埋子す、 事うイ2t荒目川、健漫Ìf.
同 同 中 貯 末 吉
同 大 住 村 吉 田 喜 助

久世mI 大久保付 �t間 金之助

Jal.lJmI 内 里 村 長村小左衛門 2.0 大黒 束
活水

中
中
よにり水で没砂 因し。。

問 JK 村 吉 川 郭太郎
同 I車 内 村 奥西 源 二 郎 7.0 %より水 に浸す，
同 同 奥西日豊次郎
問 飯 岡 村 出 島�九郎
同 井 手 H 中 Ili久 四郎
同 同 宮 本 弥 次郎 .x -�堅*1量.

同 上 村 � '( � 太郎 通常 27日間 水没し。
同 "B"i軍 将 弁上If右衛門 M、 川砂の内に四九

同 木i. 村 問 図 育 � 11.29 通常 X1量、、 川ポ EdElに5埋日 .める.
同 法花寺(Jf)1! 谷 口 熊 吉 ササカ7リ M没憎.
同 大 野 村 前 回i胃一郎 小-�寒4 引よ上り浸げ.畑。

同 虫 村 111包次右衛門 大和I古主 小寒よりホJ量。

同 釜 lJ 村 国中海右衛門 小If東ft.より7水日没間砂、 里~E3.4g!上

久世mI 字 治 町 中 尾 安 次 郎
問 問 T胃 水 泊 二郎

->íi�1上If。
同 同 � 音高 松之 丞
同 同 t士 利 助 少�-土四.

(注) r京&11府道図.:(!-J所収f山嵐国巡回目!lJより作段、 「京&11府迩回目�三J.欄.
明治20年iこbける休iI.ml!ilf'l!改良法にもとづ< J.t.費国組当書名は r京&1l府高五回IUl統計
報告J 1二一郎が収録されているが、 高原のr811J中のIII当者名及び村名と良也ふ喝合があ

ーIft-1- -

燭橿日昼ぴ.I(坪当) l'検日及ぴtu!: 』巴 Fヰ

子相当

子組. 'J、{曹
I 本 ずつ帰宅央

手i由
始
柏

、
、カ石リ灰ン混サ合ン、

0.4(・) 鐸36練 入
山I
賞
Z

、干箱、馬氏、

%、0.7(・) % 種々混用

%、 ヲE照蒔 入賞、明覚、場j由F自

0.7(・) 入賞と iJí 灰 の 混合.

%、 1 本ずつ僧

l本ずつ1ft i由柏

% 、 0 . 3( 什 入賞、 千約

錨
人 S
然
E、

、 風i由呂治水、 組、

うも " 干山革始、、油人相造、ヤ�Eキ斜!E、

" 11定5本充、坪36検 山1王、 海魚

%、0.6(・) % 干E筒.草、ワ米ラ!f.、干醤草a自大砲慎、 重人

0.8(・) 坪32株 il'i:柏、水�E

%、0.5(・) % 

0.7(・) " 

% 

" 水!E

.Ui代、0.5(・)

鱒伝法及びその他

牛織( 5回鱗E酷)
牛緋
人事井

P
爪
昔打、7f.荷車Eに維

係す.手牛にて併 2度打返

ヲ・ 育

嘉II待 問3事 図会2よ 宣 伝りì培帰丹後る宮分 車にて品
11112号 中村il[ニ氏の法{康1Iし法).
号外のl
号外の2
号

各府
外の

県ょ
3

っ10縄ずつ1ft!する分.

号外の4 AE料代金5円の見込.

JEf4代金l内20Uの見込。

平年間茎20本史笠、1 ;120粒.

Z古代にて成敗す.
腐敗す.
全〈店敗す。
全〈成敗す。

"Ifごとに5本ずつ子茎�ず.

ぬ37と同f畢�IJ.

ぬ37と悶除去っ.

;{37本に至る.

長を t段f氏け l 、Hl倍事々の湾 怠方法に てに Eてt iヶ点 所作以す獄， 図

向
腐敗

付1T42
.
0名、 東中ょっ砂Il!l. Jくは

:i>43とほぼ同憾の方法イ2 IJ. 

f8量子升取1:' 寄警水せ渇に {で寸 ra〈 .散
す。 自主に池ょっ

宮め本支氏分:以二戸成田袋たをJり1iけ人り長，率先せんた

続{旧30!日'!i法、益'Ii法36比:I旬) 以験

る. 単純生Z由紀、 tI聞によるものが長いとみられるが少し注記したが帳ねそのままとした.
7月23、 25日が欠けているが、 23日I!不明、 2581'::、 相習慣t1l役所にて!II書紀と面会し、 ..事

1革路を生しただけで、 視察はしていない.



第日目明治20年高原謙次郎山城国巡回経路図

注 。「京都府巡回筆記ー」所収「山域国巡回日誌」より作成。
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京
都

府
下
の

場
合
、

試
験
回
の

設
置
は
、

改
良
法
に
よ
る

も
の

と
旧

慣
法
に
よ
る

も
の

を

併
行

的
に

設
置
し
て

お

り
、

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

に

お
け
る
「

試
験
田
成
蹟
表
‘→

に
よ
れ
ば
、

同
一

人
が

新
・

旧

両
方
を
担
当
し
て
い

る

場
合
と
、

別
人
が

お
の

お
の

新
と

旧

を
担
当
し
て
い

る

場

合
と
が
あ
る
が
、

ど

ち
ら
に
し
て

も
新
・

旧
試
験
田
一

カ

所
ず
つ

を
一

組
と
し
、

坪
刈
に
よ
る

反
当

収
量
の

比

較
を
お
こ

な
っ

て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ

と
か

ら

考
え
て
、

前
記
し
た

試
験
田

は
、

旧

慣
法
に

も
と
つ

く
比
較

対
象
試
験
田
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

播
穏
日
は

最
も
早
い

試
験
田
で
(
5
1
)

の

四
月
二

日
、

最
も
遅
い

試
験
田
で
(
3
)

の
五

月

一

四
日
で

あ

り
、

多
く
は

四
月
下
旬

頃
で

あ
る
。

播
種
量
は
苗

代
坪
当
一

升
五

合
(
2
0
〉

が

最

高
で
、

最
低
は
(
5
)

(
4
3
)

の
三

合
で

あ
る
。

平
均
六

合
ほ
ど
で

あ
る
。

折

秩
日
は

最
も
早
い

試
験
田
で
(
5
)

の
五

月
一

三
日
、

最
も
遅
い

試
験
回
で

(
6
)

の
六

月

二

五
日
で
あ

り
、

多
く
は
六

月
上
・

中
旬
に

集
中
し
て
い

る
。

株
数
は

ほ
と
ん

ど
記

載
が
な

く
、

記

載
の

あ
る

場
合
で

(
1
7
)

の

坪
五

O
株
を
例
外
と

す
れ
ば
、

坪
三
二

株
か
ら
三
六

株
ほ
ど
で

あ
る
。

肥

料
に

関
し
て
は
、

前
述
の

と
お

り
、

人

糞
尿
と

粕
肥
・

魚
肥
な
ど
の

金
肥
が

圧

倒
的
に

多
く
、

そ
の

ほ
か

草
肥
・

焼
肥
・

厩
肥
・

石
灰
が

少
し

施
用
さ

れ
て
い

る
。

耕
転
法
に
つ

い

て
は

記

載
分

だ

け
み

れ
ば

牛

馬
耕
八
カ

所
、

人

耕
四
カ

所
と
あ
る
が
、

ほ
か
の

未
記

載
試
験
田
で
は

不
明
で
あ

スu

o

以
上
の

試
験
田
表
を
み
て
二
つ

の

点
を
特
に

指
摘
し
て

お
き
た
い
。

ま

ず
第
一

点
は
、

勧

業
課

な

ど
が

作
成

す
る
「

成
蹟
表
」

で
は

表
面
に
あ
ら
わ
れ
な
い

「

失
敗
し
た

試
験
田
」

の

視
察
を
お

こ

な
い
、

記

録
し
て
い

る

点
で
あ
る
。

合M
M

「

成
蹟
表
」

で
は
「

是
レ

新
旧
ト
モ

各
課

員
出
張

其
田
ニ

就
き
坪
刈
セ

シ

結
果
」

を

示
し
た

も

の

で
、

坪
刈

不
能
な

試
験
田
は
当
然
除

外
さ

れ
て

お

り
、

そ
の

分
そ
の

結
果
に

対
し
て

過

大
な

評

価
を
う
け
ざ
る

を

得
な
い
。

第
5
1
4

表
で

失
敗
し
た

試
験
回
は
、

そ
の

ほ
と
ん

ど
す
べ

て
が

種

籾
の

腐
敗
に
よ
る

も
の
で
、

(
2
)

(
9
)

(
2
6
)

(
2
7
)

(
3
3
)

(
3
4
)

(
3
5
)

(
3
6
)

(
4

2
〉

(
4

5
)

の
一

O
カ

所
所
が
そ

れ
で
あ
る
。

寒
水
浸
法
・

土

囲
い

法
に

も
と

づ
い

て
い

る
と

思
わ
れ
る
四
五

カ

所
程
の

試
験
田
の
二
二
%

に
あ
た

る
。

種

籾
の

腐
敗
は
、

寒
水
浸
法
・

土

囲
い

法
の

最
大
の

欠
点
と
し
て

酒
勾

常
明
、

横

井
時
敬
、

船

津
伝
次

平
な
ど
に
よ
っ

て

批
判
さ

れ
た

点
で
あ

り
、

実
際
に
、

島
根
県
で

は
こ

れ
が

林
遠
里

稲
作

改
良
法
の

普

及
の
一

つ

の

障
害
と
な
っ

た

事
は

第
四

章
で

指
摘
し
た
。

こ
の

視
察
で

種

籾
の

腐
敗
に
よ
る

失
敗
を
目
の
あ
た

り
に
し
た

せ
い

か
、

高
原
自
身
、

寒
水
浸

法
・

土

囲
い

法
の
二

法
に

関
し
て
は
、

そ

れ
が

林
遠
里

稲
作
改
良
法
の

中
核
的

部
分
に

も
関
わ

ら

ず
「

参
考
書
』

で
は
、

い
っ

さ
い

触
れ
て
い

な
い
。

ま
た

本
章
第
二

節
で
み
た

彼
の

自
筆
「

履
歴

書
」

の

な
か
で

は
、

「

稲
作
に
注
意
し
、

穂
先
三

歩
選
種
・

寒
水
浸
し
・

畑
苗
・

塩

水
選
・

土

囲

等
、

選
種
の

方
法

自
家
の

田
畑
に

試
験
す
る

事
数
十
年
、

市
し
て

塩
水
選
之
簡
易
に
し
て

効
益
あ

る

を
知
リ
、

郡
内
へ

誘

導
す
る
事
数
十
年
に

及
べ

り
。

」

と
し
て

塩

水
選
の

優
位
性
を
認
め

る

結

果
と
な
っ

て
い

る
。

第
二
の

点
で

あ

る
が
、

試
験
回
担
当

者
の

な
か
で
、

勧
業
篤
志

家
H

老

農
の
一

つ

の

型
と

も
い

う
べ

き
人

物
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
と
い

う
点
で
あ
る
。

そ
の

人

物
は

紀

伊
郡

吉
祥
院
村
の

安
田

117 



助
之
丞
で

あ
る
。

彼
は

北
村
金
左

衛
門
を

作
人
と
し
て

試
験
田
(
2
8
)

を

設
置
し
た
が
、

ほ
か
に

(
2
8

1
1
)

か
ら
(
2
8

1
1
6
)

の
一

六
カ

所
の

試
験
田
を
別
途
に

設
置
し
て
い

る
。

農
法

試
験
が
(
2
8

1
1
)

(
2
8

1
2
)

(
2
8

1
6
)

(
2
8

1
1
2
)

の

四
カ

所
、

品
種
試
験
が
(
2
8

1
3
)

(
2
8

1
7
)

(
2
8

1
9
)

(
2
8

1
1
0
)

(
2
8

1
1
1
)

(
2
8

1
1
5
)

の

七
カ

所
、

肥

料
試

験
と

思
わ
れ
る

所
が
(
2
8

1
1
6
)

の
一

カ

所
、

不
明
四
カ

所
で

お
こ

な
わ
れ
て
い

る
。

農
法
試
験
で
は
、

林
遠
里

法
・

壬
生

谷
氏
の

方
法
・

大
岡
利
左

衛
門
選
種
法
・

中
村
直
三

床

直
し

n
HM
 

法
が

行
な
わ
れ
て
い

る
。

品
種
試

験
で

は
、

神
力
種
の
ほ
か
に

府
下
お
よ
び
近

畿
各
府
県
、

さ
ら

に
は
、

岡
山

県
よ

り
取

寄
せ
た

品
種
が

試
作
さ

れ
て
い

る
。

こ

の

取

寄
せ

が

各
地

品
評
会
で
の

優

良

品
種
で

あ
っ

た
こ

と

を
み
れ
ば
、

こ

の

時
期
の

品
評
会
の

は
た
し
た
一

つ

の

役
割
が
理

解
で

き

よ

う
。

高
原
が
「

山
城
国
巡

回
日
誌
」

で

「

安
田
氏
ハ

農
事
篤
志
ニ

テ
」

と
述
べ

る

ま
で

も
な

く
、

そ

の

農
事
改
良
に

対
す
る

安
田
助
之
丞
の

情
熱
は

以
上
の

試
験
田
の

数
お
よ
び
そ
の

内
容
に
よ
っ

て

充
分
理

解
し

得
る
。

こ

う
い
っ

た

実
験
的
態
度
が

当
時
の

勧
業
篤
志

家
H

老

農
の
一

つ

の

姿
を
示
す
も
の

で

あ
る
が
、

さ

ら
に
い

え
ば
、

彼
は
、

当
時
京
都
府
で

も
積
極
的
に

導
入
が
は
か
ら
れ
た

林
遠
里

稲
作
改
良
法

に

安

直
に

飛
び
つ

か

ず
、

林
遠
里
法
を

実
験
の

第
一

に
と

り
あ
げ
な
が
ら

も
、

他
の

改
良
法
や

品

種

改
良
な
ど
に

も
限

を
向
け
て
い

る
老

農
で

あ
っ

た
と
い

え
る
。

こ

の

姿
勢
は
、

彼
の

農

業
生

産

の

基
盤
で

あ
る

山
城
地

方
が
、

当
時
全

国
的
に

も
高
い

稲
作
生

産
力
水

準
を
誇
っ

て
い
た
こ

と
と

不

可
分
の

も
の

で

あ
っ

た
。

さ

ら
に
い

え
ば
、

こ
の

よ

う
な
地

方
で

は

有
志

農
会
を
積
極
的
に

組
織
し
、

改
良
法
そ

れ
ぞ

れ

に

対
し
て
そ
の

効
用
を

鵜
呑
み
に
せ

ず
に
、

実
験
を
お
こ

な
い
、

か
つ

議
論
を
ふ

ま
え
て

取
り
入

れ
る
べ

き
か

否
か

を
主

体
的
に
決
定
し
よ

う
と
す
る

立
場
を

う
か
が

う
こ

と
が
で

き
る
で

あ
る
。

内訳wu

安
田
助
之
丞
の

居
村
吉
祥
院
村
は

有
志

農

会
H

興
農
会
の
地
元
で

あ

り
、

興
農

会
自
体
に

め一
り

れ

る

実
験
的
立

場
を

体
現
し
た

も
の
と
し
て
、

彼
の

よ

う
な
態
度
を
読
み

取
る
こ

と
が
で

き
る
。

こ

こ

に
老

農
の
一

つ

の

型
リ

高
位
稲
作
生

産
力
型
老

農
と
で

も
い

う
べ

き
も
の

を
み
て
と

れ
な
い

で

あ
ろ

う
か
。

以
上
、

高
原
の

丹
波
・

丹
後
両
地

方
お
よ
び

山
城
地

方
で
の

農
事
巡

回
を
み
て

き
た
。

前
者
で

は

演
説
会
で
の

改
良
法
の

普
及
そ

れ

自
体
に
重
点
が

置
か

れ
、

後
者
で

は

改
良
法
の

実
際
(

失
敗

も
含
め
て
)

と

同
地

方
で
の

種
々

の

改
良
に

熱
心
な

老

農
の

試
験
回
の

視
察
に
重
点
が

置
か

れ
て

い

た福
岡
地

方
で
の

豊

富
な

良
事
経
験
を

も
と
に
、

京
都
府
属
に

任
ぜ

ら
れ
、

京
都
府
下
を
巡

回
し

た

高
原
の

眼
に
は
、

京
都
府
下
の

稲
作
生

産
の

発
展
が
、

お
く
れ
た

北

部
と

す
す
ん
だ

南

部
と
い

う
椛
図
を
持
っ

て

写
っ

た
で

あ
ろ

う
。

と

き
に
は

雄
弁
に
、

と

き
に
は

謙
虚
に
、

彼
の

京

都
府
農

事
巡
回
は
、

そ
の

目
的
が

達

成
さ

れ
た
か
ど

う
か
は

置
く
と
し
て
、

少
な

く
と

も
彼
の

老

農
と
し

て
の

経
験
蓄
積
に

大
き
な

役
割
を
は
た
し
た
こ

と
だ

け
は

確
か
で

あ
る
。

第
三

節

高
原
謙
次
郎
と

林
遠
里

1 1 8 



明
治
一

0

年
代
後

半
か
ら
同
二

0
年
代
に
か

け
て
の

時
期
は
、

各
地
で
の

稲
作
改
良
の

気
運
に

来
っ

て
、

林
遠
旦
の

稲

作
改
良
法
が
全

国
的
に

積
極
的
に

導
入
が

企
図
さ

れ
た

時
期
で

あ
っ

た
。

全

国
各
府
県
で

は
、

林
遠
里
を

招
時
し
、

巡
回
・

演
説
さ
せ
、

さ

ら
に

試
験
田

を
設
置
し
、

そ
こ

で
の

実
地

指

導
の
た

め
に

福
岡
県
か

ら
の

実
業
教
師
を一
履
い

入
れ
た
の
で

あ
る
。

京
都
府
で

も
そ
の

例
に

も
れ
ず
、

明
治
一

九

年
(
一

八
八
六
)

に
林
遠
里
を

招
轄
し
、

府
下
全

域
を
巡

回
・

演
説
さ
せ
、

明
治
二

O

年
(
一

八
八
七
)

に
は

試
験
田

を

約
五

O
O
カ

所
設
置
し
、

さ

ら
に
同
二
一

年
(
一

八
八
八
)

に
ふ

た

た
び

彼
を
招
聴
す
る
と
と

も
に
、

試
験
回
も

約
一

0
0

0
カ

所
に

増
設
し
、

そ
こ

で
の

実
地

指
導
の
た

め
に

福
岡
県
か
ら

実
業
教
師
を一
履
い

入
れ
た
の
で

ハ
宵
M
M円

あ
る
c

京
都
府
で
の

林
遠
里
の

巡

回
は
、

明
治
一

九

年
(
一

八
八
六
)

の

分
は
わ
か

ら
な
い
が

明
治

二
一

年
(
一

八
八
八
)

一

月
か
ら
二

月
に
か

け
て
の

分
は
、

林
家
文
書
に
そ
の

「
日

誌
』

が

残
っ

て
い

る
。

そ

れ
に
よ

り
第
5
1
5

表
と

第
5

1
4

図
を
作
成
し
た
。

こ
の

経
路
は

高
原
の

巡

回
し

た

も
の
と
ほ
ぼ

重
な
っ

て
い

る
。

前
述
し
た

よ

う
に
、

明
治
二

O
年
(
一

八
八
七
)

に
は

約
五

O
O
カ

所
に

試
験
田
が

設
置
さ

れ

て
い

る
が
、

そ
の

「

坪
刈

成
蹟
調
」

に
よ
れ
ば

決
し
て
一

様
に

改
良
法
が

旧
慣
法
を

反
当

収
量
の

面
で

凌

駕
し
て

お
ら

ず
、

と
く
に
、

山
城
地

方
で

は

凌
駕
し
て
い

る
の
が

新
旧
一

組
と
し
た

六
二

組
の

試

験
田

中
三

九
組
に
過
ぎ
な
い
。

こ

れ
は

丹
波
・

丹
後
両
地

方
の

試
験
回
四
八

組
中
四
六

組

内噛お
》

が

凌

駕
し
て
い

る
の
と
は

好
対

象
で

あ
る
。

福
岡
県
か
ら
の

実
業
教
師
の

府
下
へ

の

派
遣
は
、

第
5
1
6

表
に

示
し
た

よ

う
に
、

明
治
二

O

年
(
一

八
八
七
)

一

O
月
か

ら

同
二
二

年
(
一

八
八

九
)

一

二

月
に
か

け
て
、

そ
の

数
一

二

名
で

あ
っ

た
。

派
遣

郡
を
み
れ
ば

不
明
一

名
を
の

ぞ
い

て

山
城
地

方
で
は

周
辺

部
の

相

楽
・

愛
宕
両

郡

に
か

ぎ
ら
れ
、

ほ
か
は

す
べ

て

丹
波
・

丹
後
両
地

方
に

集
中
し
て
い

る
。

こ
の

偏
っ

た

分
布
は
、

第
二

節
2

で

み
た

京
都
府
下
に

お
け
る

稲
作
生

産
力
の
地

域
的
較
差
と
、

そ

れ
を
生
ん
だ

技
術
的

相
違
の

如
実
な

反
映
と

み
る
こ

と
が
で

き
る
で

あ

ろ
う
。

以
上
の

よ

う
に
、

京
都
府
下
で

林
遠
里

稲
作
改
良
法
が

勧
業
当
局
に
よ
っ

て

導
入
さ

れ
よ

う
と

し
て
い
た

時
期
に
、

高
原
を
京
都
府
属
と
し
て

任
用
し
、

府
下
を
巡

回
せ
し
め
た

理

由
を
、

第
一

節
で

概

略
し
た

明

治
一

0
年
代
に

お
け
る
農
事
体
験
と
、

そ
の
な
か
で

培
っ

て
き
た

技
術
的

優

秀

さ

に
だ

け
求
め
る
こ

と
は
、

不
充
分
と
い

わ
ざ
る

を

得
な
い
。

も
う
一

つ

の

理

由
を
、

彼
が

少
な

く
と

も
こ

の

時
点
に

お
い

て
遠
里

改
良
法
の

「

優
位
性
」

を
認
め
、

そ
の

普
及
に

熱
心
で

あ
り
、

か
つ

林
遠
里
と
の

深
い
つ

な
が

り
を

持
っ

て
い

る
人

物
で

あ
っ

た

と
い

う
こ

と
に

求
め
る
べ

き
で

あ

ろ

う
。

彼
が

技
術
的
に

習
熟
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
、

彼
の

自
筆
「

履
歴

書
」

の

文
言
を
文

字
ど

お
り

と

る
と
し
て
、

本
説
で

は
、

林
遠
里
と

彼
の
つ

な
が

り
を

明
ら

か
に

す
る
こ

と
と
し
た

い
。

33
M

 

ま

ず
一

通
の

書
簡
を

紹
介
し
よ

う
。

差
出
人
は

高
原
で

宛
名
は

林
遠
里
で

あ
る
。

日

付
は

明
治

二

O
年
(
一

八
八
七
)

五

月
一

O
日
と
な
っ

て

お
り
、

同
人
が

京
都
府
の

農
事
巡

回
の
た

め
に

京

都
府
庁
を
発
し
た

日
で

あ
る
。

弥

御

安

静

十本

質

候

次
ニ

万
事
無
且(
消
光

仕
候
、

御
安
神
被
下
度
、

然
者
管
内
農
事
実
視
被

1 1 9 



命
候
ニ

付
、

本
日

十
日

京
都
出
発
、

与
謝
郡
出
張
候
、

今
ヨ

リ
五

十
日
間
ニ

而
相

済
候
見
込

ニ

而
候
、

左
之
処
、

先
生

御
巡
回
之
御
都
合
不
分
ニ

付
、

御
通

知
被
下
度
候
、

当
時
気
候
不

定
ニ

付
、

御

自
愛
被
成
度
候
、

右
御
訪
問
芳
寸
格
如
此
ニ

御
座
候
、

頓
首

高
原

謙
次

郎

二

十

年
五

月
十
日

林

遠
里

様

自
分
が
「

農
事
実
視
」

の
た

め
に

出
発

す
る
こ

と

を
伝
え
る
と
と

も
に
、

林
遠
里
の

京
都
府
へ

の

再
巡

回
の

予
定
を
問
い

合
わ
せ
て
い

る
の
で

あ
る
。

こ
の

文
面
か
、
り
し
て
、

親
密
な

信
頼
関
係

を
感
じ
さ
せ

る
が
、

読
み

込
み

過
ぎ
で

あ
ろ
う
か
。

第一
3

1
6

表
で
み
た

京
都
府
派
遣
の

実
業
教
師
の

う
ち
の

高
原
謙
造
は
、

第
一

節
で
み

一位
向
原

本
家
筋
の

人
間
で
、

本
家
一

O
代
善
一

郎
の

子
で

あ

り
、

謙
次

郎
と
は

縁
戚
関
係
で

あ
っ

た
。

内
山叩V

彼
は
「

実
業
教
手
派
遣
人
名
一

覧
表
」

に
よ
れ
ば
、

明
治
二
二

年
(
一

八
八

九
〉

一

月
か

ら

同

年
一

二

月
ま
で

兵

庫
県
川
辺
郡
に
、

ま
た

明
治
二

三

年
(
一

八

九
O
)

一

月
か
ら

同
二

五

年
(
一

八

九
二
)

に
か

け
て

宮
崎
県
西
諸
方
郡
に

派
遣
さ

れ
て
お
り
、

遠
里

門
弟
中
で

も

優
秀
な

社

員
で

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る
。

謙
次

郎
が

「

履
歴

書
」

の
な
か
で
、

「

農
業
教
師
と
し
て
、

郡
内
功
労
者
を

他
県
に

周
施
す
る

事
数

十
人
に

及
べ

り
」

と

述
べ

て
い

る

杭

そ
の
な
か
の
一

人
が

高
原
謙
造
で

あ
っ

た
。

謙
次

郎

は
、

具

体
的
に
「

稼

亭
抄

筆
』

巻
四

十
二

の

な
か
で
、

「

謙
次

郎
ヨ

リ

他
府
県
へ

農
事
教
師
と
し

て

周
施
し
た

る

人
名
」

と
し
て
、

高
原
謙
造
の

ほ
か
に
乙
金

村
舟
越

源

太
郎
、

同
舟
越

七

郎
次
、

中
村
見
城

孫
七
、

山
田

村
香
野
嘉
作
、

畑

一詰
村
染
原
卯
平
、

五

十
川

村
谷
又
六
、

白

木
原
村
田

中

源
蔵
、

塔
原
村
田

中
清
蔵
、

不
明
一

の

九
名
を
あ

げ
て
い

る
。

注

目
し
た
い
の
は
、

こ
の

九

名
中

に

遠
里

門
弟
の

実
業
教
師
と
し
て

派
遣
さ

れ
た

舟
越
源
太

郎、

染
原
卯
平
、

田

中
源

蔵
が

名
を
連

ね
て
い

る
こ
M
4w

さ
ら
に

勧
農
社
卒
業
生
で

あ
る

谷
又
六
の

名
が
み
え
る
こ

と
で

あ

勾山

高
原
謙

造

を
含
め
一

O
名
中
五

名
ま
で
が

遠
里

門
弟
の

実
業
教
師
で

あ
っ

た
こ

と
か
、
り
し
て

も
、

林
遠
里

と

密
接
な

関
係
を
も
っ

て
い
た

と

惟

察
す
る
こ

と
が
で

き
る
。

内6-

こ
の

節
の

最
後
に
、

次
の

資
料
を
あ

げ
て

お

く
。

こ
の

資
料
は
、

林
遠
里
が

明
治
一

七

年
(
一

八
八

四
)

に

富
山
県
に

招
附付
さ

れ
た

際
に
、

謙
次

郎
が

手
向
け
た

送

別
の

辞
で

あ
る
。

そ
の

格
調

高
い

文

章
の

な
か
に
、

彼
の

林
遠
里
に

対
す
る

信
頼
と
期
待
を
み
て
と
る
に
は

余
り
あ
る
。

送
、

林
遠
里
君
赴
テ

富
山

県

君

夙
ニ

稲
種
生

育
ノ

良
法
ヲ

発
明
シ
、

勧
農
新
書
ヲ

著
シ
、

其
名
全

国
ニ

著
ル
、

又

内

国
勧

業
博
覧
会
・

共
進

会
ニ

於
テ

特
別
ノ

袈
賞
ヲ

受
ケ
、

其
名
益
江
湖
ニ

博
シ
、

今
愛
ニ

明
治
十

七

年
九
月
富
山
県
二

時
セ

ラ
ル
、

君
其
聴
ニ

応
シ
、

発
途
近
キ
ニ

ア
ル

ヲ

以
今
日
コ
、

ニ

離

宴
ヲ

開
ク
。
山一
旦
一

言
ノ
腿
ナ
カ
ル
ベ

ケ
ン

ヤ
、

語
二

日

夕
、

高
ニ

登
テ

呼
ル

者
ハ

其
声
大
ナ

ラ
ス
シ

テ

遠
キ
ニ

間
ユ

ト
、

今
君
コ

レ
ニ

反
シ
、

身
西
海
ニ

ア
リ
テ

其
名
全

国
ニ

聞
ル
モ

ノ

ハ

何
ソ

ヤ
、

是
レ

君
カ

実
ア
レ
ハ

ナ
リ
、

将
タ
君
西
海
ニ

ア
リ
テ

遠
ク
北
地
ヨ

リ

来
聴
ス
ル

モ

ノ
ハ

何
ソ

ヤ
、

目.A
レ

京
カ

実
ア
レ
ハ

ナ
リ
、

誠
ナ
ル

カ
ナ
、

実
ア
ル
モ

ノ
ハ

必
ス

花
ア
リ

ト
、

夫
レ

君
力

如
ク

栄
倖
ヲ
重
ネ
タ
ル
ハ
、

独
リ
君
カ

栄
誉
市
巳
ナ
ラ
ス
、

我
カ

福
岡
県
ノ

栄
誉
ト

謂
フ
ヘ

シ

誰
レ
カ
君
カ

為
メ
ニ

祝
セ

サ
ラ
ン

ヤ

誰
レ
カ

本
県
ノ

為
メ
ニ

賀
セ

サ
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然
レ

ト
モ
、

之
レ
ヲ
全

国
ニ

及
ホ
ス

前
途
猶
遠
シ
、

君
ソ
レ

之
レ
ヲ

勉
メ
ヨ
、

今

ヤ

残
炎
未
タ
退
カ
ス
、

秋
冷
梢
催
ス
ノ

時
季
ニ

際
シ
、

君
遠
ク
北

山
ノ
険
路
ヲ

超
ス
、

三

越

ノ
地
ニ

至
ル

行
旅
宜
シ

ク
意
ヲ

用
ユ
ヘ

シ
、

且

北
地

雪
深
ク
寒
烈
シ
、

糞
ク
ハ
、

君

国
家
ノ

為
メ

自
ラ

重
シ
、

自
ラ

愛
シ
、

無

異
健
全
ニ

シ

テ

期
ノ

如
ク
帰
ラ
レ
ン

事
ヲ

祷
ル

明
治
十
七

年
九
月
十
日

ラ
ン

ヤ
、

口
向
原
謙
次
郎

括

明
治
二

O

年
(
一

八
八
七
)

を

前
後
と

す
る

時
期
、

福
岡
県
に

お
い

て
は

林
遠
里

稲
作
改
良
法

と

横
井
時
敬
の

考
案
し
た

塩
水
選
種
法
と
が
、

並

存
・

競
合
の

状
態
に

あ
っ

た
。

前
者
の

場
合
、

福
岡
県
で
の

明
治
一

0
年
代
に

お

け
る
実

績
を
基
礎
に
、

全

国
へ

そ
の

舞
台
を

移
し
つ
つ

あ

り
、

林
遠
里
の

各
府
県
へ

の

巡

回
と
遠
里
門
弟
の

実
業
教
師
の

派
遣
が
ブ
l
ム

的
と

も
い

う
べ

き
状
態
を
生
み

出
し
つ
つ

あ
っ

た
の

で

あ
る
。

そ

れ
に

対
し
て
後
者
の

場
合
、

全

国
的

普
及
の
た
め
の

前
提
と
し
て
、

地
元

福
岡
県
に

お
い

て

よ

り

深
く
直
接
農
事
改
良
に

悦
わ
る
勧
業
篤
志

家
u

老

農
に

浸
透
す
る
、
必

要
が

あ
っ

た
c

そ
の
た

め
に
近

代
農
学
的
立

場
か

ら
比

較
実
験
を

繰
り
か
え
し
、

彼
ら
に
そ
の

「

優
位
性
」

を

指
し

示
し
、

さ
ら
に
は
、

明
治
一

0
年
代
後
半
よ

り
活
援
化
し
て

来
た

県
下
各
地
で
の

農
談

会
・

共
進

会
・

品

評
会
等
に

直
接
出
向
き
、

演
説
・

実
地

指
導
に
よ

り
啓
蒙
し
つ
つ

あ
っ

た
。

こ

れ
を
担
っ

た
の

が

横

井
時
敬
が

初

代
場
長
を
務
め
た

福
岡

県
勧
業
試
験
場
(

前
身
の

福
岡
農
学
校
も
含
め
)

で

あ

り
、

そ
の

啓
蒙
団

体
と
し
て
の

福
岡
農
事
協

会
で

あ
っ

た
。

こ

の

よ

う
な
な
か
、

高
原
は
、

木
章
で

明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
、

京
都
府
農
事
巡

回
の

前
ま
で

は

林
遠
里

稲

作
改
良
法
の

「

優
位
性
」

を
認
め
、

そ
の

全

国
的

普
及
の
た
め
に
一

役
か
っ

た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

彼
が

京
都
府
農
事
巡

回
よ

り
帰
福
す
る
や
い

な
や
、

勧
業
試
験
場
の

幹
事
に

奉

職
す
る
。

こ

れ
は
、

京
都
府
巡

回
に
よ
っ

て

林
遠
里

稲
作
改
良
法
の

成
功
と
失
敗
、

光
と

影
を

目

の

あ
た

り
に
し
た
こ

と
、

ま
た

彼
の

甥
で

あ

り
娘

笠
で

も
あ
っ

た

高
原
俊
太
郎
(

福
岡
農
学
校
卒
、

福
岡
農
事
協
会

設
立

当
初
の

会
員
)

の

助

言
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

高
原
は
、

こ

の

勧
業
試
験
場
で

労

練
な

幹
事
と
し
て
、

有
能
な
老

農
と
し
て

実
験
と

普

及
に
つ

と
め
、

そ
の

な
か
で

塩
水
選
種
法
の

「

優
位
性
」

を
認
め
る
こ

と

と
な
る
。

し
か
し
、

明
治
二

四

年
(
一

八

九
一
〉

に
は

同
職
を

辞
し
、

郡
書
記
l

県
会
議

員
!

村
長
の

道

を
す
す
み
、

明
治
三

O

年
〈
一

八

九
七
〉

頃
か

ら
は

郷
土

史
家
と
し
て

晩
年
光
を
は
な
つ

の

で

あ
る
。

そ
の

意

味
か
ら

す

る
と
、

こ

の

明
治
二

四

年
(
一

八

九
一
)

は
、

高
原
の
老

農
と
し
て
の

農
事
改
良
の

中
心

舞
台
か

ら
の

退

場
の

年
で

あ
っ

た
。

時
あ
た
か

も
明
治
二

五

年
(
一

八

九
二
)

に
は
、

横
井
時
敬
の

「

稲
作
改
良
法
』

の

再
版
が

刊

行
さ
れ
、

そ

れ
ま
で
の

勧

業
試
験
場
で
の

比

較
試
験
の

結
果
に

も
と
づ

き
、

最
終
的
に

林
遠
里

稲

作
改
良
法
の

中
心
た
る

然、
水
浸
法
と
土

囲
い

法
の

「

非
科
学
性
」

が

宣

言
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、

明

治
二

四

年
(
一

八

九
一
)

に
は
、

福
岡
農
事
協
会
が
そ

れ
ま
で

勧
業
試
験
場
お
よ
び

旧

福
岡
農
学

校
関
係
者
に

会

員
を

限
定
し
て
い

た
こ

と

を
改
め
、

そ
の

範
囲
を
拡
張
し
、

六
一
一

名
と
い

う
会
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引μ判
V

員
を
擁
す
る

福
岡
県
下
最
大
の

股
業
団
体
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

は
、

従

来
、

あ
る
。

こ
の

改
組
に
よ
る

会
員
の

急
増

県
下
各
地
で
の

由民
事
改
良
の

中
心
的
役
割
を
は
た
し
た
老
農
の

入
会
に
よ
る

も
の
で

そ

れ
に
と

も
な
い
、

同
協
会
の

機
関
誌
で
あ
っ

た
「
福
岡
農
事
協
会
雑
誌
』

も
、

あ
ら
た
に

そ

れ
ま
で

県
勧
業
課
が

毎
月
発
行

「

福
岡
勧
業
雑
誌
』

と

改
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

「
勧
業
月
報
』

「

福
陵
新
報
』
、

な
っ

た
。

が
こ
の

年
に
廃
刊
と
な
り
、

そ
の

役
割
が
、

「
福
岡
日
々

新
聞
』
、

し
て
い
た

「
福
岡
勧
業
雑
誌
』

に
代
替
さ
れ
る
こ

と
と

「

商
事
新
報
』

の

地
元
三

紙
と
、

こ
の

同
協
会
の

改
組
と
機
関
誌
の

改
名
と
は
、

い

わ
ば
同
協
会
の

老
農
的
基
盤
形
成
の
一

つ

の

到
達
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。

こ
の

よ
う
に
考
え
た

場
合
、

高
原
の

勧
業
試
験
場
幹
事
の

辞

職
は
、

同
協
会
に
お
け
る
彼
の

役
割
の

終
吾川
を
象
徴
す
る

も
の
で
あ
っ

た
。

明
治
二

0
年
代
後
半

を
転
機
と
し
て
全
国
的
に
「
老
農
時
代
」

が

終
り
「
試
験
場
時
代
」

が
は
じ
ま
る
が
、

こ
の

高
原

の

態

度
は
ま
さ
に
こ
の
こ

と
を
身
を
も
っ

て

示
し
た
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

、、，，，l

 

，，E、、、，ノ円〆lMfa‘、

高
原
家
文
京

「

明
治
八
年
六
月
二
十
七
日

改

改
正

反
別
所
抜
帳
」

に
よ
る
。

武
谷
水
城
「

故
高
原
翁
と

平
野
国
臣
」

(
「

筑
紫
史
談
』

第
一
一

集
、

所
収
)
、

筑
紫
豊

「
「
太
宰
府
史
鑑
』

(

復
刻
版
)

解
題
」

(

文
献
出
版
、

昭
和
五

O

年
)

な
ど
参
照
。

近
藤
典
二

「

大
庄
屋
系
譜
考
」

(
「
筑
紫
野
の
地
方
史
』
、

葦
書
房
、

一

九
八
四

年
、

に
よ
る
。

(3) 

所
収
)

(6)(5) (4) 

高
原
家
文
書
「

履
歴
書
」
。

同
前
「

高
原
謙
次
郎
履
歴
書
」

に
よ
る
。

拙
稿
「
明
治
十

年
代
に
お
け
る
地
方
勧
業
機
構
の

形
成
と

展
開
(
一
)
(
二
)
」

(
同
志

社
大
学

「

経
済
学
論
叢
』

第
三
七
巻
第
三
・

四

号
、

第
三
八

巻
第
四

号
、

所
収
)

参
照
。

秀
村
選
三

「
明
治
十
三

年
福
岡
県
「
秋
期
勧
業
大
集
会
決
議
録
』

(
九
州
大
学
「

経
済
学
研

究
』

第
三
六
巻
第
五
・

六
合
併
合
所
収
)

参
照
、

こ
の

大
集
会
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
で

詳
論

し
て
い
る
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。

高
原
家
文
書
「

明
治
十
八

年
分
・

十
九

年
分
農
事
通
信
」

参
照
。

「
大
日

本
農
会
福
岡
支
会
報
告
』

第
一

回
j
第
九
回
(
明
治
一

六

年
九
月
j
同
一

八

年
一

O

月
〉

に
よ
れ
ば
、

会
員
数
は

明
治
一

六

年
九
月
=
二

九
名
、

同
一

六

年
一

二

月
三
四
O
名
、

同

一

七

年
四
月
四
三
一

名
、

同
一

七

年
六
月
四
三
七
名
、

同
一

七

年
一
一

月
四
三
七
名
、

同
一

八

年
一

月
三
八
一

名
、

同
一

八

年
四
月
三
五
六
名
、

同
一

八

年
一

O
月一
二
六
一

名
と
な
っ

て
い
る
。

「
福
岡
日
日

新
聞
』

(
明
治
二
二

年
一

月
二

六
日
付
)

に

次
の

広
告
が

掲
載
さ
れ
た
c

当
支
会
都
合
ニ

依
り
閉
会
致
候
条
、

此
旨
従

来
会
員
諸
君
へ
一
果
告
ス

明
治
廿
二

年

一

月
廿
六
日

大
日
本
農
会
福
岡
支
会

「
福
岡
口
日

新
聞
』

(
明
治
一

八

年
二

月
七
日
付
)

よ
り
引
用
。

「
相
悶
日
日
新
聞
』

(
明
治
一

七

年

二
一

月
九
日

付
)

参
照
。

「
福
岡
民
事
協
会
雑
誌
い

第
四
号
(

明
治一

二

年
五

月
)

所
収
「

本
会
加
入
人
名
」

に
よ
る
。

(7) (9) (8) 、、，JnHU
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第
十
回
(

明
治
二

O
年
)

所
収
。

ω

「
福
岡

県
勧

業

年
報
』

ω

同
前
。

ω

「
福
岡
農
事
協
会
雑
誌
』

第
七

号
(
明
治
二
二

年
七

月
)

所
収
o

m

同
前
、

第
八

号
(

明
治
二
三

年
五
月
)

所
収
。

川

同
前
o

m

高
原
家
文
書
所
収
o

m

同
前
。

山

間
前
。

ω

「
日

木
農
業
発
達

史
』

第
二

巻
、

二

七
二

頁
よ
り
引
用
。

仰

「
農
工

商
』

第
九
号
(
明
治
二

三

年
七

月
)

所
収
「

京
都
近
傍
の

農
家
に

牛
馬
耕
を

奨
む
」

よ

り
引
用
。

り

同
「
調
査
』

の

詳
細
な
分
析
は
「
日
本
農
業
発
達

史
』

第
二

巻
、

二
五
八
j
二

八

O
頁
で
お

(

こ

な
わ
れ
て
い

る
。

本
稿
で
は
こ
の

分
析
に
主
に
よ
っ

た
。

初

高
原
家
文
書
所
収
o

m

嵐
嘉
一

「
近

世
稲
作
技
術
史
』

(

農
山
漁
村
文
化
協
会

昭
和
五

O
年
)

三
五
三

j
三
六
五

頁
参
照
o

m

「
日
本
農
業
発
達

史
』

第
二

巻
、

二

六

0
1
二

六
二

頁
参
照
o

m

同
前
、

二

七
三

頁
j
二

七
六

頁
参
照
。

仰

向
前
、

二

七
四
頁
参
照
。

m山

「
農
工

商
臨
時
雑
報
』

第
一
一

号
(
京
都
府
、

明
治
二
二

年
)

所
収
「

明
治
廿
一

年
林
遠
里

米
作
改
良
法
試
験
田
坪
刈
成
蹟
調
」

の

前
文
に
よ
る
。

同
資
料
は
徳
永
光
俊
氏
よ

り
提
供
を・
つ

け
た
。

記
し
て
感
謝
の

意
を
表
す
る
。

日

間
品
種
は

吉
祥
院
村
の

指
導
者
奥
田
仁
兵
衛
に
よ
っ

て

普
及
さ
れ
た

も
の
で
、

そ
の

名
を
冠

し
た
の
で
あ
る
(
「
日
本
農
業
発
達

史
』

第
三

巻
、

四
O
八

頁
参
照
)
。

初

「
京
都
府
第
五

回
勧
業
統
計
報
告
』

(

明
治
二

O
年
に

係
る
分
)

所
収
o

m

同
前
、

所
収
。

ω

林
遠
里

以
外
の

州一民
法
に
つ

い
て
の

詳
細
は

不
明
で
あ
る
が
、

同
「
日
誌
』

に
よ
れ
ば
、

壬
生

谷
氏
の

方
法
と
は

陸
苗
に
関
す
る

も
の

と
思
わ
れ
る
。

即
断
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い

が
、

そ
の

農
法
の

特
徴
か
ら
壬
生

谷
氏
と
は

愛
媛
県
伊
予
国
温
泉
郡
東
野
村
の

丹
生
谷
亮
之
と
考
え
ら
れ

る
。

彼
は

明
治
一

0
年
代
に
全
国
各
地

を
遊
歴
し
、

農
談
会
な
ど
で

彼
の

稲
作
改
良
法
を

演
説

し
て
い

る
。

明
治
一

八

年
(
一

八
八
五
)

に
は
、

福
岡
県
鞍
手
郡
勧
業
会
で

演
説
を
お
こ
な
っ

た

記
録
が
あ
る
。

中
村
直
三
の

床
直
し
法
と
は
、

甲
・

乙
二
つ

の

本
田
に
、

乙
田
↓
甲
田
↓
乙

田
と
植
な

お
し
を
す
る

方
法
と
記
述
し
て
い

る
。

大
岡
利
左
衛
門
の

選
種
法
に
つ

い
て
は
記
述

が
な
い
。

今
後
の

調
室
・

研
究
に
ま
ち
た
い
。

例

桑
原
正

信
「

京
初
府
内版
会
の

成
立
」

(
「
日
本
農
業
発
達
史
』

第
三
巻
、

所
収
)
、

雌
・

荒

木
幹
雌
「

京
初
府
内同
業
発
達

史
』

(
京
都
府
農
村
研
究
所
、

一

九
六
一

年
)
、

之

介
「

明
治
滋
法

体
制
と
地

方
民
党
運

動
」

(
「
日

本
史
研
究
』

第
一

六
三

号
所
収
)

回…
。

三

橋
時

高
久
嶺

な
ど
参
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(36) 

血ハ
農
会
で

は
林
遠
里

稲
作
改
良
法
の

実
験
と
と
も
に
(
『

京
都
府
第
五

回
勧
業
統
計

報
告
』

所
収
「
試
験
田
成
蹟
表
」

の

試
験
担
当

者
中
に

同
会
の

名
を
み
る
こ

と
が
で

き
る
)
、

沢
野
淳

の

も
の

と

し
て
の

苗

代

改
良

法
の

実
験
(
「

農
工

商
』

第
一

九

号
、

明
治
二

四

年
五

月
、

所
収
〉

を
お
こ

な
っ

て
い

る
。

さ
ら
に
、

久
世
郡
富
野
圧
村
農
事
奨
励
会
で

は
、

林
遠
里
・

酒
勾
常
明

雨
名
の

改
良
法
の

可

否
を
め

ぐ
っ

て

激
し
い

論
議
が
お
こ

な
わ
れ
て
い

る
(
「

農
工

商
』

第
一

O
号
、

明
治
二

三

年
八

月
参
照
)
。

こ

れ
ら
は

高
位

稲
作
生

産
力
水
準
を

示
す
地

方
で
の

老
農

た

ち
の

立

場
リ

態

度
を

示
す
も
の

と

考
え
て

よ
い
で

あ
ろ

う
。

「

農
工

商
臨

時

雑
報
』

第
一
一

号
(

京
都
府
、

明
治
二
二

年
)

所
収
「

明
治
廿
一

年
林
遠
里

米

作
改
良
試
験
回

坪
刈

成
蹟
調
」

参
照
。

同
前
参
照
。

林
遠
里

稲
作
改
良
法

普
及
の
た
め
の

試
験
田
は
、

そ
の

後

も
設
置
さ
れ
る
が
、

注
第
1

表
に
み
ら
れ
る

よ

う
に
、

各
地

方
の

各
数
字
と
も
に

急
速
に

減
少
し
て
い

る
。

も
は
や

明
治
二

五

年
(
一

八

九
二
)

に
は

同
法
に
よ
る
「
成

蹟
表
」

は

姿
を
消
し
、

農
事
改
良
は
「
農

用
肥
料
ノ

改
良
」

(
「

京
都

府
第
十
回
勧
業
統
計
報
告
』
)

の

問
題
に

転
換
し
て
い

る
。

(37) (38) 
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(�6)(45)(44)(43)(42)(41)(40)(39) 

「

福

岡
県
史
』

所
収
「

実

業
教
師
書
簡
」

よ

り
引
用
。

こ
の

点
、

高
原
協
三

氏
の

御
教
授
に
よ
る
。

記
し
て
感

謝
の

意
を
表
す
。

「

福
岡
県
史
』

所
収
。

高
原
家
文
書
所
収
。

注
(

位〉
の

資
料
に
よ
る
。

林
家
文
書
(
一

七
)

「

卒
業
社

員
人

名
簿
」

(
仮
題
)

に
よ
る
。

林
家
文
書
(
七
七
一
)

「
林
遠
里

富
山
県
招
轄
に

際
し
て
の

高
原
謙
次
郎
送

辞
」

(
仮
題
)
。

「

福
岡
勧
業
雑
誌
』

第
一

回
(

明
治
二

四

年
六
月
)
、

同
第
二

回
(
明
治
二

四

年
八

月
)

に

レjR
λu
o

(47) 

「

福
岡
県
勧
業
月

報
』

第

に
よ
る
。

一

三

回
(

明
治
二

四

年
三

月
)

所
収
「
勧
業
月

報
廃
止
ノ
理
由
』
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枇府
ム
ハ
立
早

民仙川

士小

間京
wih

トね

叫り
ヲQ

世大

並木

品刺仏

師同

小台

古川
ゴ一
爪川り

年伯

組馴刻!
!
明
治
二
五
年一
一
月
「
巡
回
日
誌
帳』
を
素
材
に
1
1

本
章
の
目
的
は、
栃
木
県
へ
派
遣
さ
れ
た
谷
茂
三
の
書
き
記
し
た
「
巡
回
日
誌
帳』
を
素
材
と

し、
栃
木
県
那
須・
塩
谷
両
郡
を
中
心
と
し
て
改
良
法
の
指
導
伝
習
に
従
事
し
た
彼
の
活
動
を
復

元
す
る
こ
と
で
あ
る。

明
治
二
0
年
代
に
お
け
る
栃
木
県
農
業
の
概
略

明
治
二
0
年
代
の
栃
木
県
農
業
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば、
北
関
東
畑
作
地
帯
と
表
現
さ
れ

る
よ
う
に、
畑
作
生
産
の
比
重
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う。

ま
ず、
第
6
1
1
表
で、
栃
木
県
下
各
郡
の
明
治
二
五
年
(一
八
九
二)
段
階
で
の
田
畑
構
成

を
み
て
み
よ
う。

栃
木
県
全
体
で
田
畑
構
成
は、
畑
四
七・
二
四
%
で
田
の
四
三・
O一
%
を
超
え、
畑
勝
ち
の

耕
地
構
成
で
あ
る
事
が
わ
か
る。
し
か
し、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
も、
河
内
郡、
芳
賀
郡、
塩
谷

郡、
足
利
郡、
梁
田
郡
は
田
の
比
率
が
畑
の
比
率
を
超
え
て
い
る。

次
に、
明
治
二一
年
(一
八
八
八)
で
の
農
産
物
生
産
額
を
第
6
1
2
表
で
検
討
し
よ
う。

田
畑
構
成
か
ら
も
類
推
で
き
る
よ
う
に、
麦
類、
工
芸
作
物
(
棉・
干
瓢・
煙
草・
藍
な
ど)

の
ほ
か
に、
い
も
類、
野
菜、
豆
類、
雑
穀
な
ど
の
普
通
畑
作
物
の
比
重
が
あ
る
程
度
の
高
さ
を

占
め
て
い
る。
こ
の
事
は、
部
門
別、
作
物
別
に
み
て、
畑
作
を
中
心
と
し
た
北
関
東
農
業
の
特

徴
を
示
す
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
と
は
い
え、
米
の
生
産
額
は
全
体
の
生
産
額
の
三
五・
四

%
で
あ
り、
一
作
物
と
し
て
は
圧
倒
的
な
割
合
を
示
し
て
お
り、
重
要
作
物
の一
つ
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た。

近
代
に
お
け
る
栃
木
県
で
の
稲
作
生
産
力
の
水
準
は、
一
貫
し
て
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
は

な
か
っ
た戸
明
治
二
四
年
(一
八
九一
)
の
各
郡
の
米
の
生
産
力
水
準
を
第
6
1
3
表
に
示
し
た。

作
付
反
別
で
稲
は、
下
都
賀
郡
が
県
全
体
の
二一
%
余
り
を
占
め、
河
内
郡
(一
七・
八
%)
、

芳
賀
郡
(一
七・
四
%)
と
続
き、
そ
の
後
に
那
須
(一
四・
六
%)
・
塩
谷
(一
一
・
三
%)

両
郡
が
位
置
し
て
い
る。
当
然、
こ
れ
に
対
応
し
て、
収
穫
高
も
下
都
賀
郡
(
二
0・
三
%)
、

那
須
郡
(一
六・
一
%)
、
河
内
郡
(一
五・
六
%)
、
芳
賀
郡
(一
四・
四
%)
、
塩
谷
郡

(一
二
・
三
%〉
と
上
位
を
そ
れ
ら
の
諸
郡
が
占
め
て
い
る。
と
こ
ろ
が、
各
郡
の
反
当
収
量
を

見
て
み
る
と、
安
蘇
郡
が一
・
八
O
石
で
第一
位
で
あ
り、
こ
の
次
に
足
利
郡
(一
・
七
六
石)
、

上
都
賀
郡
(一
・
六
五
石)
、
那
須
郡
(一
・
五
三
石)
と
続
き、
作
付
反
別、
収
穫
高
と
も
に

上
位
の
下
都
賀
郡
で
反
当
収
量
が
七
位、
河
内
郡
で
八
位、
芳
賀
郡
で
九
位
と
な
っ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、
作
付
反
別、
収
穫
高
と
も
に
そ
の
比
率
で
上
位
を
占
め
る
諸
郡
が、
反
当
収
量

で
は
そ
れ
と
は
逆
に
低
位
に
位
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
県
全
体
の
反
当
収
量
レ
ベ
ル
を
押
し
下

げ
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
の
こ
と
が、
栃
木
県
下
に
お
い
て
も
勧
農
政
策
の
重
要
な
柱
と
し
て
稲

125 



ゆ動

'b
F

i

表

明
治
二

五
年
栃
木
県
下

各
郡
田
畑

構
成

/えよーr

安
辞
郡

梁
田
郡

￡与
D 

L
l

 

-
言
ロ

河
内
郡

上

都

賀
郡

下
都
賀
郡

塩
谷
郡

那
須
郡

足
利
郡

芳
賀
郡

一
()、
五
七
六

四
七・
六
九

八、
五
七
三

三
八・
六
六

=一、
(〕
二
七

二ニ・
六
五

ニ
ニ、
一

三ハ

五
二
七、
=一
九一

四一ニ・
0一

五
七
九、
一
六一

四
七・
二
三

一
一
九、
五
八
九

九・
七
五

一
六、
一
四一

八
九、
九
四
九

四
六・
穴
ニ

八
六、
三
七
五

四
四・
七
六

一
六、一ハ
三一

八・
穴一一

九一一、
九
五
五

三
五、
二
九
O

三
三・
五
七

五
七、
玄
O一

玄
四・
七
()

一一一、
=一
三一一

一
一
・
七
三

O
五、
一
二
三

九
回、
=一
五
三

五
()・
九
六

七
六、
四
四一

四一
・
二
九

一
回、
三
五
四

七・
七
五

一
八
五、
一
四
八

一
一
一
二
三
八

=一
九・
O
五

一
四
回、一ニ
九
六

五
0・
七
()

二
九、
一
八
七

一
(〕・
二
五

一
八
回、
八一
一

六一z、
O
八
七

五
ニ・
九
四

四
五、
八一
五

一一一
八・
四
五

一
()、
二
五
五

八・一(一

一
一
九、
一
五
七

七
三、
()一
六

三
七・
六一

一
()
回、
=一
九
二

五
三・
七
七

一
六、
七
二
回

八・
六一一

一
九
回、
一
三
ニ

二
六、
七
六
八

三
回・
四
三

四一
、

一一一
七

五
ニ・
九
()

九、
八
五
ニ

=一・
六
七

七
七、
七
四
七

二
三、
一一一
四

五一
・
五一

一
回、
玄
四一

=一
二・
=一
九

七、
二
二
七

一
六・
一
(〕

四
回、
八
九
二

比宅比 比
計率地率畑率回

(
注)

明
治
二
五
年
『
栃
木
県
統
計
書』

よ
り
作
成。

単
位
一

反、

%
。

畝
以
下
は
切
り
指
て
。



話術
61
之
表
農

産物生

産額

Zロ』 そ畜果聾雑豆野ぃ工
E作物

圭
部の も 米 別門計 他産樹蚕穀類菜類 類

A 生

産額
部門別生九 一二三四五五七二四一

五 九四O一八一八一八四七- ・
産額一 六四九七一O八O一三四

一 �J 。
。 一一二三五五六七四六五 ZE〉コ- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
。 一六三五四七六九三一四

企ロ』 そ 煙干 甘大 大青小大大 作物
の藍 稗棉栗 繭 米

計 他 草瓢 諸恨 豆芋麦麻麦 }]IJ 

J\. 一 一 生

産額

作王要
五一一一一一一一一二三五五五七一 物

ーノム 、ー 三0二二四四四五五六九五七七九七 Bリ- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
生

産。 七四三七四四五O六六六八一三二四
額

一 害IJ。 一 一
。 七一一一一一一一一三四六六六八五 ￡ロ』

。 二二四四六六六七七O四二四四八四

/よS - 2 

(
注)

明
治
二
一

年
『
栃
木
県
農
事
調
査』
(
流
通
資
料)
に
よ
る
。

た
だ
し、

本
表
は
『
栃
木
県
史』

通
史
編
7
「
近
現
代一
ご
(一

二

四

頁)
よ
り
引
用。

単
位
一

万
円、

%
。

合
計
額
が
合
わ
な
い
た
め、

本
表
の
よ
う
に
修
正
し
た
。



曾酌伊
6，
J
表
栃
木
県

下
各

郡
米
反
当
収
量

梁足安那塩下芳上河

都 者IS
田利辞須谷 賀 。内

賀 賀

郡郡郡郡郡郡郡郡郡

全

体

明
治
二
四
年
「
栃
木
県
米
殺
作
付
段
別
及
収
磁
石
高
概
算
表」
(
明
治
二
五
年
『
米
作
試
験
成
照
表』

所
収)
よ
り
作
成。

単
位

(
注)

4又

権

高

一

二
三 、

四
六
四
(

六
一

、

五
三
八
(

一
一

回 、

二
二
六
(

一

六
O 、
一

四
五
(

九
七 、

四
七
O
(

一
一
一
七 、

三
九
三
(

四
九 、

八
九
二
(

四

て

四
六
二
(

一

五 、

二
一

九
(

一

五
・

六)

七
・

八)

一

回
・

四)

一
0
・

一
ニ)

一
一
一
・

一
二)

一
ム
ハ
・

一
)

占
ハ
・

=一)

五
・
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さ
て
、

明
治
二

0
年
代
に
お
い

て

本
格
化
す
る
栃
木
県
で
の

稲
作
改
良
奨
励
策
の

特
徴
は
、

い

わ
ゆ
る
近
代
農
学
と
老
農
農
法
と
が

同
時
期
に

導
入
さ
れ
た
と
い

う
点
に
あ
っ

た
。

農
学
士

を
農

芸
教
師
と
し
て

時
用
し
、

近
代
炭
学
に
基
づ

く
農
事
指
導
、

す
な
わ
ち
県
下
各
所
に

農
事
講
習
所

ハ
4vv

を
開
設
し
近
代
農
学
的
素
養
を
教
習
し
、

稲
作
試
験
を
各
地
で
お
こ

な
っ

た
c

そ
の
一

方
で
、

福

岡
県
老

農
林
遠
里

を
沼
将
し
県
下
を
巡

回
指
導
さ
せ
、

続
い

て

勧
農
社
か
ら
実
業
教
師
を
轄
用
し
、

試
験
田
で
の

遠
里

稲
作
改
良
法
の

指
導
伝
習
に
当
た
ら
せ
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

石
川

県
や
島
根
県
・

京
都
府
な
ど
の

よ

う
な
、

明
治
一

0
年
代
末
か
ら
同
二
二
、

三

年
頃
ま
で
、

ま

ず
老

農
農
法
を
農
事
奨
励
の

軸
に

据
え
た
よ
う
な
老
農
農
法
導
入
「

先
発
府
県
」

と
は

異
な

り
、

こ
の
こ

と
は
、

そ
の

導
入
の

「
後
発
県
」

と
し
て
の
一

つ
の

姿
を
示
し
て
い

る
と
い

え
よ

汀c

こ

う
い
っ

た

県
下
稲
作
改
良
の

状
況
を
反
映
し
た
二
つ

の

「
成
績
表
』

を
我
々

は

現
在
み
る
こ

と
が
で

き
る
。

一

つ

は
、

明
治
二

五

年
(
一

八
九
二
)

四
月
に

県
よ
り
出
版
さ
れ
た

「
米
作
試
験

成
蹟
表
』

で
あ
り
、

も
う
一

つ

は
遠
里

改
良
法
に
基
づ

く
試
験
結
果
を
記
し
た

「

林
遠
里

法
米
作

試
験
成
績
表
』

で
あ

九%。
後
者
に
関
し
て
は
、

谷
茂
三
の

改
良
法
指
導
を
検
討
す
る

本
章
第
四
節

で

取
り
扱
う
こ

と
と
し
、

こ
こ
で
は
、

前
者
の

「

成
蹟
表
』

を
検
討
す
る
こ

と
か
ら
、

こ
の

時
期

の

県
下
に
お
け
る

稲
作
改
良
の

万
向
を
か
い
ま
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

こ
の

「
米
作
試
験
成
政
表
」

に
は
、

「

農
芸
教
師
ノ
監

督
ニ

係
ル

試
験
ト

有
志

者
ノ

特
ニ

試
験

シ

タ
ル
モ

ノ
ト
ヲ

閃
ハ

ス

県
庁
ニ

其
成
績
ヲ

報
告
シ

タ
ル
モ

ノ
ハ

之
ヲ

蒐
集
シ

テ
登
載
シ

タ

リ斗

作
改
良
が

強
く
意

識
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ

た

要
因
の
一

つ

と

考
え
ら
れ
る
。

「
下
野
新
聞
』

は

次
の

よ
う
に
い

う
。

「

農
産
の

改
良
中
普
通

農
産
た
る
米
麦
の

改
良
ほ
ど
適
切
急
要
な
る

も
の
は
あ
ら
じ
。

(

中
略
)

本
県
下
の

如
き
総
べ

て
の

農
産
に

富
む
と
は
い
へ
、

其
産
額
の

鏡
多
な
る
其
関
係
の

広
大
な
る
到

底
米
麦
の

右
に

出
る

も
の
あ
る
こ

と
な
し
。

九
郡
十
一

万
余
町
歩
の

耕
地
、

反
獲
一

斗
を
増
す
も

己
に

十
一

万
余
石
の

増
収
を
得
ん
と

す
。

実
に
忽
諸
に
付
す
べ

か
ら
ざ
る
は

米
麦
作
に
ぞ

あ
る
」

(

明
治
二

四

年
二

月
一

九
日
付
)

と
し
て
、

米
麦
作
改
良
の

緊
急
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

当
時
開
催
さ
れ
て
い
た

県
下
各
地
の

農
談
諸
会
で

も
米
麦
作
の

改
良
が
重
要
な

議
題
と
な
っ

て

い
た
。

明
治
二

四
(
一

八
九
一
)

年
三

月
二

二

日
に
は
、

塩
谷
郡
矢
板
で

米
麦
選
種
法
講
話
会
が

開
催

さ
れ
た
。

同

年
五

月
一

五
日
開
催
の

河
内
郡
国
本
村
農
談
会
で
は
、

水
陸
米
栽
培
法
に
つ

い

て

移

植
法
、

施
肥
法
、

播
種
法
な
ど
が

談
話
さ
れ
、

翌
日
一

六
日
の

同
郡
豊
郷
村
農
談
会
で
は
、

米
麦

改
良
作
に
つ

い

て

談
話
さ
れ
た
。

ま
た
、

同

年
五

月
二
三

日
に
は
、

河
内
郡
羽
黒
村
農
談
会
が

開

催
さ
れ
、

村
長
よ
り
問
題
と
し
て
、

米
麦
作
改
良
、

紫
雲
英
播
種
、

養
蚕
農
業
組
合
の

設
置
、

杉

桧
林
と

雑
木
林
と
の

割
合
な
ど
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の

場
で

米
麦
作
改
良
に
つ
い

て

佐
藤
農
芸
教

師
が
、

「
米
麦
の

収
穫
多
量
を
得
る
に
は
、

学
理
を
応
用
し
、

肥
料
の

性
質
を
講
究
し
て
、

米
麦

の

草
生

を
健
康
な
ら
し
め
、

結
実
を
完
全
な
ら
し
む
る
の

方
法
を
殆
と
二

時
間
の

長
き

演
説
を
な

し
」

た
こ

と

を
「
下
野
新
聞
』

は

伝
え
て
い

幻グ

県
下
稲
作
改
良
の

方
向
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と
し
て

作
成
・

出
版
さ

れ
た

も
の
で
あ
る
。

同
「

成
蹟
表
』

に
は
、

三
二

例
の

試
験
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

そ
の

内
容
は
、

①
選
種
及

び

施
肥
法
試
験
四

例
、

②
施
肥
法
試
験
一

六
例
、

③
品
種
試
験
一

例
、

④
苗
再
植
試
験
二

例
、

⑤

挿
秩
試
験
一

例
、

⑤
寒
水
浸
・

土
囲
い

法
試
験
五
例
、

⑦
総
合
試
験
二

例
、

③
そ
の

他
一

例
で

あ

っ

た
。

掲
載
例
の

少
な
い

③
以
下
か
ら
ま
ず
見
て
み
よ

う
。

③
の

品
種
試
験
は
那
須
郡
向
田
村
の

羽
石
広
右
衛
門
の

神
力
種
の

試
作
結
果
が

掲
載
さ
れ
て
い

る
。

こ
の

試
作
で

反
当
五

石
五

斗
の

収
量
を
あ
げ
て
い

る

神
力
種
は
、

那
須
郡
に
お
い

て

明
治
二

一

年
(
一

八
八
八
)

か
ら
郡
長
を
先
頭
に
試
作
さ
れ
て
い
た
が
、

当
初
は

同
品
種
が
あ
ま

り
に

晩

熟
で

あ
っ

た
こ

と
か
ら
思
わ
し
い

成
果
を
あ
げ
え
な
か
っ

た
が
、

二

三

年
に
は

好
調
で

多
収
穫
を

実
現
し
た
た

め
、

郡
内
で
の

配
布
・

普
及
が

試
み
ら
れ
た
と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
の
な
か
で

の
、

一

つ

の

結
果
が
羽
石
の

試
作
報
告
で
あ
っ

た
。

い

わ
ば
、

こ
の

試
作
は
、

当
時
西
日

本
を

中

心
と
し
て
お
こ
っ

た

神
力
ブ
!
ム

に

乗
っ

た

県
下
で
の
一

つ

の

動
き
を
象
徴
し
て
い

吟o

④
の

稲
再
結
法
試
験
は
二

例
掲
載
さ

れ
て
い

る
。

広
島
県
の

老

農
で

あ
る
衆
樹
一

介
に
よ
っ

て

紹
介
さ

れ
た
と

す
る

稲
再
植
法
と
は
、

苗
代
疎
播
法
に
代
わ
る

健
苗

育
成
法
で

あ
り
、

こ
の

効
果

に
つ

い

て
は
、

「
報
告
書
』

の

編
者
は
、

「
再
植
法
ノ

得
失
ハ

未
タ
断
定
ス
ル

能
ハ

サ
レ

ト
モ
、

兎
モ

角
土
壌
ノ

温
度
高
キ
処
ニ

テ
ハ
、

再
植
ノ

為
メ

稲
根
増
殖
ノ
一

方
便
ト
ナ
ル
ベ

キ
ヲ

以
テ
、

多
少
其
効
ア
ル
ベ

シ
」

と
述
べ

て
い

る
。

二

例
の

試
験
結
果
か
ら
は

顕
著
な

効
果
を一
示
さ
な
か
っ

た
が
、

稲
根
を
増
殖
さ
せ
て
健
苗
を
育
て
る
と
い

う
「
多
少
」

の

効
果
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

衆
樹
一

介
と

再
植
法
に
つ

い

て
は
、

「
海
田
町
史
』

に

も
紹
介
さ
れ
て
お

ww

広
島
県
下
で
は

知
ら
れ
た
老

農
の

よ

う
で

あ
る
が
、

北
関
東
地

方
ま
で
そ
の

方
法
が

紹
介
さ
れ
、

実
際
に
地
元
農

民
が

試
作
を
し
て
い

る

点
は
、

改
良
法
の

情
報
伝
達
と
い

う
面
か
ら
興
味
深
い
。

⑤
の

挿
秩
試
験
は
、

「
稲
作
挿
秩
疎
密
得
失
試
験
成
蹟
」

と
し
て

河
内
郡
本
郷
村
の

鈴
木
儀
十

郎
の

成
績
表
が

掲
載
さ
れ
て
い

る
。

試
験
地
を
八
区
に
分
け
、

選
種
は
全
て
塩
水
選
で

行
わ
れ
、

五

月
一

八
日

播
種
、

六

月
一

六
日

移
植
、

除
草
が
四
回
行
わ
れ
て
い

る
。

第
一

区
と

第
二

区
は
、

一

株
本
数
を
前
者
で
一

本
、

後
者
で
二

本
と

変
化
さ
せ
て
い

る

以
外
は

他
の

条
件
(

品
種
、

施
肥

量
)

を
全
て

同
一

に
し
て
い

る
が
、

第
三

区
以
降
は
、

一

坪
株
数
、

一

株
本
数
と

も
に
変
化
さ
せ

た

場
合
と
、

二
つ

の

条
件
を
同
一

に
し
て
肥
料
内
容
を
変
化
さ
せ
た

場
合
と
が

見
ら
れ
、

そ
の

も

と
で

第
一

区
と
の

収
量
比
較
を
行
っ

て
い

る
。

こ
の

試
作
に

対
し
て
佐
藤
農
芸
教
師
が
、

「

株
数
本
数
ノ
試
験
ヲ
ナ
サ
ン
ト
セ
ハ
、

種
類
及
肥

料
ノ

如
キ
ハ

悉
ク
同
一

ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
。

唯
夕
、

第
一

区
及
第
二

区
ハ

其
ノ

方
法
ヲ

得

門川W)

タ
ル

カ

如
ク
、

以
テ

疎
植
ノ

優
勝
ヲ
一
不
ス
ニ

足
ル
」

と
指
摘
し
て
い

る
よ

う
に
、

本
来
の

疎
植
法

の
比
較
試
験
と
し
て
は

不
十
分
な

内
容
で

あ
っ

た
が
、

一

区
と
二

区
と
は
比
較
要
件
を
満
た

し
て

お

り
、

そ
れ
か
ら

判
断
し
て
疎
値
の

優
位
性
を
結
論
づ

け
て
い

る
。

付
言
に
お
い

て

本
書
編
集
者

も
「
従

来
ノ

如
夕
、

余
リ

密
値
シ

タ
ル
モ
ノ
ト
、

一

株
ノ

本
数
ヲ

多
カ
ラ
シ
ム
ル
ハ
、

其
収
利
減

少
ス
ル

ガ
如
シ
」

と
述
べ
、

密
植
の

弊
宝口
を
指
摘
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

⑥
の

泉
水
一以
・

土

四
い

法
試
験
に
つ
い
て
は
、

三

例
が
他
の

選
種
法
と
の
比
較
試
験
、

一

例
が

述
屯
改
良
法
に
ぷ一
づ

く
試
作
(
河
内
郡
絹
島
村

神
山
藤
次
郎
担
当
)
、

も
う
一

例
が
「
旧
慣
」

稲
作
法
と
述
里

改
良
法
と
の

全
体
的
な
比
較
試
験
(

芳
賀
郡
大
内
村

増
山
守
三

郎
担
当
)

計
五
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例
が

報

告
さ

れ
て
い

る
。

て

検
討
し
て

み
よ

う
。

塩
谷

郡
氏
家
町
の

村
上

秀
四

郎
は

試
験
地

を
三

区
に
分
け
、

第
一

区
寒
水
浸
、

第
二

区
普
通
、

第
三

区
塩
水
選
と
し
て
い

る
。

し
か
し
、

土

質
、

等
級
、

面
積
、

品
種
、

施
肥
量
を

同
一

に
し
な

が

ら

も
、

一

坪
株
数
を

第
一

区
七
六
、

第
二

区
四
二
、

第
三

区
四
二
、

一

株
本
数
を

第
一

区
一

本
、

第
二

区
五

本
、

第
三

区
五

本
と
し
た
た

め
、

普
通
法
に

対
す
る

増
収
が

第
一

区
三

升
六

合
、

第
三

区
一

升
と

報

告
し
な
が

ら
、

純

粋
に
選
種
法
の

相
違
に
よ
る

増
収
で

あ
る
か

判
断
で

き
な
い

試
験

内
容
で

あ
っ

た
。

こ
の

試
験
結

果
に

対
し
て

佐
藤
農
芸

教
師
は
、

「

撰
種
法
ヲ

異
ニ

ス
ル

ト

同
時

ニ

之
レ

カ

株
数
ト

本
数
ト
ヲ

異
ニ

セ

リ
、

夫
レ

此
ノ

如
キ
ノ

方
法
ニ

テ
ハ
、

壁画
ヒ

其
ノ

結
果
ニ

差

異
ア
リ
ト
ス
ル
モ
、

未
タ
以
テ
一

概
ニ

操
種
法
ノ

優
劣
ヲ

判
定
ス
ヘ

キ
ニ

ア
ラ

人
JV
と
し
て
、

寒

水
浸
に

関
し
て
は

判
定
を

留
保

す
る
が
、

塩
水
選
に

関
し
て
は
「

普
通
撰
ト
塩
水
撰
ト
ハ

同
様
ノ

手
続
キ
ヲ

以
テ
シ

タ
ル

カ

故
二
、

其
ノ

効
験
ヲ
知
ル

ヲ

得
ル
」

と
し
て
い

る
。

塩

谷

郡
片

岡
村
の

斎
藤
寿
は

試
験
地

を
三

区
に
分
け
、

第
一

区
寒
水
浸
、

第
二

区
土

囲
い
、

第

三

区
普
通
法
と
し
、

第
三

区
に

対
し
て

第
一

区
一

斗
五

升
、

第
二

区
四

斗
六

升
の

増
収
を

報

告
し

て
い

る
。

し
か

し
、

斎
藤
の

比

較
試
験
も
、

一

坪
株
数
(

第
一

区
九

O
、

第
二

区
八
八
、

第
三

区

一

O
六
)

と
一

株
木

数
(

第
一

区
三
、

第
二

区
三
、

第
三

区
八
)

を
違
え
て
お
こ

な

わ
れ
て
い

る
。

そ
の

た
め

佐
藤

農
芸

教
師
か
ら
は
「

疎
植
ト

密
植
ト
ハ

大
ニ

稲
ノ
生

長
ニ

関
係
ヲ

及
ホ
シ
、

従
テ

収

穫
ニ

影
響
ス
ル

事
甚
タ
大
ナ
ル
ベ

ケ
レ
ハ

ナ

リjv
と
述
べ
、

試
験
法
の

不
備
を

指
摘
す
る
の

で

あ
る
。

こ
こ
で

は
、

他
の

選
種
法
と
の

比

較
試
験
を
お
こ

な
っ

た
三

例
に
つ

い

塩
谷

郡
喜
連

川
町
の

佐
野
進
は
、

試
験
地

を
五

区
に
分
け
、

第
一

区
普
通
、

第
二

区
普
通
土

囲

い
、

第
三
、

四
、

五

区
を
塩
水
選
で

試

作
を
行
っ

て
い

る
。

佐
野
も
他
の

条
件
を
そ

れ
ぞ

れ
同
一

に
し
て
い

な
い
た

め
、

第
二

区
が

第
一

区
に

対
し
て

反
当
一

石
二

斗
の

増
収
を

実
現
し
て
い

る
に

も
関
わ
ら

ず
、

編
者
は
「

如
此

試
験
ニ

テ
ハ

何
ノ

原

因
ニ

ヨ

リ

収
穫
ニ

増
減
ヲ

来
タ
シ

タ
ル

カ
ヲ

(
休日

探

求
シ

能
ハ

サ
レ
バ

ナ
リ
」

と
し
て
、

佐
藤
農
芸
教
師
と
同
じ

く
試
験
方
法
の

不
備
を

指
摘
す
る

の

で

あ
る
。

し
か
し
、

佐
藤
が

遠
里

改
良
法
に
よ
る

増
収
に
か
な

り
懐
疑
的
で

あ
る
の

に

対
し
て
、

編
者
は
、

そ
の

試
験
方
法
の

不
備
を

指
摘
し
な
が

ら

も
、

次
の

よ

う
に
そ
の

実
効

性
は
現
実
と
し
て
認
め
る

立

場
で

あ
る
。

此

試
験
ニ

於
テ
ハ

執
レ
モ

播
種
量
ヲ

異
ニ

シ
、

且
挿
狭
ニ

疎
密
ア
ル

ヲ
以
テ
、

強
チ

其

効
ヲ

シ

テ

寒
水
浸
タ
シ

又
ハ

土

四
法
ニ

ノ
ミ

帰
セ
シ
ム
ル

事
能
ハ

サ
ル
ベ

キ
力
、

難
然
、

前
述
ス

ル

ガ

如
ク

其
実
効
ア
リ
シ

事
ハ
、

事
実
掩
フ

可
カ
ラ
サ
ル

ナ
ゆ}

⑦
の

総
合
試
験
の
二

例
は
、

一

例
が

塩
水
選
・

化

学
肥
料
施
用
を
基
礎
に
し
た

稲
作
全

般
の

試

作
で

あ

り
、

も
う
一

例
が

那
須
郡
黒
羽

高
等
小
学
校
生

徒
に
よ
る

総
合
的

稲
作
試
験
で

あ
っ

た
。

③
の

そ
の

他
は
、

従

来
の

坪
刈

試
験
に

代
わ
る

試
験
方
法
に
つ

い

て
の

実
験
で

あ
っ

た
。

①
の

選
種
及
び

施
肥
法
試
験
は
四

例
が

掲
載
さ

れ
て
い

る
。

こ
の

四

例
と
も

在
来
法
(

唐
箕
選

水
選
な
ど
)

と

温

水
選
と
の

比

較
試
験
で

あ

り
、

後
述
の

肥
料
比

較
試
験
も
兼
ね
て
い

る
。

そ

れ

ぞ

れ
の

比

較
試

験
で
の

附
収
結
果
に

対
し
て
、

ま

ず
、

佐

藤
農
芸

教
師
は
、

「

塩
水
撰
ノ

効
能
卜

燐
酸
肥
料
ノ

効
験
ト
ハ

実
ニ

常
人
ヲ

驚
ス
ニ

足
ル
モ
ノ
ナ
リ『
サ
と
述
べ

編

集
者
は
、

「
塩
水
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「

ηM

撰
ノ

利
益
ア
ル

ヲ

知
ル
ニ

足
レ
リ
」
、

「
是
レ

全
ク
塩
水
撰
ノ
効
力
ナ
ラ
ン
」

と
述
べ
、

塩

水
選
種
法
を
在
来
法
に
比
し
て

増
収
効
果
を
も
た
ら

す
も
の
と
し
て

絶
賛
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「
成
蹟
表
』

に

掲
載
さ
れ
た

試
験
報
告
の

中
で
一

番
多
く
を
数
え
た
の
が
、

②
の

施
肥
を

め

ぐ
る

試
験
で
あ
っ

た
。

一

六

例
の

試
作
報
告
が

渇
載
さ
れ
て
い

る
。

報
告
数
だ

け
を
み
れ
ば
、

栃

木
県
で
の

稲
作
改
良
の

方
向
と
し
て
、

施
肥
技
術
の

改
良
に
比
重
が
か
か
っ

て
い

る
と

考
え
ら

れ
な

く
も
な
い
。

こ
の

施
肥
試
験
の

内
容
は
、

在
来
施
肥
技
術
と
、

そ
れ
に
無
機
質
化
学
肥
料
と
し
て
の

過
燐
酸

石
灰
肥

料
と
ト
l
マ
ス

燐
肥
な
ど
の

燐
酸
肥
を
添
加
し
た

施
肥
技
術
を
比
較
し
た

も
の
が

主
で
、

他
に
二

例
、

紫
雲
英
施
肥
試
験
報
告
が

掲
載
さ
れ
て
い

る
。

こ
の

紫
雲
英
施
肥
試
験
に

対
し
て
、

編
集
者
は
「
執
レ
モ

良
好
ノ

成
蹟
ア
リ
、

(
中
略
)

肥
料

ニ

テ

費
用
ヲ

減
少
シ

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

収
穫
ニ

於
テ
利
益
ヲ

増
セ

リ
、

(
中
略
)

其
効
顕
ノ
著

シ

キ
ヲ

知
ル
ベ

シ
」

と
し
て
い

る
。

た
だ
し
、

県
内
で

自
生
し
て
い

る

も
の
よ

り
は
、

試
験
者
の

一

人
で
あ
る

河
内
郡
宇
都
宮
町
の

木
村
恒
治
が
種
子
を
滋

賀
県
か
ら
購
入
し
栽
培
施
肥
試
験
に
あ

て
て
い

る
よ

う
に
、

生

育
の
旺
盛
な

移
入
種
(
滋

賀
県
産
、

岐
阜
県
産
)

を
購
入
し
、

播
種
栽
培

し
た

方
が
効
用
が

大
き
い

と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、

施
肥
試
験
一

六

例
中
一

四
例
に
の
ぼ
る
燐
酸
肥
添
加
試
験
に
つ
い

て

検
討
し
た
い
。

こ
の
一

四
例
の

施
肥
試
験
の
一

二

例
で
塩
水
選
種
法
が
施
さ
れ
て
い

る
点
に
注
目
し
て

お
こ

う
。

塩
水
選
が
近
代
農
学
的
肥
料
試
験
に
と
っ

て

前
提
条
件
と
な
っ

て
い

る

事
を
示
し
て
い

る
c

ま

ず
、

比

較
の

基
準
と
な
る
「
旧
慣
」

「
普
通
」

と
称
さ
れ
る
い

く
つ

か
の

肥
料
の

構
成
を
見

て
み
よ

う
。

①
誌
+

青
草
+

石
灰
②
厩
肥
+

青
草
③
厩
肥
十

落
ち
葉
④
石
灰
+

大
豆

青
肥
寸

大
豆

十

厩
肥

⑤
人

糞
+

厩
肥

⑤
厩
肥
十

青
草
⑦
積
肥
十

石
灰
+

大
豆

③
厩
肥
+

〆
粕
ム

青
草
な
ど
で
あ

る
。

こ
の

肥
料
構
成
を
基

準
に
し
、

そ
れ
に
過
燐
酸
石
灰
や
ト
l
マ
ス

燐
肥
な
ど
の

燐
酸
化
学
肥

料
を
添
加
し
た

も
の

と

収
量
比
較
を
行
っ

て
い

る
の
で
あ
る
。

化
学
肥
料
試
用
に
よ
る

増
収
を
実
現
し
た

事
例
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な

く
、

結
果
と
し
て
顕
著
な

増
収
を
実
現
し
た
の
は
、

那
須
郡
那
珂
村
の

佐
藤
富
四
郎
と
足
利
郡
菱
村
の

撹
上
丑

太

郎
の

試
作

で
あ
っ

た
。

佐
藤
の

試
作
で
は
、

③
厩
肥
十

〆

粕
+

青
草
の

肥
料
構
成
に

対
し
、

〆
粕
を
除
い

て

そ
の

代
わ

り
に
過
燐
酸
石
灰
と
ト
l
マ
ス

燐
肥
を
そ

れ
ぞ
れ
添
加
し
た

も
の
と

比
較
し
た

結
果
、

前
者
で
一

斗
二

合
、

後
者
で
一

斗
六

合
の

増
収
を
実
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
c

撹
上
の

試
作
で
は
、

①
藁
十

青
草
十

石
灰
の

肥
料
構
成
に

対
し
て
、

厩
肥
十

青
草
+

過
燐
酸
石
灰
十

大
豆
の

構
成
を
し

た

も
の
が
九
升
五

合
四
勺
の

増
収
を
実
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

佐
藤
間一民
芸
教
師
は
、

前
者
の

試
験
に

対
し
て
、

「
此
ノ

試
験
ニ

於
テ

燐
酸
肥
料
ノ

特
効
ヲ
呈
セ

シ
ハ
、

実
ニ

驚
ク
ヘ

キ

程
ナ
リ
」

と
述
べ
、

後
者
の

試
験
に

対
し
て

も
同
じ
く
「
燐
酸
肥
ノ

特
効

ア
リ
シ
ハ
、

実
ニ

驚
ク
ベ

キ
程
ナ
川九
斗

と
述
べ

て
い

る
。

佐
藤
農
芸
教
師
の

思
惑
と
し
て
は
、

窒
素
と

燐
酸
の

協
同
に
よ
る

充
分
な
施
肥
、

特
に
近
代
農

学
者
が
そ
の
施
用
を
奨
励
し
て
い
た

稲
作
燐
酸
肥
の

効
能
を
強
調
す
る
こ

と
で
あ
っ

た

ろ

没
げ

そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

結
果
と
し
て

著
効
を
示
し
た

試
験
が

少
な
か
っ

た

事
か
ら
、

そ
の

原
因
を
試

験
地
の
七

質
、

肥
沃
度
、

試
験
人
の

試
験
法
、

過
燐
酸
石
灰
と
ト
1
マ

ス

燐
肥
の

肥
効
の

違
い
な

と
に

求
め
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

皮
肉
に
も
化
学
肥
料
を
試
用
せ

ず
に
、

在
来
の

有
機
質
肥
料
の

ま
た
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遠
里
は
、

明
治
二

四

年
五

月
六
日
に

県
庁
で

農
事
巡
回
教
師
の

辞
令
を

受
け
、

宇

都
宮
町
の

河

内
郡
役

所
で
の

演
説
を

皮
切
り
に
、

同

年
六

月
二

日
ま
で
、

第
6

1
4

表
の

よ

う
な

順
路
で

県
下

を
一

巡
し
、

改
良
法
の

演
説
と

指
導
を

お
こ

な

う
こ

と
に
な
っ

た
。

遠
里
の

演
説
会
で
の

盛

況
ぶ

り
を
「

下
野
新
聞
』

は

次
の

よ

う
に

伝
え

て
い

る
。

O

農
事
講

演
会
の

景
況

一

昨
日
当
地

郡
街
楼
上
に

於
て

開
き
た

る

福
岡
県
の

老

農
林
遠

里

翁
が

講
演
に
は
、

県
庁
よ

り
書
記

官
、

参
事
官
、

農
商
課
員
、

衛
生

課
員
、

師
範
学
校
よ

り
は
広

瀬
教
頭
始
め

職
員
生

徒
数

十
名
、

中
学
校
も
中
根
校
長
以
下
生

徒
数

十
名
を

引
き
連

れ
、

其
他

郡
吏
、

町
村
吏
、

各
村
の

農
事
篤
志

者
数
百
名
の

傍
聴
者
あ

り
。

午
後
一

時

頃
席

定
ま
る
を

待
ち
て
、

林
氏
米
作
改
良
に

関
す
る

事
を
苗

代
、

施
肥
、

耕
作
等
の

数

項
に

分
ち
、

反
覆
丁

寧
に

講

演
せ

ら
れ
、

疑
は
し

き

所
を

質
問
す
る

者
あ
れ
ば
一

々

之
を
説
明
し
、

四

時

間
計
り
の

長
時
間
誇
々

と

説
き

来
り
。

閉

会
せ
し
は

同

午
后
六

時

頃
な

り
き
(

明
治
二

四

年

五

月
八
日

付
〉

こ

の

時
に

行
っ

た

演
説

筆
記
は
、

県
が

明
治
二

四

年
(
一

八

九
一
)

七

月
二

八
日

付
で

「
老

農

林
迷
里

演
説

筆
記
』

と
し
て
出
版
し
て
い

る
。

ま
た
、

そ

れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、

那
須
郡
で
は

那

須

ハ叫】

mM

友
会
が

中
心
と

な
っ

て

別
刷

り
を
作
成
し

配
布
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

法
虫
の

巡

回

泌
説
は
、

徳
久
HAM
記

官
を

筆
頭
と
し
た

県
勧
業
当
局
の

奨
励
と

相

倹
っ

て
、

地
元

民
民
の

法
皇

改
良
一法

治
手
の

大
き
な

契
機
と

な
っ

た
。

芳
賀
郡
大
内
村
の

増
山
守
三

郎
は
「

客

年

木
県
ニ

於
テ

福
岡
県
老

股

林
法
型
ヲ

招

碍
シ
、

各
地
ニ

於
テ

米
作
上
ノ

演
説
ヲ

為
ス
ヤ
、

同
人
五
、

施

用
の

み
の

方
が

収

益
が

高
い

と
い

う
試
験
事
例
が
三

例
ほ
ど

報
告
さ

れ
て
い

る
。

一

例
を
あ

げ

れ
ば
、

河
内
郡
本
郷
村
の

鈴
木
儀
十
郎
の

試
験
田
で

あ
る
c

こ
こ

で
は
、

厩
肥
T

〆

粕
の

肥
料
構

成
で
、

一

反

歩
肥

料
代
金
七

円
、

一

反

歩
収
穫
米
代
金
一
一

円
六
三

銭
七
屋
、

差

引
四
円
六
三

銭

七

厘
の

第
一

区
に

対
し
て
、

そ

れ
に
過

燐
酸
肥

料
を
添
加
し
た

第
二

区
で
は
、

一

反

歩
肥

料
代
金

一

O
円
九
O
銭
、

一

反

歩
収
穫

米
代
金
一

二

円
三

九
銭
六

厘
、

差

引
一

円
四
九
銭
六

厘
と
い

う
結

果
を

示
し
て
い

る
。

こ

の

「
成

蹟
表
』

の

検

討
で

も
わ
か
る
よ

う
に
、

栃
木
県
下
で
の

稲
作
改
良
の
一

つ

の

方
向
と

し
て
、

近

代

農
学
的

方
向
が

大
き
な

柱
と
し
で
あ
っ

た
こ

と
が

う
か
が
え
る
。

化
学
肥

料
、

特
に

燐
酸
肥
の

導
入
が

強
く
意

識
さ

れ
て
い

る

点
、

第
二

に
、

施
肥
試
験
の

ほ
と
ん

ど
で

当
然
の

よ

う

に

選
種
法
と
し
て

塩
水
選
が

施

行
さ

れ
、

相
当
な
レ
ベ
ル

で
そ
の

導
入
・

普
及
が

見
ら
れ
る

点
な

ど
で

あ
る
。

し
か
し
、

そ
の

試
験
に

も
関
わ
ら

ず
、

「
旧

慣
」

法
の

絶
対
的

劣
位
を
証
明
す
る
ま
で
に
い

た

ら

ず
、

ま
た

老

農
農
法
に

対
し
て

も
、

そ
の

試
験
法
の

不
十
分
さ

を
指
摘
し
な
が

ら

も
、

そ
の

実

効
性
を

否
定
し

得
な
い

で
い

る
と
い

う
の

が

事
実
で

あ
ろ

う
。

こ
の
こ

と
は
、

明
治
二

0

年
代
を

通
し
て
の

近

代

農
学
と
老

農
農
法
の

技

術
的
措
抗
期
の
一

つ

の

姿
を

示
し
て
い

る
と
い

え
よ

う
。

そ

れ
で
は
、

県
下
改
良
法
の

も
う
一

つ

の

方
向
で

あ
っ

た

老

農
農
法
の

導
入
に
つ

い

て
ど
の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た

を

次
に

検
討
し
よ

う
。

林
遠
里
と

勧
農
社
実
業
教
師
の

招

轄
で

あ
る
。

林
遠
里
の

巡

回
演
説
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d豹
61
4
表日

明
治
二
四
年
栃
木
県
下
に
お
け
る
林
遠
里
巡
回
日
割
表

五
月
六
日

向

七
日

向

八
日

同

九
日

同
一

0
日

間
一
一

日

同
一
二
日

同一

四
日

同一
六
日

同一
七
日

同
一
八
日

間
一

九
日

介庄)

時

演

説

所

『下
野新
聞』
(
明
治二
四
年五
月二
日
付、
同八
日
付)
を
参照。

河
内
郡
宇
都
宮
町

塩
谷
郡
氏
家
町
大
字
氏
家

同

郡
大
宮
村
大
字
大
宮

同

郡
矢
板
村
大
字
矢
板

那
須
郡
大
田
原
町
大
字
大
田
原

同

郡
斑
野
町
大
字
直
野

那
須
郡
黒
羽
町
大
字
黒
羽
田
町

同

郡
鳥
山
町

芳
賀
郡
市
羽
村
大
字
市
塙

同

郡
水
橋
村
大
字
西
水
沼

同

郡
真
岡
町
大
字
真
岡

河
内
郡
上
三
川
村
大
字
上
三
川

日同
二
0
日

間
二
一

日

同
二
三
日

間
二
四
日

向
二
五
日

同
二
七
日

同
二
九
日

同
三
0
日

間
三
一

日

六
月
一

日

間

二
日 時

I負

説

所

下
都
賀
郡
小
山
町
大
字
小
山

同

郡
栃
木
町
大
字
栃
木

上
都
賀
郡
清
洲
村
大
字
北
半
田

阿

部
鹿
沼
町
大
字
鹿
沼

同

郡
落
合
村
大
字
小
代

河
内
郡
富
屋
村
大
字
徳
次
郎

下
都
賀
郡
小
野
寺
村
大
字
三
谷

安
野
郡
佐
野
町

同

郡
田
沼
町
大
字
国
沼

足
利
郡
毛
野
村
大
字
大
久
保

同

郡
足
利
町
大
字
足
利

ー//.)0 



六
ヶ

所
ニ
至
リ

之
ヲ
聴
聞
シ

、

加
之
多
年
自
力
ラ
経
験
セ
ル
方
法
ヲ
林
氏
ニ
談
話
シ

、

其
利
害
得

30
v

 

失
ニ
付
教
示
ヲ
請
ヘ
タ
ル
等 、

其
熱
心
感
ス
ベ
シ
ト

ス
」

と
評
さ
れ 、

「
旧
慣
」

法
と
遠
里
改
良

法
と
の
比
較
試
験
に
着
手
し
て
い
る 。

ま
た

、

河
内
郡
絹
島
村
の
神
山
藤
次
郎
も
「
昨
廿
四
年
本
県
ニ
テ
福
岡
県
老
農
林
遠
里
ヲ
招
特

シ
、

米
作
上
ニ
関
ス
ル
講
演
ア
リ 、

余
之
ヲ
聴
聞
シ
大
ヒ
ニ
感
ス
ル
処
ア
ル
ヲ
以
テ 、

直
チ
ニ
試

験
ニ
着
手
セ
ン
ト
シ
タ
レ
ト

モ
、

時
己
二
期
節
ヲ
経
過
シ

、

稲
苗
ハ
将
サ
ニ
生
育
シ
テ
一
二
寸
ニ

至
リ
タ
ル
ヲ
以
テ 、

之
レ
ニ
倣
フ
事
能
ハ
ザ
リ
シ

、

然
レ
ト

モ
、

多
少
同
氏
ノ
法
ニ
ヨ
リ

栽
培
ヲ

試
ミ
ン
ト

欲
シ

、

苗
ノ
密
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
疎
抜
シ

、

又
疎
植
及
ヒ
肥
料
醸
造
等
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ

、

其
米
作
ノ
結
果
ハ
頗
ル
良
好
ナ
リ
キ
jv
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

遠
里
の
巡
回
は 、

第
6
1
4
表

の
よ
う
に
五
月
六
日
か
ら
六
月
二
日
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
っ

た
た
め 、

苗
代
法
か
ら
の
改
良
に

は
遅
す
ぎ
た

。

そ
こ
で
神
山
は
厚
蒔
き
状
態
の
幼
苗
を
間
引
き 、

健
苗
を
育
成
し 、

疎
植
を
お
こ

な
い

、

そ
し
て 、

本
田
に
施
用
す
る
肥
料
の
製
造
も
お
こ
な
い

、

多
収
を
実
現
し
た
と
い
う
も
の

で
あ
っ

た
。勧

農
社
実
業
教
師
谷
茂
三
の
「
巡
回
日
誌
帳』

四
栃
木
県
に
勧
農
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
実
業
教
師
は 、

谷
茂
三
(
月
俸
一

五
円 、

明
治
二
四
年
一

O
月
j

同
二
七
年
一

月 、

那
須
・

塩
谷
両
郡
担
当
)

の
他
に 、

船
越
源
太
郎
(
月
俸
一

八
円 、

明

治
二
三
年
四
月
j

同
二
四
年
一
一

月 、

下
都
賀
郡
担
当
)

、

津
上
千
太
郎
(
月
俸
不
詳 、

派
遣
期

間
不
詳 、

上
都
賀
・

下
都
賀
両
郡
担
当 、

お
そ
ら
く

船
越
の
後
任
と
思
わ
れ
る
)

、

鎌
田
恵
三

(
月
俸
一
五
円 、

明
治
二
五
年
四
月
; 、

河
内
・

芳
賀
両
郡
担
当
)
J
草
場
利
作
(
月
俸
一

五
円 、

明
治
二
四
年
一

O
月

j 、

安
蘇
・

足
利
・

梁
田
三
郡
担
当 、

明
治
二
六
年
九
月
八
日
に
派
遣
地
の

安
蘇
郡
佐
野
町
で
病

弱

で
あ

喝

さ
ら
に 、

林
遠
里
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば 、

明
治
二
八
年
以
降 、

上
記
の
教
師
た
ち
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
形
で 、

鳥
越
猿
吉
(
河
内
・

芳
賀
郡
担
当
)

、

樋
口
久
五

郎
(
那
須
・

塩
谷
郡
担
当
)

、

藤
野
善
太
郎
(
下
都
賀
郡
栃
木
町
派
遣
)

、

神
納
五
三
郎
(
不
明)

ら
が
派
遣
さ
れ
た

。

本
節
で
検
討
を
加
え
る
「
巡
回
日
誌
帳』

を
書
き
綴
っ

た
勧
農
社
実
業
教
師
谷
茂
三
は 、

天
保

一

O
年
(
一

八
三
九
〉

五
月
二
一
日
に
筑
前
国
那
珂
郡
五
十
川
村
(
明
治
二
二
年
よ
り
日
佐
村
大

字
五
十
川 、

現
福
岡
市
南
区
五
十
川
)

に
生
ま
れ 、

万
延
元
年
(
一

八
六
O)

九
月
一

五
日
に
谷

家
に
入
家
し 、

文
久
三
年
(
一

八
六
三
〉

五
月
七
日
に
長
男
勘
吉
を
も・
つ
け
る
。

明
治
一

六
年

(
一

八
八
三
)
一
二
月
一

六
日
に
は 、

茂
三
は
勧
吉
に
家
督
を
譲
り
隠
居
す
る
が 、

明
治
二
五
年

(
一

八
九
二
)

に
は 、

後
妻
ゆ
き
と 、

そ
の
間
に
生
ま
れ
た
寅
吉 、

清
吉 、

浦
吉 、

源
三
郎
を
連

【

n
M

れ 、

分
家
す
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
四
年
(
一

八
九
一
)

段
階
で
の
谷
家
の
所
有
田
畑
は 、

回
二
町
四
反
四
畝
六
歩
(
地
価

一
一

O
四
円
四
八
銭
〉

、

畑
六
反
七
畝
九
歩
(
地
価
八
七
円
六
四
銭
〉

、

宅
地
一

反
五
畝
一

三
歩

(
地
価
三
九
円
五
銭
五
毘
)

、

山
林
原
野
四
反
五
畝
二
四
歩
(
地
価
五
円
三
六
銭
三
厘
)

で
あ
っ

『
お

四

た
。

こ
れ
ら
の
所一
J

規
校
か
ら
見
て 、

手
作
地
主
層
と
し
て
の
地
位
を
村
内
に
築
い
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
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谷
家
の
居
村
五
十
川
村
を
含
む
那
珂
却
は
、

恰
土
郡
・

志
摩
郡
・

早
良
郡
・

御
笠
郡
な
ど
と
と

も
に
、

福
岡
在
来
農
法
の
技
術
的
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
地
域
で
あ
り
、

そ
の
技
術
的
習
得
者
と

し
て
の
老
農
を
多
く
生
み
だ
し
、

そ
の
結
果
全
国
に
派
遣
さ
れ
た
多
く
の
実
業
教
師
を
輩
出
し
た

地
域
で
も
あ
っ

た
。

ち
な
み
に
、

明
治
二
四
、

五
年
(
一

八
九

て

九
二
)

に
勧
農
社
が
拡
張
さ
れ
た
と
き
に
、

重

留
の
本
場
と
は
別
に
、

二
つ
の
支
場
が
設
置
さ
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
第
二
農
場
が
こ
の
五
十
川
に

置
か
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

一

時
期
の
こ
の
地
域
と
勧
農
社
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。

谷
の
「
巡
回
日
誌
帳
』

は
、

「
明
治
二
十
五
年
十
一

月

巡
回
日
誌
帳
」

と
表
書
き
さ
れ
た
三

O
丁
足
ら
ず
の
小
横
帳
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、

最
初
の
四
丁
ほ
ど
は
後
に
合
綴
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、

実
際
の
記
事
は
同
年
九
月
二
三
日
よ
り
始
ま
っ

て
い
る
。

県
地
出
発
、

那
須
郡
大
田
原
町
試
験
田
検
分
候
処、

先
日
見
込
と
相
対日
不
申
、

同
所
ニ

泊

宇
都
宮
か
ら
那
須
郡
大
田
原
の
試
験
田
に
検
分
に
出
向
き
、

先
日
の
見
込
み
と
変
わ
ら
ず、

同

地
に
宿
泊
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

谷
は
、

当
初
宇
都
宮
を
拠
点
に
活
動
を
し
て
い
る
が
、

彼
の
担
当
郡
が
河
内
・

芳
賀
両
郡
の
数

カ
所
を
含
み
な
が
ら
も
、

那
須
・

塩
谷
両
郡
が
中
心
で
あ
っ
た
事
か
ら
、

河
内
・

芳
賀
両
郡
担
当

の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
鎌
田
恵
三
に
芳
賀
郡
市
羽
村
大
字
赤
羽
他
三
カ
所
(
芳
賀
郡
真
岡
、

河
内

郡
横
川
村
大
字
上
横
田
、

河
内
郡
山豆
郷
村
大
字
関
堀
〉

の
試
験
田
で
の
指
導
を
引
き
継
い
だ
後、

明
治
二
六
年
(
一

八
九
三
〉

五
月
一

二
日
に
は
、

那
須
郡
役
所
の
所
在
地
で
あ
っ
た
大
田
原
町
に

引
っ

越
し
た
。

そ
れ
以
後
は
、

宇
都
宮
に
幾
度
か
立
ち
寄
り
滞
在
す
る
が
、

大
田
原
を
拠
点
と
し

て
両
郡
を
巡
回
し
、

散
在
す
る
試
験
田
で
の
遠
里
改
良
法
の
指
導
・

伝
習
に
当
た
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

「
日
誌
』

中
に
見
ら
れ
る
彼
の
担
当
試
験
田
は
、

二
一

カ
所
に
の
ぼ
る
。

『
日
誌
』

が
書
き
起

こ
さ
れ
た
明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
)

九
月
か
ら
最
後
の
記
載
日
で
あ
る
明
治
二
七
年
(
一

八
九

四
)
一

月
二
七
日
ま
で
、

だ
い
た
い
時
期
的
に
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
ご
と
に
担
当
試
験
田
所
在
地
を
ま
と
め
た
も
の
が
、

第
6
1
5
表
で
あ
る
。

こ
の
表
を
も
と

に
作
成
し
た
の
が
第
6
1
1
図
の
谷
担
当
試
験
田
所
在
地
の
地
図
で
あ
る
。

谷
の
担
当
試
験
田
は
、

那
須
扇
状
地
と
栃
木
県
下
を
流
れ
る
主
要
河
川
(
荒
川
、

内
川
、

那
珂

川
、

鬼
怒
川
、

蛇
尾
川
、

第
川
な
ど
)

の
両
側
に
展
開
す
る
沖
積
地
水
田
地
帯
に
点
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

第
一

期
の
巡
回
順
路
は
、

宇
都
宮
↓
大
田
原
↓
境
林
↓
宇
都
宮
(
一

泊
二
日
)
、

宇
都
宮
↓
赤

羽
↓
宇
都
宮
(
間
前
)
、

宇
都
宮
↓
境
林
↓
宇
都
宮
(
三
泊
四
日
)
、

宇
都
宮
↓
境
林
↓
大
田
原

↓
伊
玉
野
↓
余
瀬
(
那
須
郡
川
西
町
、

農
談
会
出
席
)

↓
宇
都
宮
(
四
泊
五
日
)

と
い
う
も
の
で
、

余
瀬
で
の
農
談
会
出
席
の
た
め
巡
回
地
域
が
広
が
っ

た
以
外
は
、

巡
回
道
程
は
単
純
で
、

担
当
箇

所
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

第
二
別
で
あ
る
明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
)
一
一

月
か
ら
の
本
格
的
な
指
導
伝
習
活

動
の
開
始
と
担
当
試
験
回
の
附
加
に
よ
り
、

巡
回
は
頻
繁
に
な
り
、

エ
リ
ア
も
大
き
く
広
が
っ

た
。

第
二
期
で
宇
都
宮
を
寄
宿
地
と
し
て
い
た
時
期
の
巡
回
経
路
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
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試
験
田
で
の

谷
の

具
体
的
な
指
導
伝
習
内
容
を
体
系
的
に

把
握
す
る
た
め
に
は
、

彼
の

活
動
の

三

期
間
の

内
、

稲
作
の
一

サ
イ
ク
ル

全

般
に

関
わ
っ

た

第
二

期
の
い

く
つ

か
の

試
験
田
を
取
り
上

げ
る
の
が

賢
明
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、

記
述
が
比

較
的
詳
細
で
あ
る
川
崎
反
町
、

小
川
、

桜
野
に

所
在
す
る

試
験
回
で
の

彼
の

具
体
的
活
動
内
容
を
検
討
し
よ

う
。

そ
の
た
め
に
、

第
6

1
6

表
を

作
成
し
た
。

明
治
二

六

年
(
一

八
九一
二
)

一
一

月
か
ら
一

二

月
に
か

け
て
、

冬
蒔
き
畑
苗
代
造

成
の
た
め
そ

れ
ぞ

れ
の

試
作
人
に

対
し
て
苗
代
肥
料
の

製
造
法
と
施
肥
法
が

談
話
さ
れ
て
い

る
。

明
治
二

七

年

(
一

九
八
四
)

一

月
に
入
っ

て
、

畑
苗
代
の
造
成
と

播
種
が
お
こ

な
わ
れ
て
い

る
。

続
い
て
、

春

蒔
き
水
苗
代
用
の

種
籾
に

対
し
て
川
底
土

囲
い
の

方
法
が
施
さ
れ
て
い

る
。

栃
木
県
で
は
、

こ

の

二
つ
の

方
法
、

す
な
わ
ち
冬
蒔
き
畑
苗
代
法
と
川
底
土
囲
い

法
が
、

遠
里

改
良
法
の

技
術
的
中
心

を
な

す
も
の

と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

月
に
は
記
述
が
な
い
が
、

三

月
一

五
日
に

福
岡
か
ら

宇
都
宮
に

帰
着
し
た
と
い

う
記
事
か
ら

推
察
し
て
、

帰
省
出
発
日
は
確
定
で

き
な
い
が
、

こ
の

時
期
に

谷
は

福
岡
に
帰
省
し
て
い
た

模
様

で
あ
る
。

宇
都
宮
に

帰
着
後
、

翌
日
の
三

月
一

六
日
に
は
、

早
速
、

川
底
土

囲
い
の

種
籾
の

点
検

向
"ww

と
そ
の

囲
い

直
し
、

さ
ら
に
は

冬
蒔
き
の

畑
苗
代
の

上
に

鳥
害
防
止
の
た
め
に

覆
っ

て
い
た

葉
の

掛
け
直
し
を
行
っ

て
い

る
。

四

月
に
入
っ

て
か
ら
、

上
旬
に
は

水
苗
代
肥
料
製
造
法
の

談
話
と
、

畑
苗
代
お
よ
び

川
底
土

囲

い

種
籾
の

点
検
を
お
こ

な
っ

て
い

る
。

中
旬
に
は
、

小
川
の

試
験
田
で
田
畑
の

馬
耕
を
お
こ

な
っ

て
い

る
。

こ
の

時
期
に
、

水
苗
代
矯
種
用
と
し
て
長
期
間
(
三
カ

月
ほ
ど
)

川
底
の
土
に
埋
め
て

お
い
た

種
籾
を
引
き
上

げ
、

発
一
万
の

手
続
き
が
施
さ
れ
て
い

る
。

四

月
下
旬
に
は

水
苗
代
整
備
と

宇
都
宮

川

崎
反
町

桜
野
↓
小
川

鹿
子
畑
↓
宇
都
宮
(
四
泊
五
日
)
、

宇
都
宮
lv
川

崎
反

町
lv
氏
家
↓
桜
野
↓
小
川
↓
鹿
子
畑
↓
下
川
井
↓
熊
田
↓
宇
都
宮
(
三

泊
四
日
)
、

宇
都
宮
|ν
氏

家
lv
鹿
子
畑
↓
小
川
↓
大
田
原
↓
川
崎
反
町
↓
宇
都
宮
(
五

泊
六
日
)
、

宇
都
宮
↓
桜
野
↓
鹿
子

畑
1v
小
川
↓
桜
野
↓
川

崎
反
町
↓
宇
都
宮
(
六
泊
七
日
)
、

宇
都
宮
↓
赤
羽
↓
宇
都
宮
(
一

泊
二

日
)
、

宇
都
宮
↓
上
横
田
↓

宇
都
宮
(
日
帰
り
)
、

宇
都
宮
↓
関
堀
↓

宇
都
宮
(
日

帰
り
)

な
ど

で
あ
っ

た
。

次
に
、

第
二

期
の

大
田
原
に

引
っ

越
し
て
以
降
の
巡
回
経
路
の

主
な

も
の

を
あ
げ
て
お
こ

う
。

大
田

原
↓
小
川
↓
鹿
子
畑
↓
下
川
井
↓
熊
田
↓
桜
野
ψ
川
崎
反
町
↓
大
田
原
(
四
泊
五
日
)
、

大
田

原
↓
市
野
沢
+
大
田
原
(
日

帰
り
)
、

大
田
原
↓
川
崎
反
町
中
山牧
野
↓
鹿
子
畑
↓
小
川
↓
鹿

子
畑
↓
大
田
原
(
五

泊
六
日
)
、

大
田

原
↓
小
川
↓
鹿
子
畑
↓
下
川

井
1v
熊
田
↓
喜
連
川
↓
桜
野

↓
宇
都
宮
↓
桜
野
lv
片
岡
(
塩
谷
郡
)

↓
川
崎
反
町
↓
桜
野
↓
大
田

原
(
八
泊
九
日
〉

な
ど
で

あ

っ

た
。

宇
都
宮
を
寄
宿
地
と
し
て
巡
回
し
て
い
た
と
き
よ
り
も
、

そ
の

道
程
は
比

較
的
無
駄
が
な

く
、

ほ
ぼ
円
を
描
く
よ

う
に
巡
回
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

第
三

期
に
は
、

巡
回
の
エ

リ
ア
は
大
田

原
を
中
心
と
し
て
北
側
に

も
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
。

大
田

原
↓
市
野
沢
↓
黒
羽
↓
東
岩
崎
↓
伊
王

野
↓
市
野
沢
↓
大
田
原
(
二

泊
三
日
)
、

大
田
原

↓

幸
岡
↓
矢
板
↓
喜
連
川
↓
上
阿
久
津
↓
阿
久
津
↓
大
田

原
(
三

泊
四
日
〉
、

大
田

原
↓
黒
羽
町

八
塩
↓

伊
王

野
↓
大
田

原
(
二

泊
三
日
〉
、

大
田
原

親
岡
村

大
田

原
(
日
帰
り
)

な
ど
で
あ

っ

た
。
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・
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一
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五
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五
・
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五
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五

五
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一
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出奇

苗
代
肥
料
伝
習

醸
肥
料
製
造

陸
苗
代
施
肥
談
話

寒
中
陸
蒔
施
行

川
底
土
囲
い
施
行

試
験
田
注
意
談
話

川
底
土
固
い
直
し
・

寒
中
陸
蒔
覆

い
藁
直
し

水
苗
代
肥
料
醸
方
談
話

川
底
土
囲
い
・

寒
中
蒔
き
点
検

川
底
土
囲
い
種
発
芽
手
続
き

水
苗
代
整
備・
播
種

水
陸
と
も
苗
の
視
察
点
検

苗
移
植
法・
本
田
除
草
法
の
談
話

試
験
人
へ
移
植
日
限
指
導

試
験
田
移
植(
田
植)

蟹
爪
打
ち
施
行

JlI 

陸
苗
代
施
肥
談
話

寒
中
陸
蒔
施
行・
川
底
土
固
い
施

行試
験
田
注
意
談
話

川
底
土
囲
い
直
し
・

寒
中
陸
蒔
覆

い
藁
直
し

水
苗
代
肥
料
醸
方
談
話

川
底
土
固
い
・

寒
中
蒔
き
点
検

川
底
土
囲
い
種
発
芽
手
続
き

田
畑
馬
耕

水
苗
代
整
備・
播
種

水
陸
と
も
苗
の
視
察
点
検

苗
移
植
法・
本
田
除
草
法
の
談
話

試
験
人
へ
移
植
日
限
指
導

試
験
田
移
植(
田
植)

蟹
爪
打
ち
施
行

二
番
除
草
法
談
話

才長

野

醸
肥
料
製
造

陸
苗
代
施
肥
談
話

陸
苗
代
造
成

寒
中
陸
蒔
施
行

試
験
田
注
意
談
話

川
底
土
囲
い
直
し
・

寒
中
陸
蒔
覆

い
藁
直
し

水
苗
代
肥
料
醸
方
談
話

川
底
土
固
い
・

寒
中
蒔
き
点
検

種
の
視
察

水
苗
代
整
備・
播
種

水
陸
と
も
苗
の
視
察
点
検

苗
移
植
法・
本
田
除
草
法
の
談
話

試
験
人
へ
移
植
日
限
指
導

試
験
田
移
植(
田
植

試
験
田
水
加
減
談
話

蟹
爪
打
ち
施
行

二
番
除
草
法
談
話

ー/ー;d.i
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試
験
回
視
察 、

水
加
減
・

三
番
除

草
法
の
談
話

I�J -2. 

試
験
回
視
察 、

水
加
減
・

三
番
除

草
法
の
談
話

試
験
田
視
察 、

水
加
減
・

三
番
除

草
法
の
談
話

四
番
除
草
法
・

畑
馬
耕
法
伝
習

四
番
除
草
施
行

四
番
除
草
施
行

早
稲
五
番
除
草
施
行

試
験
田
視
察

試
験
田
視
察
(
虫
害
発
生)

試
験
田
視
察
(
虫
害
減
少)

五
番
除
草
施
行

五
番
除
草
施
行

試
験
田
視
察

試
験
回
視
察

試
験
田
視
察

農
談
会
出
席

試
験
田
坪
刈
施
行

試
験
人
へ

採
種
法
伝
習

試
験
人
へ

採
種
法
伝
習

試
験
人
へ

採
種
法
伝
習

試
験
田
坪
刈
施
行

試
験
回
坪
刈
施
行

試
験
田
坪
刈
施
行

谷
茂
三
『

巡
回
日
誌
帳』

よ
り
作
成 。

試
験
田
坪
刈
施
行

(
注)



同
時
に

播
種
が

お
こ

な

わ
れ
た
。

五

月
中
旬
に

水
苗

代
・

畑
町

代
と

も
に
、

苗

育
成
の

視
察
・

点
検
の
た
め
に
巡

回
し
、

同
月
下

旬
に
は

木
田

移
植
の

前
段
階
と
し
て

移
植
法
と

除
草
法
が

試
験
人
に

談
話
さ

れ
て
い

る
c

本
田

移

植
は
六

月
一

四
日
か

ら

同
月
二
一

日
に
か

け
て
お
こ

な

わ
れ
、

小
川
の

試
験
回
で

は
六

月
二

五
日

に
、

つ

づ
い

て

川

崎
反
町
(
七

月
二

日
)
、

桜

野
(

同
日
)

に

蟹
爪
打
ち
(

雁
爪
打
ち
)

が
一

番

除
草
と
し
て

お
こ

な

わ
れ
て
い

る
。

七

月
か

ら
八

月
に
か

け
て
、

試
験
回
の

視
察
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、

二

番
か

ら
五

番
ま
で
の

除

草
法
と

水
管
理
に
つ
い

て

談
話
が
な
さ

れ
、

小
川
の

試
験
田
で
は
八

月
二

日
に
畑
で
の

馬
耕
法
の

伝
習
が

み
ら
れ
た
。

八

月
二

O
日
の

試
験
田
巡

回
時
に

桜

野
の

試
験
田
で
虫

害
が

発
生
し
て
い

る
の

を
発

見
し
て
い

る
。

「
日

誌
帳
』

に
は
、

一

大
字
桜
野
試
験
田
試
察
シ

候
処
、

少
コ

ヌ
カ
虫
害
有
之

候

得
共
、

其

駆
除
法

不
能
、

天
気
晴
次
第
駆
除

致
ス

見
込
ニ

テ
、

同
所
出
発
」

と

記
し
て
い

る
c

桜

野
の

試
験

回
で
コ

ヌ
カ

虫
の

発
生

を
確
認
し
な
が

ら
、

雨
天
の
た
め
か
、

駆
除
法
に

必
要
な

油
、

注
油
器
な

ど

を

携

帯
し
て
い

な
か
っ

た
た
め
か
、

当
日
に

駆
除
法
を
施

行
し
な
か
っ

た
。

同
月
二

四
日
に

再

び

同
試
験
田
を

視
察
し
た

折
、

ウ
ン

カ
の

減

少
が
み
ら
れ
、

駆
除
は

見

合
わ
せ

ら
れ
た
。

九

月
二

九
日
に
は
、

早
く
も
小
川
の

試
験
田
で

坪
刈
が

施

行
さ

れ
(

お
そ
ら

く

早
稲
品
種
)
、

同
所
で
一

O
月
一

九
日
、

二

O
日

と

続
き
、

さ
ら
に

同
月
二

三
日
に

川

崎
反
町
、

同

月
二

七
日
に

桜

野
で

も
坪
刈
が

施

行
さ

れ
て
い

る
。

当
然
こ

の

時
期
に
は

次
年
度
用
の

種
籾
の

採
種
法
が

試
験

田
で

伝
習
さ

れ
て
い

る
の

で

あ
る
。

「

明
治
二

十
六

年
林
遠
里
法

米
作
試
験

成
蹟
』

(

栃
木
県
、

明
治
二

七

年
二

月
)

に
は
、

同

年

の

県
下
で
の

延
べ

五
二

カ

所
の

試
験
田
の

内
二

三
カ

所
で

「
旧

慣
」

法
と

改
良
法
と
の

比

較
表
が

掲
載
さ

れ
て
い

る
。

坪
当

収
量
は
、

前
者
で

平
均
一

升
七

合
二

勺
四

才
、

後
者
が

平
均
で
二

升
一

合
一

勺
一

才
、

差
し

引
き
三

合
八

勺
七

才
の

改
良
法
の

増
収
が

記

録
さ

れ
て
い

る
。

同
「

成
蹟
表
』

に
は
、

詳
細
な

試
験
田
記

録
が

掲
載
さ

れ
て
い

る
の
で
、

い

ま
ま
で

見
て

き
た

谷
担

当
の
三
つ

の

試
験
田
の

成
績
表
を
次
に

あ

げ
て
お
こ

う
。

第
6

1
7

表
に

川

崎
反
町
の

試
験

人

湯
沢

辰
次
の

成

績
を
示
し
た
。

「
旧

慣
」

法
に

対
し
て
、

二
つ

の

選

種
法
(

冬
蒔
き
畑
苗
法
、

川
底
土

囲
い

水
苗
法
)

に

よ
る

遠
里

改
良
法
が

比

較
さ

れ
て
い

る
。

播
種
期
日
は

①
③
は

四

月
二

九
日
で

同
日
で

あ
る
が
、

②
は

一

月
四
日

と
な
っ

て

お

り
、

冬
蒔
き
畑
苗
法
の

特
徴
を
示
し
て
い

る
。

品
種
は

①
が

晩
稲
神
力
に

対
し
て

改
良
法
が

中
稲
石
白
を

採
用
し
て
い

る
。

反
当

播
種
量
は
、

①
が
八

升
に

対
し
て
、

②
は

そ
の

五

分
の
一

程
の
一

升
五

合
、

③
は
八

分
の
一

の
一

升
と

極
薄
蒔
き
で

あ
る
。

胞
肥

内
容
は
、

①
が

厩
肥
一i

人

糞
+

〆

粕
に

対
し
て
、

改
良
法
は

厩
肥
が

①
の
一

O
倍
施
用
さ

れ
、

さ
ら
に

水
肥
と

刈
敷
、

〆

粕
が

施
用
さ

れ
、

肥

料
代
金
で
は

改
良
法
は

①
の
三

倍
ほ
ど
に
な

り
、

改
良
法
が
こ
こ

で
は

多
肥

良
法
で

あ
る
一

面
を

窺
う
事
が
で

き
る
。

一

一株
苗
数
は
、

①
が

七
、

八

木
に

対
し
て
、

改
良
法
で
は
一
、

二

本
と

極
疎
植
で

あ
る
。

し
か
し
、

坪
当
株
数
は

①
が

四

O
株
に

対
し
て
、

②
が

四
九

株
、

③
が

四
七

株
と

少
し

厚
植
え
に
な
っ

て
い

る
。

結
果
的
に
は
、

「

旧
慣
」

法
に

対
し
て
、

冬
蒔
き
畑
苗
代
法
が
一

石
二

斗
六

升

水
苗
代
法
が
一

石
五

斗
の

地
収
と
な
っ

て
い

る
の
で

あ
る
。

川
底
土

囲
い
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電動
6，
7
表

湯
沢
辰
次
担
当
試
験
田
成
績
表

水
陸
苗
代
の
区
別

土
質
及
び
等
級

稲
品
種

播
種
期
日

反
当
苗
代
坪
数

反
当
播
種
量

反
当
施
肥
量

同
代
価

移
植
期
日

一

株
本
数

一

坪
株
数

除
草
回
数

坪
刈
期
日

坪
刈
収
量

籾
一

升
重
量

反
当
籾
収
量

対
①
増
収
高

① 

「
旧
慣」

法

普
通
水
苗
代

真
土

六
等
甲

晩
熟
神
力

四
月
二
九
日

一

六
坪

八
升

厩
肥

四
駄

人
糞
一

荷
半

〆
粕
一

斗

一

円
八
八
銭
八
厘

六
月
二
一

日

七、

八
本

四
O
株

五
回

一

O
月
二
三
日

一

升
九
合

二
七
三

匁

五
石
七
斗

② 

改

良

法

冬
蒔
き
畑
苗
代

向
上

中
熟

石
白

一

月
四

日

二
五
坪

一

升
五

合

厩
肥

四
O
駄

水
肥

六
荷

刈
敷
一

二
束

〆
粕

六
升

五
円
八

七
銭
三
厘

向
上

て

二
本

四
九
株

向
上

向
上

二
升
三
合

二
勺

二
七
O
匁

六
石
九

斗
六
升

一

石
二
斗
六
升

(
注)

『
明
治
二
十
六
年
林
遼
里
米
作
試
験
成
蹟』
(
明
治
二
七
年
二
月、
栃
木
県)
に
よ
る。

③ 

改

良

一七二二同岡田向同同同同同同一一回同同川
石石六升上上七上上上上上上上升O月上上底
五二O四 株 坪二 土

斗斗匁合 九 囲
日 u、

水
苗
代 j去

1)4 -1 



試
験
人
薄
井
賛
寛
の

担
当
し
た
小
川
の

試
験
田
で
は
、

普
通

水
苗
代
に
よ
る
「
旧
慣
」

法
に

対

し
て
、

早
・

中
・

晩
稲
の

四
品
種
で
五
つ

の

改
良
法
と
の
比

較
試
験
を
第
6

1
8

表
の
よ

う
に

お

こ

な
っ

て
い

る
。

谷
の

予
怨
に
よ
れ
ば
、

木
試
験
問
で
改
良
法
の

坪
刈
は
三

升
内
外
で
あ
っ

た
が
、

実
際
は

表
中

に

見
ら
れ
る
よ

う
に
二

升
前
後
に

終
わ
っ

て
し
ま
っ

た
。

そ
の

理
由
と
し
て
、

試
験
田
の
土

質
が

砂
土
で
そ
の

下
層
が

際
質
で
あ
っ

た
た
め
に
、

慣
行
通
り
排
水
を
し
た

場
合
、

田
面
に
亀

裂
を
生

じ
、

稲
根
を

損
傷
す
る

危
険
が
あ
っ

た
た
め
、

谷
が

排
水
期
日

を
慣
行
よ
り
二

週
間
延
期
す
る
よ

う
に

区
長
と

協
議
し
た
が

聞
き
届
け
ら
れ
ず
、

そ
の

結
果
、

晩
稲
種
の

関
取
と

神
力
を
試
作
し
た

-

aω
 

試
験
凹
で

枇
が

多
く
発
生
し
た
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
し

る

改
良
法
に
適
合
し
た
一

つ

の

技

術
シ
ス
テ
ム

と
し
て

慣
行
を
組
み
替
え
て
い

く
事
の

難
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

し
か
し
、

そ
の

増

収
効
果
は
文
字
ど
お
り
圧
倒
的
で
あ
っ

た
。

桜
野
の

試
験
田
を
担
当
し
た
の
は

桧
山
善
平
で
あ
っ

た
。

「
旧
慣
」

法
と
の
比

較
試
験
は
お
こ

な
わ

ず
、

第
6

1
9

表
の
よ

う
に
二
つ

の

改
良
法
が
試
験
さ
れ
て
い

る
。

本
試
験
田
で
は
、

「
旧
慣
」

法
と
の
比

較
試
験
を
お
こ

な
っ

て
い

な
か
っ

た
た
め
、

巡
視
の

際

に

試
験
人
に

試
験
回

同
等
の
土
地
で

優
等
の

実
収
を
あ
げ
た
田
の

籾
収
量
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、

五

石
な
い

し
五

石
二
、

三

斗
と
の
こ

と
で
あ
っ

た
。

そ
の
こ

と
か
ら

勘
案
し
て
「

本
試
験
ノ

成
蹟
ハ

多
少
ノ

効
果
ヲ

得
タ
ル
モ

ノ
ト
云
フ
ヘ

シ
」

と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

前
述
の
よ

う
に
、

老
農
農
法
と
近
代
農
学
が

括
抗
し
、

農
学
士
か
ら
の

遠
里

改
良
法
へ

の

批
判

が

顕
著
に
な
る

中
で

も
、

栃
木
県
で
は
「
之
ヲ

実
験
ニ

徴
ス
ル
ニ
、

其
効
果
頗
ル

良
好
ナ
リ
」

と

し
て
、

「
将

来
勉
メ
テ
之
レ
ガ

普
及
ヲ

謀
ル

ヲ
以
テ

利
ア
リ
ト
ス
」

と
、

県
で
の

稲
作
改
良
策
の

一

つ

の

柱
と
し
て
そ
の

普
及
を
奨
励
す
る
と
い

う
基
本
的
立

場
を
表
明
し
て
い

る
。

そ
し
て
、

遠
里

改
良
法
と
し
て

奨
励
さ
れ
た

冬
蒔
き
畑
苗
代
法
と
川
底
土
囲
い

法
の

危
険
性

(

前
者
で
の

鳥
害
、

後
者
で
の・
腐
敗
な
ど
)

へ

の

農
業
者
の

危
慎
に

対
し
て
、

「

多
ク
ノ

報
酬
ヲ

【
mv

得
ン

ト
ス
ル
ニ
ハ
、

初
メ

多
少
ノ

失
誤
ヲ
生
ス
ル
ハ

素
ヨ

リ

免
カ
レ
サ
ル

ノ
数
ナ
リ
一

と
述
べ
、

さ
ら
に
「

前
記
危
険
ノ

如
キ
幾
度
カ

試
験
ヲ
ナ
シ
、

其
方
法
宜
ロ
シ

キ
ヲ

得
ル
ニ

於
テ
ハ
、

満
足

内却w

ノ

結
果
ヲ
観
ル

信
シ

テ
疑
ハ

サ
ル
ナ
リ
」

と
農
業
者
を
激
励
鼓
舞
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

県
と
し
て

も
遠
里

改
良
法
の
こ

の
こ

法
に
関
し
て
、

「

果
シ

テ

収
穫
ヲ

増
加
ス
ル

ノ

《
MWV

要
素
ナ
ル

ヤ

否
多
少
疑
ヒ
ノ

存
ス
ル

ア
リ
」

と
前
述
の

確
信
が

揺
れ
動
く
。

結
局
、

さ
ら
に

実
験

を
繰
り
返
さ
な
い

限
り
そ
の

効
果
に

関
し
て
断
言
で

き
な
い

と
し
な
が
ら
、

遠
里

改
良
法
の
一

つ

の

柱
で
あ
る

疎
播
疎
植
法
に
関
し
て
だ

け
次
の
よ

う
に
評
価
を
下
し
た

に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

難
然
、

苗
代
ノ

薄
蒔
ト
舟
秩
本
数
ノ
減
却
ト
ハ
、

各
地
試
験
ノ

成
績
較
著
ナ
ル

ヲ
以
テ
、

之

内
創心

ガ

利
益
ヲ
唱
道
ス
ル
二

時
踏

セ
ス

括

栃
木
県
で
の

稲
作
改
良
焚
励
策
の

特
徴
は
、

近

代
農
学
と
老

農
農
法
と
が

同
時
期
に

導
入
さ
れ

た

点
に

あ
っ

た
。

近

代
良
川
子
を
身
に
つ

け
た

農
学
士
と
、

遠
里

改
良
法
を
身
に
つ

け
た

勧
民
社
実

業
教
師
と
が

競
合
し
な
が
ら

県
下
回民
事
改
良
を
点
か
ら
面
ヘ

進
め
る
た
め
に

活
動
し
て
い
っ

た
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(注)
『明治二十六年林遠里米作試験成蹟』(明治二七年二月 、
栃木県)による 。

第。，g
表
薄
井
賛
寛
担
当
試
験
田
比
較
表

苗
代
区
別

土
質
及
等
級

稲
品
種

措
種
期

日

反
当
苗
代
坪
数

反
当
播
種
量

反
当
施
肥
量

同
代
価

移
植
期

日

一

株
本
数

坪
当
株
数

除
草
回
数

坪
刈
期

日

坪
刈
収
量

反
当
籾
収
量

対
①
増
収
高

① 

「
旧
慣」
法

普
通
水
苗
代

砂
土

六
等
甲

中
熟
石
白

四
月
二
六
日

一

六
歩

八
升

焼
酎
粕

三
O
貫
目

〆
粕
一

斗

積
肥

三
O
駄

四
円
二

O
銭

旧
五
月
一
日

七 、

八
本

五
三
株

三
回

一
O

月
二

O
日

一

升
二

合
七

勺

二
石
八

斗
一
升

② 

改
良
法

川
底
種
水
苗
代

向
上

向
上

向
上

一

五
歩

一

升
向

上
向
主

向
上

向
上

向
上

て

二
本

三
三
株

五
回

向
上

一

升
六

合

四
石
八

斗

九
斗
九
升

③ 

改
良
法

二四一同同三同同同同同同同同同晩同冬
斗石升上上O上上上上上上上上上熟上蒔
四O三 株 関 ・ き
升五合 . 取 畑

升五
、

苗
勺 . 代

④ 

改
良
法

二六二同同三同同同同同同同同同晩同川
石石升上上五上上上主上上上上上熟上底
三一O 株 神 種
斗斗五 力 水
四五勺 苗
升升 代

③ 

改
良
法

二六二九同三同同同同同同同同同早同冬
石石升月上六上上上上上上上上上熟上蒔
六四一二 株 豊 き
斗斗合九 坊 畑
四五五日 苗
升升勺 代

⑤ 

改
良
法

二六二同同同同同同同同同同同同同同川
石石升上上上上上上上上上上上上上上底
二00 種

斗三一 水
二升勺 苗
升 代
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SW
6'
ア
表

槍
山
普
平
反
当
試
験
図
表

同
代
価

改
良
法

① 

② 

改
良
法

I J.f"ー之

① 

② 

改
良
法

五二一同同同同同
石七升上上上上上

二O七
斗匁合
五 五

升 勺

改
良
法

川
底
囲
極
水
苗
代

向
上

向
上

四
月
二
八
日

一
O
歩

一

升
向

上
向

上
向

上

移
植
期
日

一
株
本
数

一
坪
株
数

除
草
回
数

坪
刈
期
日

坪
刈
収
量

槻
一

升
重
量

反
当
籾
収
量

六
月

二
O

日

一、

二
本

四
二
株

五
回

一

O
月

二
七
日

二
升

二
五

O
匁

六
石

水
陸
苗
代
区
別

土
質
及
等
級

稲
品
種

播
種
期
日

反
当
苗
代
坪
数

反
当
播
種
量

反
当
施
肥
量

冬
蒔
き
畑
苗
代

黒
土
八
等
乙

中
熟
石
白

一

月
七
日

二
O
歩

二
升

厩
肥
一

五
駄

〆
粕
一

斗
五

升

二
円

二
銭
五
厘

(
注)

『
明
治
二
十
六
年
林
遠
里
米
作
試
験
成
問』
(
明
治
二
七
年
二
月、
栃
木
県)
に
よ
る。



の
で
あ
る

。

勧
m一民
社
実
業
教
師
が
伝
習
し
よ
う
と
し
た
林
遠
里
稲
作
改
良
法
は

、

遠
里
の
県
下
巡
回
の
折
に

行
っ
た
演
説
と

、

谷
の
指
導
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

、

冬
蒔
き
畑
苗
代
法
と
川
底
土
囲
い
水
苗
代

焼
肥
と
醸
し
肥
の
製
造
と
施
用

、

法
と
に
特
徴
が
あ
っ
た

。

虫
害
駆

そ
の
他 、

疎
橘
・

疎
植
法 、

乾
田
馬
耕
法
な
ど
の
丹
念
な
稲
作
栽
培
技
術 、

す
な
わ
ち
福
岡
県
下
の
老
農

除
法 、

水
管
理
法

、

と
し
て
身
に
つ
け
て
い
た
福
岡
在
来
農
法
も
含
ま
れ
て
い
た

。

乾
田
馬
耕
法
に
つ
い
て
は

、

谷
が
赴
任
中
に
二
度
ほ
ど
そ
の
伝
習
を
試
み
て
い
る
が

、

岡
県
で

こ
の
こ
と
は

、

導
入
し
よ
う
と
し
た
改
良
法
の
重
要
な
要
件
を
構
成
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い

。

お
そ
ら
く 、

栃
木
県
が
古
く
か
ら
の
産
馬
地
帯
と
し
で
あ
っ
た
こ
と

、

も
在
来
の
技
術
と
し
で
あ
っ
た
た
め

~守

円相川

っ
た
の
で
あ
ろ
う
c

馬
耕
自
体

そ
れ
ゆ
え
に

、

そ
の
技
術
的
相
違
に
も
関
わ
ら
ず
強
く
意
識
さ
れ
な
か

寸
暇
を
惜
し
ま
ず
遠
里
改
良
法
の
伝
習
の
た
め
に
奮
闘

谷
は

、

実

丹
今

そ
し
て

は 熱
、

心

そ
の

彼
の
伝
習
活
動
を
淡
々
と
我
々
に
伝
え
て
く
れ
る
が

、

し
た

。

谷
の
「
巡
回
日
誌
帳
』

行
間
に
彼
の
誇
ら
し
げ
な
姿
と
と
も
に

、

風
土
・

人
情
の
異
な
る
地
に
来
て
の
彼
の
辛
苦
を
感
じ

取
ら
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

。

福
岡
市
南
区
五
十
川
谷
茂
氏
所
蔵 、

本
資
料
は
「
勧
農
社
実
業
教
師
の
巡
回
日
誌
l
l

明
治

二
五
年
以
降
栃
木
県
に
お
け
る
谷
茂
三
の
活
動
l
l

」

と
し
て
「
社
会
科
学
』

(
同
志
社
大
学

人
文
科
学
研
究
所
)

第
四
三
号
(
一

九
八
九
年
三
月
)

に
全
文
を
翻
刻
し
て
い
る
の
で

、

参
照

さ
れ
た
い

。

の

「
栃
木
県
史
』

通
史
編
7
・

近
現
代
二
(
昭
和
五
七
年
三
月
)
一

二

五
頁
参
照

。

の

「
下
野
新
聞
』

明
治
二
四
年
四
月
一
一

日
付 、

同
年
五
月
一

九
日
付 、

同
年
五
月
二
二
日
付 、

同
年
五
月
二
八
日
付
の
記
事
に
よ
る

。

ω

農
事
講
習
所
に
つ
い
て
は

、

前
掲
「
栃
木
県
史
』

二
八
二
頁
j

二
八
五
頁
参
照

。

ω

前
掲
「
栃
木
県
史
』

で
は

、

県
下
で
の
農
事
奨
励
が
近
代
農
学
の
導
入
に
収
徴
さ
れ
て
い
る

が
、

事
実
は
本
章
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に

、

林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
が
進
め
ら
れ 、

そ

れ
の
普
及
指
導
が
県
農
事
奨
励
策
の
一

つ
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

。

栃

木
県
に
お
け
る
遠
里
や
実
業
教
師
の
招
轄
に
と
っ

て
当
時
栃
木
県
書
記
官
で
あ
っ
た
徳
久
恒
範

の
存
在
を
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い

。

彼
は

、

本
書
第

二
早
で
も
触
れ
た
よ
う
に

、

明
治
十

年
代
後
半
の
石
川
県
書
記
官
時
代
か
ら
終
生

、

遠
里
と
そ
の
思
想
の
熱
烈
な
支
持
者
で
あ
り 、

赴
任
地
先
々
で
遠
里
改
良
法
の
導
入
に
熱
心
で
あ
り
つ

-
つ
け
た

。

ω

林
遠
里
法
に
基
づ
く
「
成
蹟
表
』

は
、

現
在
の
と
こ
ろ
明
治
二
五
年
と
同
二
六
年
の
二
カ
年

分
が
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
が

、

勧
農
社
の
実
業
教
師
は
そ
れ
以
降
も
派
遣

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

以
後
に
も
「
成
績
表
』

が
出
版
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

ω

「
米
作
試
験
成
防
表
』

(
栃
木
県 、

明
治
二
五
年
四
月
)

「
付
言
」

よ
り
引
用

。

ω

神
力
杓
に
つ
い
て
は

、

胤
嘉
一

「
近
世
稲
作
技
術
史
』

(
昭
和
五
O
年
一
一

月 、

鹿
山
漁
村

文
化
協
会
)

第
四
章
第
八
節
「
「
神
力
』

お
よ
び
「
愛
国
』

種
誕
生
の
前
夜
物
語
」

参
照

。

、、，〆l
 
r，‘、
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二
五
頁
よ
り
引
用
。

(31)(30)(29) の

「
海
田
町
史
』

頁
参
照
。

ω

前
掲
「
米
作
試
験
成
蹟
表
』

山

間
前
五
六

頁
よ

り
引
用
。

ω

同
前
同
頁
よ

り
引
用
。

ω

同
前
二
三

頁
よ
り
引
用
。

ω

同
前
一
一

頁
よ
り
引
用
。

ω

同
前
六

頁
よ
り
引
用
。

川

同
前
一
一

頁
よ
り
引
用
。

ω

同
前

二
一

頁
よ
り
引
用
o

m

同
前
一

九
頁
よ
り
引
用
。

ω

同
前
四
j
五
頁
よ
り
引
用
。

ω

同
前
二

四
頁
よ
り
引
用
。

山

同
前
二

七
頁
よ
り
引
用
。

ω

過
燐
酸
肥
料
の

栃
木
県
で
の

普
及
に
あ
た
っ

て
佐
藤
農
芸
教
師
は
積
極
的
役
割
を
は
た
し
た
。

「
下
野
新
聞
』

は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

「
(
前
略
)

此
程
本
県
農
芸
教
師
佐
藤
農
学
士
は
、

本
県
に

取
次
販
売
す
る
該
肥
料
(
過
燐
酸
肥
料
!
注
西
村
)

を
農
科
大
学
に
送
り
之
が
分
析
を

­

依
頼
し
た
る
に
、

同
大
学
に
て
は

長
岡
助
教
授
之
を
担
任
分
析
し
、

該
肥
料
百
〆
日
中
燐
酸
の

7

量
十
四
〆
八

百
六
十
目
に
し
て
、

其
の

現
価
ハ

百
〆
目
十
三

円
な
れ
と
も
十
二

円
位
の

価
な
る

け

由
、

何
れ
に
せ
よ
当
今
に
て
は
、

先
づ

廉
価
な
る
好
肥
料
な
り
と
の

趣
き
回
答
及
ば
れ
た
れ
パ

J

本
県
庁
に
て
も
今
は
疑
ふ

所
な
し
と
、

普
く
之
を
各
試
験
人
に
頒
か
た
れ
た

り
」

(
明
治
二

四

年
五
月
一

五
日
付
)

ω

明
治
二

四

年
五
月
八
日
発
会
。

発
会
式
の

模
様
は
「
下
野
新
聞
』

(
明
治
二

五

年
五
月
一

四

日
付
)

に
詳
し
い
。

官
民
一

体
と
な
っ

て
農
事
振
興
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た

農
会
組
織
で
あ
る
。

ω

林
遠
里
宛
て
那
須
郡
書
記

神
田

貞
書
簡
(
林
家
文
書
九
O
九
!
二
、

明
治
二

四

年
一

O
月
八

日
)

参
照
o

m

前
掲
「
米
作
試
験
成
績
表
』

二

八
頁
j
二

九
頁
よ
り
引
用
o

m

同
前
三
七
頁
よ
り
引
用
。

ω

谷
の
「
巡
回
日
誌
帳
』

に
よ
る
。

ゆ

「
実
業
教
手
派
遣
人
名
一

覧
表
』

(
「
福
岡
県
史
』

近
代
史
料
編
「
林
遠
里
・

勧
農
社
」
、

一

九
九
二

年
三

月
、

所
収
)
、

「
明
治
二

十
六

年
林
遠
里
法
米
作
試
験
成
蹟
』

(
明
治
二

七

年

二

月
、

栃
木
県
)

に
よ
る
。

谷
茂
氏
よ

り
の

聞
き
取
り
と
同
家
「
過
去
帳
」

に
よ
る
。

明
治
二
二

年
「
土
地
台
帳
」

(
谷
茂
氏
所
蔵
)

に
よ
る
。

栃
木
県
に
お
け
る
水
田
の

分
布
に
つ
い
て
は
、

有
薗
正
一

郎
「
近
世
末
の

農
地
利
用
」
、

同

「
明
治
大
疋

朋
の

民
地
利
用
」

(
「
日
本
の
近
代
化
と
土
地
利
用
変
化
』
一

九
九
二

年
一
一

月
、

文
部
省
科
学
研
究
資
竜
点
領
域
研
究
「
近
代
化
と
環
境
変
化
」

所
収
)

と
「
明
治
大
正
地
図
集

成
』

(
学
生
社
〉

を
参
照
し
た
。

通
史
編
(
昭
和
六
一

年
九
月
)

第
五
章
「
近
代
の

海
田
」

四
五
五
;
四
五
六



冬
蒔
き
畑
苗

代
法
に
つ
い

て
遠
里
は
栃
木
県
で
の

「

演
説
筆
記
』

で
は
第
一

等
の

技
術
と
説

明
す
る
。

以

下
、

第
二

等
l
土
四
種
を
畑
苗
代
に
春
蒔
き
し
た

も
の
、

第
三

等
l
土
四
種
を
畑

苗
代
に

春
蒔
き
し
、

発
生
の

後
に
小
量
の

水
を
注
い
だ

も
の
、

第
四
等
!

寒
水
浸
の

種
を
畑
苗

代
に

春
蒔
き
し
、

発
生
の

後
に
小
量
の

水
を
注
い
だ

も
の
、

第
五

等
!
寒
水
浸
の

種
を
発
芽
の

後
に
水
苗
代
に

蒔
き
付
け
た

も
の
、

と
し
て
い

る
。

川
底
土

囲
い

法
に
つ
い

て
遠
里
は
一

土

囲

及
寒
水
浸
シ
ハ

冬
蒔
ノ

略
法
ニ

シ
テ
、

冬
蒔
ト

同
シ

キ

功
用
ヲ
期
ス
ル
モ

ノ
ナ
リ
」

(

前
述

「
演
説
筆
記
』

二
二

頁
よ

り
引
用
)

と
述
べ
、

土
囲
い
・

寒
水
浸
両
法
が
冬
蒔
き
法
の

略
法
で

同
様
の

効
果
を
持
つ

も
の
と
し
、

川
底
土
囲
い
の

方
法
を
「
多
ク
仮
撚
ヲ

掛
ケ
タ
ル

細
キ

縄
ニ

テ

編
ミ
、

薄
ク
強
キ
小
葱
ヲ

造
リ
、

其
内
ニ
ハ

籾
種
五

升
以
内
ヲ
入
レ
、

且
ツ

別
ニ

種
類
ヲ

標

記
シ

タ
ル

竹
片
ヲ

挿
入
シ
、

十包
ハ

縄
ニ

テ
三

重
許
リ
回
シ
、

緩
ク
結
ヒ
、

之
ヲ

水
浅
ク
シ
テ
狭

キ
小
川
ノ

荒
砂
ア
ル

川
底
ヲ

堀
リ
テ
埋
ム

ル
ナ
リ
」

と
説
明
し
て
い

る
。

仰

遠
里
は

前
述
の
「

演
説
筆
記
』

で
土
囲
い

種
の

斉
一

な
発
芽
を
う
な
が

す
た

め
に
、

八

十
八

夜
の
六
、

七

O
目

前
に
種
籾
を
掘
り
出
し

裏
返
し
に
し
て
埋
め

戻
す
こ
と
を
述
べ

て
い

る
が
、

谷
は
四
、

五

O
目

前
の

囲
い

直
し
に
な
っ

て
い

る
。

ω

「
明
治
二

十
六

年
林
遠
里

米
作
試
験
成
蹟
』

三
八

頁
参
照
。

釦

同
前
三
四

頁
よ

り
引
用
。

加

同
前
七

頁
よ

り
引
用
。

­

m

同
前
同
頁
よ

り
引
用
。

8nぺJV

犯

同
前
七

頁
よ

り
引
用
。

ゆ

同
前
七
j
八

頁
よ

り
引
用
。

仙

同
前
八

頁
よ

り
引
用
。

小川

同
前
向
頁
よ

り
引
用
。

ω

前
掲
「
栃
木
県
史
』

(一

二

九

頁
)

に
お
い

て
馬
耕
用
農
具
と
し
て
の

大
鍬
(

長
床
翠
)

が

紹
介
さ
れ
て
い

る
。

ω

前
述
の

芳
賀
郡
大
内
村
の

増
山
守
三

郎
の

比
較
試
験
で
は
、

耕
深
と
し
て
「
旧
慣
」

法
の
三
、

四

寸
に

対
し
て
遠
里

改
良
法
で
は
七

寸
と
な
っ

て
お
り
、

ほ
ぼ
二

倍
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、

無

床
翠
に
よ
る
馬
耕
を
行
っ

た

も
の
と

見
ら
れ
る
が
、

特
別
に
こ

う
い
っ

た

耕
転
法
の

相
違
に
つ

い

て

言
及
が
な
い
。

(32) 


